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第5章 日常生活の階級・階層的特質

第1節 家族の経済的基盤とその評価

調査対象となった諸個人は、すでに見たような史的形成過程の結果、現在の階級・階層的位置を占める

ようになった。そこで、次に問題とするのは、こうした階級・階層の日常生活のあり方がどのような特徴

を示すものになっているのかという点である。この点について、まず家族生活とその経済的基盤のあり方

から検討していこう。

表5-1は、対象者の家族生活の経済的基盤について、階級別にまとめたものである。ただし、対象者

が主たる家計支持者に限定されているわけではないので、家族生活の経済的基盤に関する男女の違いや個

人階級、出身階級は意味がない。そのため、ここでは、男女の区別なく世帯階級別に家族生活の経済的基

盤をまとめた。

ここから、家族生活の経済的基盤をみると、世帯全体の平均年収は825.3万円で、全国平均691.5万円

( Ii'平成6年全国消費実態調査報告第1巻家計収支編』総務庁統計局)を大きく上回っている。こ

れは、すでに第2章で述べたように太田市の一人当たり個人所得が全国平均以下である点を考慮すると、

調査回答者が比較的所得の高い世帯に属する人々にシフトしている可能性を示している。

しかし、これを世帯階級別に把握すると、大きな格差が存在していることに気づく。 1219.8万円の安定

的経営・管理世帯をトップに、不安定経営・管理世帯(1112万円)→自営業世帯 (908.3万円)→安定的

労働者世帯 (819.3万円)→不安定労働者世帯 (580.4円)と続き、 314.3万円の無職世帯がボトムとなる。

このうち、不安定労働者世帯と無職世帯は全国平均をも下回っている。トップとボトムの差は900万円を

超え、トップの安定的経営・管理世帯と不安定労働者世帯の差も600万円以上にものぼる。

ところが、就業者のいない無職世帯を除く、就業者一人当たりの平均世帯年収を見ると、安定的経営・

管理世帯、不安定経営・管理世帯は世帯年収と同様に高い水準を維持しているが、世帯年収で3位であっ

た自営業世帯 (349.3万円)が最低水準の不安定労働者世帯 (341.4万円)とほぼ同程度となる。このこと

は、自営業世帯の場合、 1世帯当たりの就業者が2.6人ともっとも多いことを考えると、他の世帯階級と

比べ、相対的に低い所得を数多くの就業者が寄せ集めることによって安定的経営・管理世帯、不安定経営

・管理世帯に次ぐ高い世帯年収を維持していることを物語っている。その背後に、自営業世帯における直

系家族形態の多さという現実が存在している。ぞれは、自営業世帯の核家族的世帯比率が53.0%で全世帯

階級の中最低となっている点に示されている。

それに対し、自営業世帯を除くと、世帯年収と同様、就業者一人当たり年収も安定的経営・管理世帯→

不安定経営・管理世帯→安定的労働者世帯→不安定労働者世帯の順になる。しかも、これらの世帯階級で

は世帯当たりの就業者数もほぼ同様の順になっている。なお、この結果は家族形態とは直接関係がない。

核家族的世帯比率は、安定的労働者世帯が約7割、他の3つの階級が約8割に達している。したがって、自

営業世帯を除くと、安定的経営・管理世帯→不安定経営・管理世帯→安定的労働者世帯→不安定労働者世

帯にしたがって、就業者一人当たりの年収が減少するだけでなく、就業者ぞれ自体が少なくなり、そのた

めに世帯年収の違いが生み出されていることが明らかになる。ちなみに、安定的経営・管理世帯は就業者

一人当たりの年収 (580.9万円)がもっとも高いだけでなく、就業者そのものが自営業世帯に次々高さを

示している。その結果、世帯年収自体が最高の水準になっていると考えられる。逆に、不安定労働者世帯

は就業者一人当たりの年収が最低水準を示すとともに、就業者自体がもっとも少ないため、無職世帯を除

けば、世帯年収がもっとも低くなるといえる。なお、無職世待はリタイア層によって構成される場合がほ

とんどで、世帯年収も年金が基本となるため、その水準は低い。また家族形態も核家族的なものがほとん

ど (95.3%)で、単独世帯も23.3%もある。

ただし、家族一人当たり世帯年収で見れば、自営業世帯の水準は上昇し (216.3万円)、平均世帯年収

と同様、安定的経営・管理世帯 (305.0万円)、不安定経営・管理世帯 (300.5万円)につ々ものとなる。
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これと対照的に、就業者一人当たり年収で自営業世帯とともに最低水準であった不安定労働者世帯(170. 

7万円)は、家族一人当たり世帯年収で見ても低く、無職世帯(174.6万円)の水準さえ下回り、最低の位

置にある。不安定労働者世帯は、就業者一人当たり年収が低いだけでなく、世帯の日常的な経済生活の水

準も厳しいとみなすことができる。一方、安定的経営・管理世帯、不安定経営・管理世帯は、家族一人当

たり世帯年収でも、 l、2位の位置をキープしており、この点から見ても、この二つの階級の経済的安定性

が明確になる。

しかし、こうした世帯年収の違いは、持ち家比率のあり方と完全に相即していないことに注意すべきで

ある。単純に考えれば、世帯年収が高く、家族一人当たり世帯年収も高い安定的経営・管理世帯や不安定

経営・管理世帯の持ち家比率が高くなると思われる。だが、実際には、持ち家比率は自営業世帯が81.4%

ともっとも高く、安定的労働者世帯→安定的経営・管理世帯→不安定経営・管理世帯→無職世帯→不安定

労働者世帯の順となる。そこでは、自営業世帯の持ち家比率の相対的な高さが特徴的となる。それは、自

営業世帯に地付層が多く、太田市への居住年数が10年未満の新入世帯比率も少ないことと関係がある。し

たがって、単純に所得だけでは持ち家の有無が決まらず、太田市への根付き方が少なからぬ意味をもつこ

とが明らかになる。逆にいえば、地付層が多く持ち家比率の高い自営業世帯は所得の面では経営・管理世

帯よりも低い水準にあるものの、地域社会にとって大きな位置を占めていると考えられる。

以上のように、世帯階級によって世帯・家族の経済的基盤は大きく異なっている。それでは、対象者個

々人の収入は、どうなっているのであろうか。

いうまでもなく、諸個人の年間収入(年金収入等を含む)には表5-2のように、彼/彼女らの個人階

級のあり方によって大きな違いが見られる。すなわち、男性の場合、安定的経営・管理階級が平均967.7

万円でトップの位置を占め、不安定経営・管理階級 (825.0万円)、安定的労働者階級 (619.3万円)、自

営業層 (529.7万円)、不安定労働者階級 (458.3万円)、無職層 (241万円)の願になる。機構的システ

ム上の位置から見た階級的立場の違いが明確な個人所得の格差をともなっていることが明らかになる。ぞ

れは、女性の場合にも基本的に当てはまり、ケース数の極端に少ない経営・管理階級を除けば、平均年収

の順は男性と同様、安定的労働者階級 (413.8万円)→自営業層 (244.8万円)→不安定労働者階級(161.

8万円)→無職層(116.5万円)となっている。ただし、女性の平均年収の水準は、男性と比べ大幅に少な

くなっていることも事実である。もっとも男女差が少ない安定的労働者階級であっても、1.5倍の格差が

存在している。

したがって、すでに見た世帯階級ごとの経済的基盤の違いは、このような形で個人階級毎に異なる個人

所得を家族成員が寄せ集めることによって、生み出されたものであることが明らかになる。

それでは、彼らは自らの世帯の経済水準をどのように評価しているのであろうか。それは、生活世界と

しての家族生活の主観的側面の一端を検討するという意味をもっ。

表5-3は、この点を見るため、自らの属する世帯全体の暮らし向きについて、太田市や日本の中での

位置についてたずねた結果を階級別にまとめたものである。

ここからなによりもまず指摘できることは、世帯階級、男女の別なく太田市の中でも日本の中でもほと

んどが中の中にモードがある点である。これにあてはまらないのは、不安定労働者世帯および無職世帯の

女性・総数における日本の中での位置だけである。しかも、これらの場合にも、モードが中の下になって

いるにすぎない。したがって、中の上、中の中、中の下を合わせると、どの世帯階級でも男女の別、太田

市・日本の別なく、ほほ70%を超えるようになっている。もっとも中流意識の少ない無職世帯の男性の場

合でも、 66.7%となっている。そこには、すでに見た世得階級聞の経済基盤の格差とはまったく関わりの

ない、 「中流」意識の広範な存在が見いだせる。いいかえれば、このことは、多くの場合、客観的事実と

主観的意識の乗離が存在し、世帯階級聞における客観的な経済的格差と主観的な中流意識が共存している

ことを意味している。

ただし、中流意識にあてはまらないものをみると、自らの世帯の暮らし向きを上、上の下とこたえるも

のは、安定的経営・管理世帯、不安定経営・管理世帯を除けば(なかには、安定的経営・管理世帯であり
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ながら自らの世待の暮らし向きを太田市ないし日本の中で下に位置するものとこたえる男性も 2人存在し

ている。ちなみに、いずれの男性の場合にも世帯年収は、 1000万-1500万未満となっている)、ほとんど

存在しないことにも注意する必要がある。つまり、分厚い中流意識以外には下層意識しかもちえない場合

が多いということである。それは、平均世帯年収が全国平均を上回っていた自営業世帯、安定的労働者世

帯の場合にもあてはまる。

また、太田市の中での位置と日本の中での位置を比べると、いずれの世帯階級でも男女の別なく、後者

の方が自らの暮らし向きに関する評価が低下する傾向が見いだせる。ぞれは、太田市全体の暮らし向きが

全国的に見た場合、必ずしも良い立場にはないという認識が対象者の多くに存在していることをうかがわ

せる。

表5-1 世帯階級別経済指標(総数) 単位:万円、人、%

平均 世帯年 平均 就業者 平均 家族一 核家族 単独世 持ち家 地付 新入

世帯 収標準 就業 一人当 家族 人当り 的世帯 帯比率 比率 世帯 世帯 N 
年収 偏差 者数 り年収 数 年収 比率 比率 比率

A.安定的経蛍・管理世帯 1219.8 4447.4 2.1 580.9 4.0 305.0 79.6 0.0 75.0 33.3 12.5 48 
B.不安定経嘗・管理世帯 1112.0 3585.2 2.0 556.0 3.7 300.5 77.6 3.4 74.1 42.1 3.4 54 
C.自首業世帯普 908.3 5224.3 2.6 349.3 4.2 216.3 53.0 2.8 81.4 55.1 3.3 206 
D.安定的労働者世帯 819.3 6508.8 2.1 390.1 3.9 210.1 69.4 2.2 76.3 33.8 16.6 313 
E.不安定労働者世帯 580.4 2637.8 1.7 341.4 3.4 170.7 78.0 5.9 61.0 41.5 15.5 115 
F.無職世帯 314.3 1129.6 0.0 1.8 174.6 95.3 23.3 69.0 37.2 9.3 42 

d口.. 計 825.3 9459.5 2.0 412.7 3.8 217.2 68.9 4.0 74.8 41.4 11.2 778 

注)1.核家族的世帯比率は全世帯に占める核家族世帯+単独世帯の割合。
2.持ち家比率は、土地も自己所有の場合に限定している。
3.地付世帯比率は、祖父母およびそれ以前の代から太田市に居住している世帯の比率。
4.新入世帯比率は、太田市に居住してから10年来満の世帯の比率。

表 5-2 本人の年間収入(男・構成比) 単位:%、人、万円

200万 200万 400万 600万 800万 1000万 1500万 N 平均
来潜 ~ ~ ~ ~ ~ 以上 年収

安定的経曽・管理階級 0.0 0.0 0.0 17.6 52.9 29.4 0.0 17 967.7 
男 不安定経首・管理階級 0.0 4.5 36.4 13.6 22.7 13.6 9.1 22 825.0 
自首業層 18.9 25.7 24.3 16.2 4.1 5.4 5.4 74 529.7 
安定的労働者階級 0.7 19.0 30.7 29.9 14.6 4.4 0.7 137 619.3 

性 不安定労働者階級 5.6 33.3 40.3 18.1 2.8 0.0 0.0 72 458.3 
無職層 41.0 47.5 11.5 0.0 0.0 0.0 0.0 61 241.0 

安定的経営・管理階級 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 300.0 

女 不安定経営・管理階級 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 2 500.0 
自曽業層 62.5 20.8 6.3 6.3 2.1 2.1 0.0 48 244.8 
安定的労働者階級 6.9 51. 7 24.1 12.1 5.2 0.0 0.0 58 413.8 

性 不安定労働者階級 74.0 23.6 0.8 0.8 0.8 0.0 0.0 123 161.8 
無職屑 92.9 5.9 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 170 116.5 
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表 5-3 世帯全体の暮らし向きの評価 単位:%

上 上の下中の上中の中中の下下のよ 下 N 

A.安定的経嘗・管理世帯 0.0 0.0 40.0 45.0 5.0 5.0 5.0 20 
0.0 0.0 25.0 40.0 20.0 5.0 10.0 20 

男 B.不安定経曾・管理世帯 7.1 10.7 21.4 39.3 14.3 7.1 0.0 28 
3.6 7.1 21.4 32.1 25.0 10.7 0.0 28 

c.自首業世帯 0.0 1.9 21.5 32.7 27.1 13.1 3.7 107 
0.0 1.9 15.0 32.7 25.2 21.5 3.7 107 

D.安定的労働者世帯 0.6 1.3 18.7 51.0 18.7 6.5 3.2 155 
0.0 0.0 11.0 48.1 29.2 8.4 3.2 154 

E.不安定労働者世帯 0.0 1.9 11.3 47.2 22.6 17.0 0.0 53 
0.0 0.0 3.8 41.5 30.2 22.6 1.9 53 

F.無職世帯 0.0 0.0 4.8 52.4 28.6 9.5 4.8 21 
性 0.0 0.0 4.8 38.1 23.8 28.6 4.8 21 

メロミ 計 0.8 2.1 19.0 44.3 21.1 9.9 2.9 384 
0.3 1.0 12.3 40.7 27.2 15.1 3.4 383 

A.安定的経曽・管理世帯 0.0 10.7 35.7 39.3 14.3 0.0 0.0 28 
0.0 3.6 28.6 53.6 10.7 3.6 0.0 28 

女 B.不安定経曽・管理世帯 0.0 13.3 20.0 46.7 10.0 6.7 3.3 30 
0.0 0.0 16.7 53.3 20.0 6.7 3.3 30 

c.自曽業世帯 1.0 2.9 21.4 39.8 17.5 10.7 6.8 103 
0.0 1.0 16.5 37.9 25.2 11. 7 7.8 103 

D.安定的労働者世帯 0.6 1.2 14.2 51.9 21.6 7.4 3.1 162 
0.0 0.6 9.9 44.4 30.9 8.6 5.6 162 

E.不安定労働者世帯 0.0 3.2 9.5 39.7 31.7 9.5 6.3 63 
0.0 0.0 6.3 28.6 41.3 14.3 9.5 63 

F.無職世帯 0.0 0.0 10.5 31.6 26.3 21.1 10.5 19 
性 0.0 0.0 5.3 21.1 42.1 21.1 10.5 19 

メ日弘、 計 0.5 3.5 17.0 44.7 21.0 8.6 4.7 405 
0.0 0.7 12.6 40.5 29.4 10.4 6.4 405 

A.安定的経営・管理世帯 0.0 6.3 37.5 41.7 10.4 2.1 2.1 48 
0.0 2.1 27.1 47.9 14.6 4.2 4.2 48 

総 B.不安定経営・管理世帯 3.4 12.1 20.7 43.1 12.1 6.9 1.7 58 
1.7 3.4 19.0 43.1 22.4 8.6 1.7 58 

c.自営業世帯 0.5 2.4 21.4 36.2 22.4 11.9 5.2 210 
0.0 1.4 15.7 35.2 25.2 16.7 5.7 210 

D.安定的労働者世帯 0.6 1.3 16.4 51.4 20.2 6.9 3.2 317 
0.0 0.3 10.4 46.2 30.1 8.5 4.4 316 

E.不安定労働者世帯 0.0 2.6 10.3 43.1 27.6 12.9 3.4 116 
0.0 0.0 5.2 34.5 36.2 18.1 6.0 116 

F.無職世帯 0.0 0.0 7.5 42.5 27.5 15.0 7.5 40 
数 0.0 0.0 5.0 30.0 32.5 25.0 7.5 40 

f.'i 、 計 0.6 2.8 18.0 44.5 21.0 9.3 3.8 789 
0.1 0.9 12.4 40.6 28.3 12.7 4.9 788 

注)各世帯階級の上段が太田市の中での評価、下段が日本の中での評価
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第2節 目常生活の過ごし方

次に、日常生活の過ごし方についてみてみよう。

表5-4は、この点を検討するため、諸個人の日常生活を枠づける労働時間、平日の自由時間、休日形

態(週休2日制比率)をまとめてみたものである。

ここから、男性の場合、安定的経営・管理階級の労働時聞が平均で10時間以上ともっとも長く、 52.9%

が10時間以上の労働時間となっていることがわかる。それにともなって、自由時聞が2時間半ともっとも

少なくなっている。いいかえれば、この階級に「働きすぎ」の傾向がもっとも強くあらわれているという

ことである。しかし、不安定労働者階級、安定的労働者階級、不安定経営・管理階級もほぼ9時間程度の

労働時間で、これらの階級の場合にも労働時聞が8時間を超えるのが約8割で当たり前の状態になってい

る。ただし、 10時間以上の労働時間の者は2割台しかいない。これに対し、自営業層は平均労働時聞がも

っとも少なく約7時間程度にとどまり、 8時間未満の者が過半数に達している。そのため、自由時聞が3

時間半を超え、無職層を除けば、もっとも長くなっている。こうして、自営業層以外は全体として働き過

ぎの傾向を示し、その中で大企業の経営・管理階級にもっともその傾向が顕著に見いだせる。

ここで特徴的なことは、自営業層の労働時聞が短いことである。自営業層は自らの意志で労働時聞を決

定できる立場にあるが、その決定権はともすれば、長時間労働に拍車をかける機能を発揮しがちである。

われわれが東京都墨田区で実施した調査においても、自営業層がもっとも労働時聞が長く、 10時間以上働

く者が60%を超えていた(小内透「個人を単位とする諸階級の生活・意識・社会関係J Ii'調査と社会理論

・研究報告書.!l14、北海道大学教育学部教育社会学研究室、 1990年、 p.121)。それと対照的に、太田市

の自営業層の場合、平均の労働時聞が短いだけでなく、 10時間以上働く者の割合も l割に満たない。ただ

し、このことは、太田市の自営業層がゆとりをもっていることを必ずしも意味しない。なぜなら、労働時

聞が短いことが、すでに見たような自営業層自身の年間収入の低さにつながっているからであり、その意

味ではむしろ仕事の少なさという問題のあらわれとして受けとめなければならない可能性がありうるから

である(この点については、後述)。

一方、女性をみると、どの階級でも全体として男性よりも労働時閣が短くなっている。階級別に見ると、

ケース数の少ない経営・管理階級を除くと、安定的労働者階級で 8時間以上が7割を超えている以外は、

自営業層、不安定労働者階級のいずれも 8時間以上は2割台にとどまっている。とくに不安定労働者階級

にその傾向が強く、不安定労働者階級の平均労働時聞は約6時間で自営業層とほとんど変わらなくなる。

それは、女性の不安定労働者階級が主としてパート・内職によって構成されていることにもとづいている。

しかし、ここで注意しなければならないことは、女性の労働時間の男性と比べた短さにもかかわらず、自

営業層や安定的労働者階級では、自由時闘が男性よりも少なくなっていることである。ぞれは、たとえ職

場での労働時聞が短くても、女性の場合、家に帰れば、家事というもう一つの労働をしなければならない

現状を物語っている。逆にいえば、主婦専業ないしせいぜいパート・内職ぐらいに仕事をとどめれば、家

事労働をしても比較的自由時聞が確保できるということになる。実際、パート・内職の多い不安定労働者

階級は女性の方がわずかではあるが自由時聞が多く、主婦専業の場合には、 5時間50分もの自由時聞が確

保されている。

以上のように、男性の場合、安定的労働者階級の労働時間の極端な長さと自営業層の労働時閣の短さ、

女性の場合、安定的労働者階級の労働時間の長さと自営業層、不安定労働者階級の労働時閣の短さが明ら

かになった。ただし、これだけで労働条件の善し悪しを判断することができないのも事実である。すでに

見たように、労働時間の長さにほぼ比例して年間収入の多寡が決まっていたことを見落としてはならない

し、休日のあり方も考慮に入れなければならないからである。実際、労働時間の短い男性の自営業層や女

性の自営業層、不安定労働者は週休2日制を確保しえているのが、 2割から 3割台にとどまっているのに

対し、労働時間の極端に長い男性の安定的経営・管理階級は82.4%が週休2日制を確保し、女性でもっと

も労働時間の長い安定的労働者も男性の安定的労働者とともに 6割を超える者が(男性:67.2%、女性:

64.4%)そうした条件を穫得している。ぞれは、大企業や官公庁ではその多くが週休2日制を実施してい
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るのに対し、中小零細企業では必ずしも週休2日制が実現していないことにもとづいている。したがって、

労働時間、賃金、休日のあり方を総合して判断すれば、労働時聞が安定的経営・管理階級ほど長くなく、

相対的に高い年間収入があり、週休2日制も確保されている安定的労働者階級が相対的に見てもっとも問

題の少ない階級であり、労働時聞が短いわけでもないのに、収入が少なく、週休2日制も確保できていな

い(男性の)不安定労働者階級が相対的にもっとも大きな問題を抱えていると、みなすことができる。こ

れが労働世界の客観的な現実であるといえる。

それでは、対象者たちはこうした労働世界とは異なる生活世界をどのように過ごしているのであろうか。

この点を自由時間の過ごし方から見てみよう。

表5-5、表5-6からわかるように、彼らは意外なほど似通った自由時閣の過ごし方をしている。男

性は、世帯階級、個人階級、出身階級の知何をとわず、ほほどの階級でも過半数の者がテレビ・ラジオ、

新聞・雑誌・本をあげ、上位1、2位になっている。これ以外に過半数の者があげているのは、世帯階級

で安定的経営・管理世帯の趣味、無職世帯の散歩・健康づくり、個人階級で安定的経営・管理階級の趣味、

安定的労働者階級のレジャー・ドライブだけしかない。各世帯階級内の個人階級を見ても、基本的に同じ

傾向が指摘できる。男性の場合、どの階級でも在宅型の余暇の過ごし方が主流で、階級的な違いはわずか

しか見られない。

これに対し、女性の場合、男性と比べ、全体として余暇の過ごし方が多様になる。つまり、女性全体の

うち過半数があげているものとして、テレビ・ラジオ、新聞・雑誌・本の他に、外食・買い物、家事がで

てくる。家事や買い物が過半数の者からあげられているのは、全体として性別役割分業が根強く存在して

いることを意味している。世帯階級別に見ると、安定的経営・管理世帯で団らん、趣味をあげる者が過半

数になり、無職世帯で家事、外食・買い物をあげる者が少ない傾向が見られる以外には、それほど階級閣

の違いは見られない。個人階級別に見ると、自営業層、安定的労働者階級、不安定労働者階級がほぼ同じ

傾向を示すが、無職層だけは家事や外食・買い物をあげる者が過半数を割り、テレビ・ラジオ、新聞・雑

誌・本が余暇の過ごし方の基本となっている。もちろん、これは無職層が家事や買い物をしないことを意

味するものではない。むしろ、無職層にとって家事や買い物は「当たり前」のことであり、とりたてて自

由時間の過ごし方としてあげる者が少なく、これに対し働く女性にとって仕事を終えてからの家事、買い

物が自らの自由時聞を奪うものとして認識されていることを反映していると考えられる。ただし、同じ無

職層であっても、安定的経営・管理世帯の無職層は、過半数の者が趣味、外食・買い物、団らんをあげ、

不安定経営・管理世帯の無職層にも趣味、外食・買い物をあげる者が多く、生活のあり方にゆとりが感じ

られる。ここから、女性の無職層の場合、いかなる世帝階級に属しているのかが、大きな意味をもつこと

が明らかになる(なお、出身階級では経営・管理出身の過半数が団らん、趣味をあげている点で階級聞の

相違が見られる)。

表5-4 男女別階級別労働時間・自由時間・休日形態

労働時間(%) 平日の 週休2
自由 目指l比 N 

4時間 4時間 日時間 8時間 10時間 12時間 平均 時間 率

来満~ ~ ~ ~ ~ (%) 

男 安定的経曽・管理階級 0.0 5.9 5.9 35.3 35.3 17.6 10.04 2.31 82.4 17 
不安定緩嘗・管理階級 0.0 0.0 18.2 59.1 22.7 0.0 9.05 3.22 18.2 22 
自嘗業層 12.7 18.3 25.4 35.2 5.6 2.8 7.06 3.38 20.3 7! 
安定的労働者階級 0.7 0.0 18.4 58.8 16.9 5.1 9.08 3.14 67.2 136 

性 不安定労働者階級 1.4 4.1 12.3 54.8 19.2 8.2 9.12 3.28 21.9 73 

女 安定的経曽・管理階級 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 7.00 4.00 100.0 
不安定経営・管理階級 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.00 2.45 50.0 2 
自嘗業層 22.4 24.5 28.6 12.2 8.2 4.1 6.12 3.16 22.0 49 
安定的労働者階級 1.7 3.4 20.3 66.1 8.5 0.0 8.31 2.48 64.4 59 

性 不安定労働者階級 11.9 38.1 27.0 21.4 0.8 0.0 6.03 3.35 37.8 126 

注)労働時間の平均、および平日の自由時間の単位は、?時間?分である。
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表5-5 自国事制~側蛍

ごち穫デヤピ新聞団らん 7犬家事子ども仕事沼市D輔自ノザシ外で積外食ヌオキ-11/ャ散歩趣味費叡〉信何ポランモ¢他 N 

テメオ本 コン 。寄F 指すく扇子〈コ を鯨む拠物ツ ド到ア 置強 ティア

A努習場盤・管費節 15.0 &0 00.0 li.Oω410 10.0 JJ.O 5.0 15.0 15.0 310 li.O 410 li.O 310 fD.0 瓜 5.0 5.0ω m 

A-1.量贈場濫・管事闘踊 17.6 胃~~UM~U~UUruruuu~ru~u 且o 5.9 0.0 η 

A-l.自曽輔 ω1飢o100.0 札0.0 fD.0ωωωωω 臥0ω fD.0 fD.0ω fD.0ω fD.0 0.0 0.0 2 
1r3.虫宿根鍋膚園甑 。
H 確定歩剣癖甑 。
1r6.揖輔情 ω1瓜o1飢0ω0.0 1瓜0ωωω1瓜0ω 0.0ωωω1瓜0ωωωωω 1 
-ーーーー・・・ー.ー-ーーーーーーーー -ーーーー・ 4 ・-ーーーーーー・・..-----------ー・..・ーーーーーーー----------ー..・~------ーー・..ーーーーーー・-----.------ーー・...司ーーーーーーーー、..司圃..・・ーーーー・ーーーーー・・・・ -----
合1.組!I!t.管理却聾 ω1瓜o1瓜0ωω 日6.7ωωω l!.3ωωω l!.3 l!.3 l!.3 l!.3ω l!.3ωω  3 
a-l.自首蝿却費 1Z.5 百.0 '15.0 37.5 乱o fD.0 <!i.0 1Z.5 0.0 <!i.0 1Z.5 沼'.5 fD.0 37.5 37.5 <!i.0 fD.0 <!i.0 0.0 0.0 0.0 8 
1t-3.労働者出島 ?2..2 77.8 1瓜o 44.4ω ?2..2 0.0 56.6 11.1ω 忽2 11.1 l!.3 44.4 l!.3 11.1 56.6 0.0 且o 11.1 0.0 9 

B特融盟書 4i.4飢7 弘6 <!i.0 7.1 比3 17.9 7.1 7.1 3.6 7.1 17.9 28.6 17.9 28.6 飢7 28.6 0.0 7.1 7.1 0.0 沼

8-1持環軍曹・曾嘗搬 <<i.5 63.6 田'.0 31.8 0.0 18.2 ?2.. 7 9.1 4.5 4.5 9.1 18.2 温.8 18.2 31.8 9.1 ZI.3 札4.5 乱{).o 2 

B-Z.自嘗鵜' fD.0 fD.0 臥0ωωωωωω 0.0ωωωω0.0 0.0ωωωωω  2 
11-3.量調被蝿静蹴 0.0ω1瓜0ω1瓜 0.0ωωωωωωωω1飢o100.0 1瓜0ωωωω
11-4.布提携鱒癖雌 1瓜o100.0 fD.0 0.0 fD.0ωω 0.0ωωω fD.0 fD.0 fD.0ωω fD.0ωωωω  2 
11-5.欄同 ωω1飢0ωωωωω1瓜0.0ωωωωωωωω1瓜0.0ω 1 
-・.------------ーー・・・..-------ー・---------・ーー-ーー、・ーーーーーー・・・-----------ーー-ー『ーーーーー-ー----.ーーー..帽----------ーーーー-----------ー・ー.、--------ーーー-------・・・・・...ーーーーー ーー.ーーー

H.鯉嘗・管魁貴 66.7 100.0 侃7 l!.3 l!.3 0.0 l!.3 0.0 0.0 0.0 0.0 l!.3 l!.3 l!.3 0.0 札o l!.3 0.0 0.0 0.0 0.0 3 
b-l.自曽嫡卦膏 410 53.3 笛.7 お~ u ru ~ ru M M U ~ ru ru ru U 盤.7 札6.7 13.3 0.0 回
tr3.費絹庸仕貨 fD.0 60.0 Jl.O 310ω310 10.0 0.0 310 10.0 1ω 0.0 410 310 JJ.O 310 JJ.Oω 10.0 0.0 0.0 m 

C自曽策担帯 l!.6 61.7 49.5 l!l3 4. 7 乱3 15.0 2.8 7.5 13.1 17.8 15.9 濁.2 19.6 (3.0 21.5 比3.7 1.9 &.4 2.8 町7

じu謹錨帽 JJ.O 64.3 fD.0 28.6 UMMUM~U~~U~~MUUMU 初

比重隠懐剣健闘轍 日W 66.7 61.1 11.1 11.1 5.6 ZI.8 5.6 5.6 5.6 l!.3 ?2..2 l!.3 ZI.8 66.7 5.6 箇.7 5.6 0.0 0.0 0.0 組

c-，日現労働節織 <<i.5 <<i.5 ZI.3 ZI.3 18.2 9.1 ZI.3 0.0 0.0 18.2 ZI.3 ZI.3 ZI.3 18.2 54.5 乱1 18.2 18.2 0.0 且1 9.1 U 
C--4.需鴫帽 1Z.5 fD.0 fD.0 1Z.5 0.0 0.0 0.0 0.0 1Z.5ω 1Z.5 0.0 1Z.5 弘5 1Z.5 37.5 <!i.0 札0.0 0.0 1Z.5 8 
-・・・ーーーーーーーーー・ー・・・ーー --------・ー..町・ーーー・..ーー--------・ー・.---------ー・_.----、ー・・・・・F・ーー・---------ー・...・-ーーーーーーーーーー，ーーーー...・----------ーー・----骨ーー...・ーーーー・ ーーー..

。1.組盤・管理却署 。
c-z.自醜燭 温.3 位7 49.4 3i.5 6.0 10.8 1主3 己4 7.2 13.3 18.1 15.7 <!i.3 19.3 44.6 l!l1 15.7 2.4 2.4 9.6 2.4 m 
c-3.労働動場 41.7 5&.3 fD.0 箇.7 0.0 4.2 318 4.2 &.3 1Z.5 崎7 16.7 a.2 318 37.5 立 &.3 &.3 0.0 4.2 4.2 :lI 

D.揖開鵬自署 29.7 臥2 48.4 <!i.8 15.5 17.4 316 7.1 3.2 11.0 ?2..6 &.4温.0 <!i.8 (f.7 21.3 ZI.l 3.9 0.6 7.1 1.91 155 

I比重信敏甥癖碕量 温.4 ~~~ru~~UMU~Ururu~u~u 乱o 4.2 0.8 118 
D-2.寺普贈鍋虜轍 お.7 弘3 310 3i.7 13.3 13.3 6.7ω6.7 13.3 3i.7 13.3 4i.7 410 53.3 6. 7 13.3ωω 6.7ω  目
自ト3.欄. ?2.. 7 63.6 6&.2 ZI.3 4.5 ZI.3 4.5 0.0 13.6 1且 U M U ~ ~ U U M u ~ u 2 
ーーーーー・・ー-ー・ーー・ーーーーーー -ーーーーーーーーーー‘・・・ーーー-----ーーーー--------ー・ー・ーーーーーー・ ιー・・..・・ー・ーーー・+僻伊----------・・・..ー.----------.----------ーーーーーーーーーーー---------ーー...

d-1.組聖書・曾豊田聾 l!.3 88.9 56.6 ?2..2 44.4 11.1 44.4 ?2..2ω11.1 l!.3ω ?2..2 56.6 44.4 11.1 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 9 
d-2.自首製品身 28.2 57.7 44.9 2li.6 11.5 16.7 15.4 己 5.1 1Z.8 21.8 6.4 3i.9 17.9 (3.6 28.2 a.5 1.3 1.3 7.7 2.6 市
d-3.労働艶国号 JJ.9 邸.2 51.5 濁.5 16.2 19.1 23.5 1止1.5 &.8 ?2..1 11.8 li.8 JJ.9 a.9 礼7 お.5 5.9 0.0 7.4 1.5 僧

E平努骸鱒商問普 濁.6 83.0 54.7 JJ.2 17.0 15.1 ?2..6 3.8 13.2 JJ.2 3i.4 11.3 濁.4 11.3 JJ.2 ?2..6 318 3.8 1.9 5.7 0.0 日

E-l汗哩提携繍醐轍 44.4 &0 51.1 31.1 310 13.3 21止4 4.4 11.1 28.9 温.1 13.3 笥.7 13.3 且.1 15.6 l!l4 2.2 2.2 6.7ω <<i 
見鱒聞 1Z.5 100.0 布.0 2li.0 0.0 2li.0 1Z.5 0.0 2li.0 37.5 0.0 0.0 2li.0 0.0 2li.0 &.5 0.0 1Z.5 0.0 0.0 0.0 8 
ーーー-ー・ 4匹"・ーーーーーー-ーーー .---------・ R・・ーーーーーー---------・-----.・ E・・ 4匹・ーー.、ーーーーーーー--------ー骨・ーー-------‘b・p・..ーーー------司匹..ーーーー・ー---------幽・ー・・...ーーーーー ーー..ー

l'-1.嗣聖書・管理団普 100.0ωωωω 0.0ωωω 100.0 1瓜0ωωω1瓜o 0.0 1瓜0ωωωω

~自盤蝿封!it JJ.O 83.3 63.3 JJ.O 6.7 23.3 蝿.7 3.3 1主3 l!.3 310 6.7 23.3 瓜o JJ.O JJ.O 鍋.7ω 3.3 6.7ω  濁

l'-3.労働劃日聾 且W 邸.4 <<i.5 且.8 31.8 4.5 温.8 4.5 1主6 ?2..7 温.8 18.2 温.8 13.6 ZI.3 1止6 ?2..7 9.1 札4.5 0.0 2 

F.揖輔世情 42.9 71.4 1Ii.7 14.3 14.3 42.9ωω9.5  14.3 四'.0 9.5 19.0 23.8 28.6 包4 28.6ωω l4.3ω  a 

f-1.自曽策担膏 JJ.8 61.5 胃.9 23.1 15.4 4i.2 0.0 0.0 7.7 23.1 15.4 0.0 23.1 23.1 15.4 53.8 JJ.8 0.0 0.0 23.1 0.0 n 
F志望雌腐埠普 ~~~M~UMU~UUU~U~~UUUUU 8 

合 計 l!.3 66.7 弘2 2li.8 11.2 17.2 17.4 6.3 6.5 l4.1 311 1Z.2 28.4 ?2..1 419 ?2..4 l!l0 3.6 1.8 7.6 1.6 III 

碍書 安惣犠型曽・管事副量 17.6 胃~~UM~U~UUruruuu~ru~uuuu 17 

不買意聖書・管型自帳 <<i.5 63.6 fD.0 温.8 0.0 肱2 ?2..7 9.1 4.5 4.5 9.1 18.2 31.8 18.2 31.8 9.1 ZI.3 0.0 4.5 9.1 0.0 2 
個 師甥罰百 a.7 悦.9 51.4 ZI.O 1.4 1Z.2 1ω 己 &.1 比9 1Z.2 l4.9 払3 18.9 37.8 l!l3 1Z.2 1.4 4.1 10.8 1.4 下4
人草郡豊蝋醐直 l!.6 64.2 fD.4 23.4 17.5 比6 2li.5 &.8 1.5 &.8 3i.3 10.9 l!.6 l!l1 53.3 17.5 l!l8 5.1 0.0 3.6 0.7 131 
階平野鯵鎖静搬 42.5 伺1.9 41.1 28.8 19.2 1Z.3 315 己 &.2 23.3 28.8 16.4 温.5 315 28.4 1Z.3 21.9 4.1 1.4 6.8 U 百

級 無珊・ お.2 6&.9 73.8 19.7 6.6 a.5 3.3 0.0 比8 1且 9.8 3.3 13.1 1且7 l!l6 4自.2 a.5 1.6 3.3 1主4.9 倒
----ーーーーーー-ー・・・・・・ a ・・ー・ーーー司自ー・・ーーーーー噌..ー-----------・・・---------ーー・』・ーーーー由俳・・・・.ーーーーー・・...ーーーーー・ーーー・・ーャーーーー・ーーーーー・・・---------ーーーー
出組暫・管理埠署 37.5 87.5 &.5 18.8 温.3 18.8 且.3 1Z.5 0.0 18.8 2li.0 6.3 18.8 (3.8 37.5 弘5 2li.0 6.3 6.3 0.0 0.0 16 
印甥魁傍 JJ.O 63.4 53.3 3i.9 &.4 18.1 14.5 3.5 6.6 15.9 18.5 11.9 お.0 18.1 ll.6 3i.9 23.3 2.2 2.2 9.3 1.8 m 
身 労働艶蛾 28.3 69.5 弘6 l!l8 13.5 15.6 316 9.9 7.1 10.6 ?2..0 13.5 l!.3 2l¥.2 (3.3 16.3 l!l8 5.7 0. 7 5.7 U 施
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表5-6直訴事故渇:t.;草般的

ごち膚デレピ新聞団らんファミ家事子ども仕事JliiiJiV規腐りノザシ外守画外食コポ-11/十散歩趣味費叡〉信仰ポランモ江地 N 

ラシ汚寸本 コン ~ 新〈新〈コ を餓trJl¥-物ツ γ到7 瞳強 子ィア

A努軍慎重雪・曾霊園帯 31.5 笛.5 官.4 包3.4 48.3 17.2 飢3 aJ. 7 温.0ω 3.4 58.6 13.8 31.5 31.5 51.7 0.0 6.9 10.3 3.4 却

H.量却場聖書・管理搬 ω1飢o 100.0 1ぬ0.0 100.0ωωω 100.0 0.0 0.0 1瓜0.0 1瓜o 100.0ωωωωω  1 

M己自曽鶏冒 ω1瓜o 1瓜o 1ω，0ωωω 50.0ωωω 0.0 50.0 臥o 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0ω 0.0 Z 

A-3.揖拘鍋鱒轍 4D.0 11).0 6J.0 4D.0ω1瓜o aJ.0 4D.0ωωωω 6J.0 0.0ωω 6J.0 0.0 aJ.0 aJ.0 0.0 5 

A-4.平事史投鱒曜事踊量 回.1 57.1 57.1 1li.7ω 42.9 0.0 0.0 28.6 42.9 0.0 14.3 町'.1 14.3 尻1 28.6 28.6 0.0 0.0 0.0 0.0 7 

M5.揖剤師 払6 57.1 官L6 50.0 7.1 li.7 28.6ω 28.6 li.7 0.0 0.0 50.0 14.3 28.6 42.9 64.3 0.0 7.1 14.3 7.1 14 
-・ーーーーー-._-.-・F骨・b・...ー------・守・ーー・------------------ーーーーー・・・ー司晶F・・・...ー-.---圃』宇品・-----------------------------------------------.守ー・・ーーーーーー.

aァ1.但暫管理却署 ωω 日10ωω 50.0 50.0 0.0ωωωωωωωω 50.0ωω0.0ω  z 
ac己自損燭 54.5 7z. 7 00.9 81.8 0.0 li.4 9.1 0.0 li.4 45.5 0.0 0.0 弘5 18.2 45.5 弘5 45.5 0.0 0.0 9.1 9.1 U 

... 3.労働昔仕燭 15.0 til.8 a.5 邸.3 6.3 部.3 18.8 1且8 12.5 15.0 0.0 6.3 til.8 12.5 温.3 15.0 邸0.0 12.5 也5 0.0 甜

B汗哲史挺曽・智麿塑普 :D.O 田.7 73.3 :D.O 0.0 45.7 1斗3.3 aJ.0 :n.3 0.0 3.3 6J.0 :D.O Zi3 3i.7 li.7 0.0 3.3 13.3 3.3 m 

品1汗事提葺E雪・管理鴎量 ω 0.0 50.0 50.0 0.0 100.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1瓜0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 Z 

ι己自瞳鱒. aJ.0 日10 飢0ωω 4D.0 aJ.0 0.0 aJ.0 飢0ωω 4D.0 aJ.0 4D.0 4D.0 田.0ωω 3>.0 aJ.0 5 

J!.3.貴覧伊良鰭湖輪量 邸.7 a.7 a.7 a.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 :n.3 a.7 0.0 邸7 :n.3 :n.3 0.0 0.0 0.0 0.0 3 
H 裕閉鎖膚搬 :n.3 83.3 a.7 :n.3 0. 0 田.0 :n.3 0.0 16.7 50.0 0.0 0.0 50.0 50.0 :n.3 16.7 0.0 0.0 払7 16.7 0.0 6 
Ih'i.揖欄帽 28.6 百.4 U~M~UM~~MM~~U~~MM~M 14 

--------悼------------ーーーーーーーーー------------崎一・-----ーー・・・ーーー・ーー・ーーーーー--------------・F・・・・ a・・.--------・・ 4・ー----------・・ ...ー.

~1.但曽・管理出号 4D.0 6J.0 100.0 aJ.0 0.0 40.0ωωωωωω ぬo aJ.0 aJ.0 4D.0 6J.0ω 且o aJ.0ω  5 

b--2.自輪場 :n.3 77.8 7Z.2 :n.3 0.0 50.0 5.6 5.6 22.2 50.0 0.0 5.6 a.7 16.7 22.2 27.8 :n.3 0.0 0.0 16.7 5.6 18 
b←.3.費細摘仕傍 14.3 42.9 57.1 28.6ω 42.9 42.9 0.0 28.6 14.3ω 0.0 42.9 百.4 28.6 14.3 比3ω14.3 0.0 0.0 7 

C自嘗嫡鱒 22.6 包3 a.8 31.9 0.9 44.3 10.4 2.8 21.7 22.6 3.8 3.8 53.8 6.6 31.1 28.3 ~止1.9 7.5 12.3 0.9 1lI) 

C-1.自嘗綱 13.6 65.9 50.0 31.1 0.0 弘5 13.6 己3 aJ.5 15.0 6.8 4.5 54.5 0.0 31.1 15.0 温.8 2.3 6.8 6.8 0.0 44 

ι目指域調帰属量 14.3 28.6ω 28.6ω 42.9 14.3ωω 弘3ω 28.6 71.4弘3 42.9ωωωωωω  7 

1r3.不安定労働部搬 $.6 50.0 $.6 lI.9 0.0 27.8 且 5.6 16.7 27.8 0.0 0.0 7Z.2 :n.3 61.1 18. 7 27.8 5.6 5.6 16.7 0.0 泊
C-4.情調帽 18.9 弧3 弘9 li.l 己7 4D.5 10.8 2.7 28.7 1且9 己0.0 4D.5 0.0 10.8 43.2 45.9 0.0 10.8 18.9 2. 7 :J1 
・..司司・...・ー.'砂..ー -ー・・ 4・-ー・ーー...・...ーーー・・-----------------------ー..ーー----------ー，争骨・----ー--------------------------------ーーーーーーーー..斗・----・.ーー

c-1.鯉~.管理母普 2弘6 57.1 1li.7 57.1 14.3 28.6 42.9 0.0 0.0 比0.0 14.3 1日10 14.3 町.1 14.3 2且0.0 弘0.0 0.0 7 

~自曽襲却骨 aJ.3 位2 51.4 28.4ω 43.2 5.4 2. 7 al.3 aJ.3 4.1 己7 51.4 6.8 al.3 温.1 li.l 1.4 6.8 13.5 1.4 下4

c-i止労働翫鑓暑 28.0 64.0 48.0 48.0ω a.0 16.0 4.0 aJ.0 ~O 4.0 4.0 48.0 4.0 44.0 al.0 ~O 4.0 8.0 弘o 0.0 15 

D.虫悶懐鱒盾陣普 3i.9 'i¥).0 臥o 4D.0 6.3 53.8 al.4 2.5 13.1 :D.6 II U ru u ru ru ~ u U u 1.9 160 

IH.安婦按甥健綿織 aJ.5 63.6 54.5 15.0 4.5 缶.9 15.9 6.8 6.8 27.3 2.3 9.1 布.0 15.9 45.5 6.8 温.8 2.3 4.5 0.0 0.0 44 

M.平安定労働替輸量 ll.7 礼1 $.2 51.7 6.9 a.9 al.l 1. 7 13.8 31.5 1.7 5.2 笛.5 al.l 31.5 10.3 22.4 3.4 3.4 3.4 0.0 g 

Eト.3.揖輔情 自'.0 机7 風o ll.7 6.9 41.4温.0 0.0 17.2 29.3 5.2 0.0 44.8 5.2 22.4 ~8 31.5 1. 7 5.2 17.2 5.2 団

ーーー..・ー---------------ー・・・ーーーーー・・・・・ 4悼・---.-匹...噌-----------------ーーー・・ーーーーーーーーーー---------.・・・・・ーーー・ー・ーー..・ーー・・ ー字情・.

IH.鰻曽・管理却費 比3 42.9 町'.1 百.4 14.3 1li.7 28.6 0.0 14.3 42.9 0.0 0.0 1li.7 28.6 57.1 42.9 尻0.0 14.3 0.0 0.0 7 

d-2.自曽襲却聾 28.1 67.2 邸3 45.9 4. 7 a.5 Zi4 1.6 18.8 31.3 3.1 1.6 53.1 14.1 21.9 21.9 28.7 3.1 6.3 7.8 3.1 
“ dト.3.型働艶却聾 27.0 礼2 a.9 ~6 6.7 44.9 aI. 7 3.4 9.0 29.2 3.4 6.7 64.0 14.6 濁.3 12.4 27.0 2.2 2.2 7.9 1.1 鴎

E平苦闘鵬岬 27.4 77.4 a.9 :n.9 1.6 59.7 29.0 3.2 17.7 :n.9 6.5 3.2 国.7 9.7 22.6 22.6 21.0ω6.5 乱7 1.6 位

E-1.布躍創層圏騒 28.9 胃.3 飢5 28.9 2.6 til.4 お.3 5.3 21.1 温.6 7.9 5.3 65.8 7.9 zi 7 13.2 zi 7 0.0 2.6 10.5 2.6 :JI 

ι己揖剤" Uti~VMUruM~ruUM~~ruru~M~ 8.3 0.0 m 
ーー.ー骨値軒ーーーーーーー .・・ーー・ 4・争守骨・・・-------------------・・・----------------

E>-1組曽・管理並署 1∞'.0 100.0 100.0 a.7 0.0 邸.7 筋.7 :n.3 缶.7 缶.7 0.0 0.0 a.7 :n.3 筋.7 a.7 :n.3 0.0 :n.3 33.3 0.0 3 
E>-2.自輪場 Zi3 11).0 6J.0 43.3 0.0 a.7 33.3 0.0 3>.0 :n.3 6.7 0.0 63.3 3.3 16.7 aJ.0 13.3 0.0 6.7 13.3 3.3 II 
E>-3.型鰻街並聾 al.l 7Z.4 a.l aJ.7 3.4 51.7 aJ.7 3.4 10.3 31.0 6.9 6.9 団.2 13.8 al.l aJ.7 27.6 0.0 3.4 3.4 0.0 却

F揖欄駐聖書 18.2 血.8 侃.2 瓜0.0 li.4 4.5 0.0 27.3 27.3 0.0 0.0 27.3 4.5 温.8 4D.9 li.4 0.0 4.5 18.2 0.0 2 

子1.自曽襲却聾 15.0 '15.0 58.3 鋪.7 0.0 41.7 8.3 0.0 15.0 15.0 0.0 0.0 16.7 0.0 :n.3 :n.3 低0.0 8.3 15.0 0.0 立
f-2.労働者仕野 10.0 00.0 11).0 10.0ω :D.O 0.0 0.0 :D.O :D.Oωω 4D.0 10.0 :D.O ぬO 飢 0.0 0.0 10.0 0.0 m 

合 計 3i.2 伺'.2 飢9 :J1.2 3.2 50.4 1且1 3.2 17.8 29.1 3.2 3.7 邸.7 1ヰ5 :D.3 al.2 温.8 1.5 5.6 1札3 1.7 409 

再司 安君事望書・観醜轍 0.0 100.0 100.0 1飢0.0 100.0 0.0ωω100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1 

平賀濁聖書・管理搬 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 100.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1飢0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 z 
個 鴎場帽 1止7 a.7 包9 33.3 0.0 51.0 13.7 3.9 19.6 27.5 5.9 3.9 a.9 3.9 li.3 27.5 li.3 己 5.9 7.8 己O 51 
人重罪~蝿鐸鴎量 zi 7 61.0 49.2 28.8 3.4也7 15.3 8.5 5.1 22.0 1.7 11.9 礼6 13.6 42.4 6.8 :D.5 1.7 5.1 1.7 0.0 回

階午蛮担湖脱瞬轍 調.4官19 日.5 弘1 3.9 $.1 aJ.5 3.1 17.3 :n.9 3.1 4.7 白.4 21.3 li.2 13.4 22.8 2.4 3.9 7.9 0.8 1z7 
級 帰幅 ~uru~Uru~U~~MMruuru~~ω 7.1 16.0 3.0 1伺

--------.匹-----凶. ・・・-------ーキー------------・・ーーーーーーーーーーーーーー-------・ーー・-.-------・・---------・・--------ー・

出緑曽ft!費 :n.3 54.2 胃2 50.0 8.3 弘2 3l.3 4.2 12.5 15.0 0.0 4.2 '15.0 aJ.8 45.8 :n.3 臥0.0 1l日8.3 0.0 2JI 
自曽提起膏 お3 til.9 58.4 lI.8 1.4 包6 15.3 1.9 22.5 29.7 3.3 1.9 53.1 且6 Zl.9 27.8 29.7 1.4 5.7 12.4 己9 all 

身労働艶技号 15.0 百.6 61.4 :n.5 4.5 47.2 21.6 4.5 13.1 29.0 3.4 5.7 58.5 14.8 li.8 18.8 温1.7 4.5 8.0 0.6 1~ 
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表5-7月調巨体関空3制勝ffiI!I)

島絵 PTAio:隠者青年老人間酷融会宗教約'If.ィ氏子檀家労働政党煙席D住詩I71'-'1と〈に N 

団体団体クラブ 団体売琳 組合 宇都量E鉢予知なし

A努郡斑曽・管軍団帯 4>.0 ID.O 0.0 0.0ωli.O 5.0 5.0 0.0 10.0 5.0 0.0 0.0 ID.O 0.0 lS.O fi.O 初

H.宣悶慎重量・管理搬 41.2 Zl.5 0.0 0.0 0.0 29.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.8 0.0 17.6 47.1 17 

Ai己自曽鶏冒 00.0ω0.0ω0.0  1瓜o 00.0 00.0ω1飢o 00.0ωω1瓜0ωωω z 
A-3.安感懐趨膚搬 。
A-4.ヰ事提携繊輝踊量 。
A-5.揖珊岡 ωωωωωωωωωωωωωωωω1瓜O 1 

ー・・・ー・・ 4・..・ーー・-----圃圃『ー←・ーーーーー-------ーーーーー・・・・ー・・・..ーーーーーー、-----------・..明ーーー-----------・・帽...ーーーー・ ーーー・.. 

合1.経費・管理出量 illMMMUUillillMillMMMillMMill  3 

a-'l.自曽鶏劫膏 加ÆruMMU~MMMUUMMUMMU 8 

..-3.型観膚仕理署 :n.3 11.1 凪0.0 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 0.0 :n.3 筋.7 9 

E汗事完誕豊富・管理埠普 Jl.3 17.9 li.7 7.1 ω Jl.3 0.0 比3.6 3.6 17.9 3.6 7.1 14.3 3.6 7.1 14.3 沼

8-1.平事完牽聖書・管理憎量 00.0 18.2 濁.4 9.1 0.0 fi.5 ω9.1 4.5 4.5 :12..7ω 9.1 13.6 4.5 且1 13.6 2 

Bト己自曽鶏' 札0.0100.0ωω~ M M M M M ~ M M M M M 2 

8-3.安定ゆ強騨轍 ω11Mωωωωωω 0.0ωωωω1凪0ωωω 1 

8-4.不習覧攻繊虜踊量 ωωω0.0ωωω 00.0ωωωωωωωω 00.0 z 
防.需羽岡 ωωωωωωω1瓜0ωωωωωωωωω 1 

-・..・---------干・ーーーー ...ーー骨・・ーーーー・、ーー-ーーー・・..・------_.--------ーー・・・・，----------ー』ー・ー--------・・ 4・・ーーーーー-ー・・ーーーーーー----ーー ー

lr1.経費・管理想聾 ωω :n.3 :n.3ωωω :n.3ωωω 0.0ωωωω :n.3 3 
lrZ.自菌類却膏 00.0 :n.3 4i.7 6.7 0.0 53.3 0.0 13.3 6.7 6.7 a.7 0.0 13.3 13.3 6.7 6.7 0.0 lS 
lr3.労働艶場 ID.Oω ID.Oωω 1l.0ω1ωωω10.0 10.0ω ID.O 0.0 10.0 1l.0 m 

C.自醐蛾 1l.5 7.6 21.9 2.9 9.5 :12..9 5.7 3.8 5.7 8.6 lS.2 9.5 5.7 11.4 4.8 lS.2 Zl.8 1邸

じ1.自曽鶏. li.3 7.4 1l.9 4.4 瓜3 Z7.9 7.4 4.4 7.4 1且3 17.6 2.9 8.8 8.8 7.4 16.2 込7 68 

C-2.畳間湖脚轍 :12..2 11.1 0.0 0.0 0.0 11.1 ω5.6 0.0 5.6 11.1 19 0.0 16.7 0.0 11.1 叫A 組

C-3.'f聖恩蝉銑騒 Z7.3 9.1 且1 0.0 0.0 18.2 且0.0 0.0 9.1 9.1 9.1 0.0 1且0.0 18.2 :11.4 U 

C4.帰帽 12.5 0.0 12.5 0.0 31.5 12.5 0.0 0.0 12.5 0.0 12.5 0.0 0.0 1己0.0 12.5 31.5 8 
-----------._-------ー----・・ーーー-ーー----ーーー・・・ 4・ーーーーー-ー『停.-------ー----・・『ーーーーーーー-----------・・ー------ー..ーーー・司------ーーーーー、._----ー-ーーー

c-1.鯉曽・管理団聾 。
c-l.自開場 1l.9 7.4 Zl.5 2.5 11.1 aI. 7 6.2 3. 7 6.2 9.9 17.3 9.9 6.2 弘 6.2 13.6 :12..2 凪

。3.労働艶場 29.2 8.3 路~ u u ~ u u u u u u u uω ID.8 29.2 2A 

D.賢哲明輝鰭陣嘗 a.6 12.3 1.3 1.3 5.2 19.5 1.3 1.3 3.2 5.2 8.4 Z7.3 1.9 比2.6 蝿.9 3!.5 lS4 

D-1.'ti悶ゆ鎖膚踊量 al.6 比4ω 1. 7 0.0 18.6 0.8 0.8 2.5 3.4 6.8 li.6 1. 7 14.4 1.7 13.6 :n.9 118 
D-2.手強淀担甥膿腕轍 :n.3 13.3 6.7ωωa.7ωω6.7  6.7 6.7ωω ID.O 13.3 a.7 4i. 7 白
Dト3.揖剤" :n.3 0.0 0.0 0.0 11 19.0 4.8 4.8 4.8 14.3 19.0 0.0 4.8 14.3 0.0 28.6 比3 a 

E・----・ーーーー・・ 4匹・.ー『ーーー・，ー-.---ー-----・・・・・--------------ー-------._-司・ーーーー------------._----------------岨・..・ーーーーーー ーー・

dト1.鯉曽・管理却奇 :12..2 11.1 0.0ω0.0  :12..2ω0.0ωωω 弘4ω11.1ω11.1 :12..2 9 

dト己自曽難場 温.2 13.0 2.6 己6 7.8 19.5 2.6 2.6 3.9 7.8 9.1 :12..1 3.9 18.2 3.9 lS.6 29.9 77 

ι1望郷膚仕虜 :12..1 11.8 0.0 0.0 2.9 19.1 0.0 0.0 2.9 2.9 8.8 1l.9 0.0 11.8 1.5 1且1 :11.8 68 

E.耳苦提携鵬鴎 :12..6 u u u ~ ru u u u u ~ ~ 1.9 lS.1 0.0 13.2 31.7 臼

E-1.不堕定歩繍膚甑量 :12..2 2.2 2.2 2.2 2.2 13.3 2.2 己2.2 2.2 4.4 8.9 2.2 17.8ω lS.6 li.6 fi 

匹己揖鴫帽 25.0 0.0 0.0 0.0 25.0 12.5 12.5 0.0 0.0 12.5 12.5 0.0ωωωω 00.0 8 

-ー.守ー..・------------------侍・・・ーー・、・・・.--------ー-ーーー・ーー+ーー・・---------------・ーーーーーー・-.-------ー・-------_.----ー ー... ・ー

(>-1.組曽・管理並署 ω 札0ω0.0 0.0 0.0ω 札 0.0ω 0.0 0.0ωωωω1瓜O 1 

e-i己自開場 1l.0 0.0 3.3ω6.7  10.0 6.7 3.3ω6.7  10.0 10.0ω 10.0ω 13.3 1l.0 J) 

eト.3.望郷婿仕傍 13.6 4.5 0.0 4.5 4.5 1且0.0 0.0 4.5 0.0 0.0 4.5 4.5 :12..7 0.0 13.6 fi.5 2 

F.欄陸型軽 乱0.0 0.0 0.0 四A U U M U U U M M ru M ~ ~ n 

f-l，自菌製場 Zl.1 ωω0.0  Zl.1 7.7 7.7ω lS.4 ω7.7ωω Zl.1 ω lS.4 15 日

f色費鱒膚仕酒量 31.5 0.0 0.0 0.0 12.5 12.5 0.0 0.0 0.0 12.5 12.5 0.0 0.0 25.0 0.0 12.5 31.5 a 

合 計 28.9 9.7 9.4己 6.6 21.3 3.1 3.1 3.9 6.0 10.5 lS.O 3.1 比2.6 lS.O 1l.4 :Jl1 

再骨 努曾犠軍曹・管事闘騒 41.2 Zl.5 0.0 0.0 0.0 29.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.8 0.0 17.6 47.1 17 

平努麓聖書・管嘗圃鼠 00.0 1且2 :11.4 9.1 0.0 fi.5 0.0 9.1 4.5 4.5 :12..7 0.0 9.1 13.6 4.5 乱1 13.6 2 

個 白島崎 34. 7 6.9 温.9 4.2 9.7 1l.6 8.3 5.6 6.9 弘5 1且1 4.2 8.3 11.1 6.9 lS.3 13.9 '7l 

入量指恨鱒瀞瑚画 al.l 14.6 0. 7 1.5ω17.5 0.7 1.5 2.2 3.6 7.3 li.8 1.5 箇.3 1.5 13.1 li.O 13/ 

階キ苦闘脚甑 弘 5.5 4.1 1.4 1.4 16.4己7 己7 己4.1 5.5 6.8 1.4 17.8 己7 17.8 14 ね

級 鰐帽 お.7 0.0 1.7 0.0 28.3 13.3 5.0 3.3 6.7 8.3 13.3 0.0 1.7 lS.O 0.0 16.7 31.7 60 
4‘4匹・.---------・・・ F・・...・---------------ー--------・ 4回宇--------ーー...・ー』ーー-----ー・』ーー--------ーー--~ --------ーー----<凶晶・ーー-------ー-ー---.

出結磐・曾理想奇 1且 6.3 6.3 6.3 止o 25.0 6.3 12.5 0.0 6.3 0.0 25.0 0.0 12.5 0.0 6.3 温3 路

自輪場 :n.0 10.7 12.9 2.2 8.9 :12..8 4.5 3.6 4.9 8.0 仏4 12.5 4.5 lS.2 4.0 13.4 25.4 12iI 
身 労働艶場 Zl.4 8.5 4.3 u u ~ ~ u u u u m 1.4 14.2 0.7 18.4 13 141 

門
/



表5-8月珊宣車樹句伺劇IQI!I)

自治会 PTAI司麟婦人老人間酷宗教 t暢踏*''''ティ氏子檀家労働政党煙掬1)7#'-'1とくに N 
団体団体クラブ 団体団体耳琳 組合 宇都今知なし

A鼠曽喋暫.t!I!費節 31.5 31.0 3.4 3.4 3.4 31.5 6.9 3.4ωω6.9  6.9 3.4 31.5 10.3 2A.l m 

A-1.草間犠聖書・管噂峨 1飢0ωωωωωωωωωωωωωωω

H.自首欄 ~ M ~ M M M M M M M M M M ~ ~ M z 
k-3.安想懐鋼健輔軸量 飢O 飢0ωωω ID.O aJ.0ωωω aJ.0 40.0ω 40.0ωω  5 

H 平安定兜働欝搬 28.6 42..9ω 比3ω 42..9ωωωωωωω 14.3ω 42..9 7 

Mi.揖剤" 21.4 21.4 ωω7.1  28.6 7.1 7.1ω 且o 7.1ω7.1 42..9 14.3 28.6 14 
ーーーーーーーーー..岨ーーー・------------ーーーーーーーーーーーーーーーーー-ーーーーー・・・・ーーーーーー-------------ーーーー・-----・ーーーーーーーーーーーー・ーーーー・-----------ーーーー

a-1.飽曽・管理却聾 ωωωωωωωωωω 0.0ωω ID.Oω ID.O 2 

a-l.自輔捜 Z7.3 Z7.3 0.0 9.1 乱1 li.4 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 li.4 9.1 14 n 
aァ止労働艶場 43.8 3'/.5 6.3 0.0 0.0 3'/.5 弘0.0 0.0 0.0 立5 12.5 6.3 温.3 12.5 12.5 路

B.不安憩週曽・管費坦帯 1l.0 aJ.0 6.7 3.3 6.7 Zl.3 3.3 3.3 Zl.3 3.3 13.3 3.3ω 33.3 1l.0 10.0 II 

B-1汗菅離宮・管理鴎量 ωωωωωωωω 肱0ω 0.0ωωωω ID.O z 
回.自曽欄 !Il.O aJ.0 aJ.0ωω 40.0ω aJ.0 40.0 0.0 aJ.0ωω ID.O aJ.0 0.0 5 
&-3，j;間後鱒瀞碕量 33.3 33.3ω 33.3ωωωωωω 0.0 33.3ω 33.3 33.3ω  3 

s..4.不安局調帰蝋 33.3 33.3ωωω 33.3 1ι7ω 踊.7ω16.7ωω16.7 ID.Oω  8 

島右.情輔副' 比3 14.3 7.1 0.0 14.3 21.4 0.0 0.0 21.4 7.1 比0.0 0.0 li.7 28.6 比3 14 
ーーー・ーーーーーーーーーーーーーー ーーー・.--トー・ー-----------------------ー---------・--------------------.ーー・---------------ーーーーー-ーー---- ・・ー

b-1.鱈曽・笥種団号 ω aJ.0ωωω aJ.0ωω aJ.0ω 0.0 aJ.0ω 40.0 40.0ω  5 
~自盤襲却署 19 11.1 11.1 5.6 11.1 16. 7ωω 12.2 5.6 低7ωω 33.3 11.1 路.7 旭

b-3.労働艶出聾 28.6 42..9ωωω 42..9 14.3 14.3 28.6 0.0 比3ωω 28.6 恒.4 0.0 7 

C自醐盟階 14.7 13.7 2.9 15.7 8.8 弘5 7.8 0.0 8.8 6.9 14.7 2.0 2.0 33.3 8.8 Z7.5 la 

ι1.自留期' 弘4 比4.9 14.6 4.9 29.3 7.3 0.0 9.8 弘6 29.3 0.0 2.4 2A.4 14.6 12.0 4 

C~安定蛾鋼楳靭鍛 ω 28.6ω 弘3ω14.3ωωωωω 比3ω 比3 14.3 28.6 7 

じ3.不安定現鱒膚働量 ω 12.2 5.6 5.6ω 12.2 5.6ω11.1 ω5.6 5.6 5.6 ID.O 5.6 33.3 m 
C-4.欄帽 13.9 5.6 0.0 12.2 19.4 12.2 11.1 ω 8.3 2.8 5.6ωω19  2.8 1l.6 li 
...ーー-ーーーーー・骨.帽・.....ーー・------------------ー・...・ーー・・・・ー・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーー岨・ーーー・...・ー司_.---ーーーーーーーーーーー・----------・・ー.

0-1緑曽・管理監望号 比3 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 比0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 比3 28.6 42..9 7 

c-2.自醐埠 11.4 10.0 2.9 1且6 12.9 Z7.1 7.1 0.0. 10.0 7.1 15.7 1.4 1.4 31.3 7.1 1l.0 ~ 
時労働艶燭 2A.0 2A.0 4.0 12.0 0.0 2A.0 8.0 0.0 8.0 8.0 16.0 4.0 4.0 10 8.0 甜.0 5 

D.重荷恨鱒婿間帯 19.4 18.8 1.3 3.8 2.5 Zl.8 5.0 0.6 5.6 3.1 5.6 11.3 1.3 21.9 11.9 31.9 100 

Eト1.揖抑猶提訴轍 16.3 16.3 0.0 0.0 0.0 1l.2 4. 7 0.0 0.0 0.0 2.3 3'/.2 0.0 18.6 14.0 l5.6 43 
J).Z，不苦節調擁腕甑 2A.6 a.3 1.8 3.5ω 2A.6 7.0 0.0 5.3 5.3 7.0 3.5 0.0 温.6 14.0 2A.6 田

J}-3.揖珊帽 16.7 13.3 1.7 6.7 6.7 18.3 3.3 1.7 10.0 3.3 6.7ω 3.3 15.0 8.3 43.3 ω 
----.ー・・ーーーーーーーーーーー.ーーー--------------------------ーーーーーーーーーー・ーーー-------骨・----------ーーーーーーーーーーーーー・・p・p・...甲車・ーーーーーーーーーーー

dト1.鯉曽・管理却聾 日'.1 28.6ωωω 28.6 14.3ω 0.0ω 14.3 弘3ω 28.6 28.6 14.3 7 
d-2.自自製封書E Zl.l 16.9ω 4.6 6.2 Zl.l 4.6ω6.2  7.7 7.7 6.2 1.5 Z7.7 15.4 33.8 ffi 
ιJ.境調措社揚 13.6 19.3 己3.4 0.0 Zl.9 4.5 1.1 5.7 0.0 3.4比1.1 17.0 8.0 31.8 組

E不安定労眠障普 2A.2 17.7ω 8.1 3.2 21.0 8.1 主 6.5 1.6 6.5ω 3.2 17.7 6.5 33.9 包

E-l.布閉鎖鱒轍 13.5 10.8 0.0 5.4 2.7 10.8 0.0 0.0 8.1 0.0 0.0 0.0 2.7 1且 5.4 48.6 m 
E~縄開 40.0 28.0 0.0 12.0 4.0 li.O aJ.0 8.0 4.0 4.0 16.0 0.0 4.0 16.0 8.0 12.0 l5 
・-----宇・ーーーーーーー ー--------------・ーー・ 4凶・------伊----ーーーーーーーーーーー--------ーー----酔・・・ーーーーーーーーーー・・----.-------------

e-1.鰻曽・管理卦身 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 民7 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 33.3 3 

品自首鶏却脅 ~3 l5.8 0.0 12.9 3.2 16.1 9.7 3.2 6.5 3.2 12.9 0.0 3.2 瓜 6.5 29.0 担

e-3.費創膚仕貨 比3 7.1 0.0 3.6 3.6 21.4 3.6 3.6 7.1 0.0 0.0 0.0 3.6 17.9 3.6 ll.3 n 

F.需珊駐野 12. 7 0.0 0.0 9.1 40.9 1且4.5 0.0 4.5 0.0 18.2 0.0 0.0 li.4 0.0 1且Z z 

f-l.自輪場 8.3 0.0 0.0 8.3 ID.O 8.3 8.3 0.0 0.0 0.0 鑓.7 0.0 0.0 甜.7 0.0 l5.0 2 
fる労働艶埠暑 40.0 0.0ω 10.0 1l.0 1l.0ωω 10.0ω aJ.0ωω 飢o 0.0 10.0 m 

合 計 包.0 17.3 2.0 7.7 6.7 2A.0 6.2 1.2 7.4 3.5 乱4 5.7 1.7 a.7 10.9 28.1 4li 

再骨 質管場望書・官事轍 1瓜0ωωωωωωωωωωωωωωω

平野接聖書・智事搬 ωω 0.0 0.0ωωωω ID.Oωω 0.0ωωω ID.O 2 
個自盛綱 温.3 14.6 8.3 12.5 4.2 29.2 6.3 2.1 12.5 12.5 Z7.1 0.0 2.1 29.2 低7 18.8 48 
人安宿場調随欄甑 四.0 12.4 0.0 3.4 0.0 29.3 5.2 0.0 0.0 0.0 3.4 31.5 0.0 aJ. 7 1主8 12.4 国

階有鉱i!I猶帰服 1且4 12.4 1.6 4.8ωU  U M U U U U U ~ U U 115 
級無帽 :D.5 12.9 1.2 9.9 14.0 12.8 7.6 2.3 8.2 2.9 9.9 0.0 2.3 a.9 8.2 29.2 1百
ー...--_.--ーーーーーーーーー ーーーーーーー_.-------ー・...ーー・..ー-----------ー.--峰・・ーーーーーー----------ーーーーーーーーーー・ーー・・-ーーーー----------ーーーーーー ー自由ーー

出縄曽・管霊場 u ru M M M ru ~ M U M U U M ~ ~ U 211 
師甥祉資 21.3 15.0 1.9 11.1 11.1 12.7 5.8 1.0 8.2 5.8 12.1 μ 1.4 28.5 乱7 1l.0 m 
身労働者出身 aJ.l 19.5 己4.6 2.3 l5.9 5.7 1.7 6.9 1.1 6.9 9.2 2.3 2A.l 9.8 a.4 1科

つ臼
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このような余暇の過ごし方は、対象者たちの所属団体のあり方とも一定の関連をもっている。テレビ・

ラジオ、新聞・雑誌・本などの在宅型の余暇行動が基本である男性の場合、帰属意識のある所属団体に関

して、 「とくになし」とする者が約半数 (50.4%)でもっとも多くなっている(表5-7)。第2位に自

治会があげられているが、それも3割を切り、それ以外には見るべきものがない。世帯階級、個人階級、

出身階級のいずれで見ても、過半数の者があげている団体は存在しない。その中で、階級別にもっとも多

くの者があげている団体に注目してみると、世帯、個人とも不安定経営・管理階級、自営業で自治会がも

っとも多くの者からあげられていることが特徴的である。しかも、自営業出身の場合、いずれの世帯階級

においても自治会をあげる者がもっとも多い。したがって、その少なからぬ部分が地付層である自営業出

身者、現在の自営業世帯・自営業層、自営業から発展したものの多い不安定経営・管理世帯・不安定経営

・管理階級に自治会に対する帰属意識の強さが見いだせる。また、個人階級としての安定的労働者階級で

は、労働組合への所属をあげる者がもっとも多く、自営業世帯の無職層や安定的労働者世帯の無職層に老

人クラブをあげる者がもっとも多くなっている。

女性の場合にも、たしかに男性と同じく「とくになし」がもっとも多く、過半数に達する団体がある階

級はほとんどない(表5-8)。しかし、階級別にもっとも多くあげられている団体を見ると、余暇行動

と同様、男性よりも多様になる。世帯階級でもっとも多くあげられている団体は、不安定経営・管理世干昔、

自営業世帯=趣味のサークル、安定的経営・管理世帯=趣味のサークル、自治会、同窓会、無職世帯=老

人クラブ、安定的労働者世帯、不安定労働者世帯 iとくになし」、主要な個人階級では自営業層=自治

会、安定的労働者階級z労働組合、不安定労働者階級、無職層 iとくになし」、出身階級で経営・管理

出身=趣味のサークル、自営業出身、労働者出身 iとくになし」となっている。とくに趣味のサークル

がいくつかの階級でもっとも多くなっているのが目立つ。ただし、趣味のサークルは個人階級ではいずれ

の階級でももっとも多くあげられることはない。これは、たとえば、個人として同じ無職層であっても、

安定的経営・管理世帯、不安定経営・管理世帯、自営業世帯の無職の場合、趣味のサークルがもっとも多

くあげられるが、他の世帯階級の無職層ではそうなっておらず、個人として同じ不安定労働者階級であっ

ても、自営業世帯、安定的労働者世帯の不安定労働者階級だけが、趣味のサークルがもっとも多くの者か

らあげられていることなどにもとづいている。したがって、ここから、女性の場合、余暇の過ごし方と同

様、所属団体の如何も世帯階級のあり方に大きな規定力があることが明らかになる。

第3節 目常生活に対する評価

第1項 労働一生活世界の問題点

それでは、対象者たちはこうした現実に対していかなる評価をしているのであろうか。

表5-9、表5-10は、この点を明らかにするために、仕事上の問題についてまとめたものである。

ここで、まず気づくことは、男女とも個人階級、世帯階級、出身階級のいずれの場合も、 50%以上の者が

あげる項目がないこと、その中ですべての階級で「賃金が安い」か「とくになし」がトップになり、それ

以外の項目はほとんどあげられていないことである。このうち、男性では、 「賃金が安い」がトップの階

級が主流で、 「とくになし」がもっとも多いのは、世帯階級では不安定経営・管理世帯、個人階級では、

不安定経営・管理階級、自営業層にすぎない。これに対し、女性の場合、 「とくになし」がもっとも多い

階級がやや増加し、世帯階級で不安定経営・管理世帯、自営業世帯、個人階級で自営業世帯、出身階級で

自営業出身となる。こうして、男女とも、すでに見た世帯別、個人別の年間収入の違いにもかかわらず、

低賃金の問題がもっとも多くの人々から仕事上の問題として指摘されているのである。これは、一方で、

賃金の多寡に関係なく、いずれの階級の場合にも、少なからぬ人々にとって現在の賃金水準が自らの労働

に見合ったものになっていないという意識のあらわれであり、同時に、他方で、仕事が基本的に賃金を得

るための手段としてしか意義をもちえずよそのため賃金の問題だけが意識されていることのあらわれでも

あるといえる。
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表5-9 本紙細業M澗阻~

曹司、危険制争残構伊労働寺賃金が資金休即臨僻出量伊仕酢層曹人間仕宮室非主D個性仕和船徐そ¢地特に N 平均

u、 多い慣習也、安い緑り少晶、多い多い少晶、布定関係昔酒生方針軽視が晶、ぃ なし 運河E

A~提京組曽・管理望書 5.0 0.0 a.0 25.0 a.0 :D.O 0.0 5.0 10.0 0.0 0.0 10.0 5.0 10.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 a.0 3J 1 1.8 

H揖抗措曽・胃轍 5.9ω Zl.5 Zl.5 17.6 29.4ω5.9  11.8ωω11.8 5.9 11.8ω11.8ωωω17.6 171 1.8 

k己自曽期. ωωω 00.0 00.0 00.0ωωωωωωωωωωωωω 00.0 21 2.0 

.¥-3.量彊ゆ甥鱒崎直 。
H 荷量塾盟輔副凪 。
.¥-5.欄帽 M M M M M M M M M M M M M M M M M M M M 1 1.0 

ーーー司.-------.---------.-ーーー・・ーーーーーー.-----------------ーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーー-ーーーーーーーーーー-ー___0陸自"ーー・ーーーーーーーーー ーーー・，

a-1.鯉聖書・管哩却暑 ωωωωω :n.3ωωωωωωω :n.3ωωωωω :n.3 31 1.3 
a-i己自醐却島 UM~ru~ruMUUMMMMUMUMMM~ 81 2.1 

a-3.労働艶蛾 ωω 12.2 12.2 12.2 12.2ωω11.1ωω 12.2 11.1 0.0 0.0 11.1ωωω11.1 91 1.6 

B棺提櫨-埋普 7.4 3.7 11.1 14.8 18.5 18.5 11.1 25.9 3.7 0.0 7.4 14.8 3.7 7.4 11.1 3.7ωωω 制 Z11 2.0 

11-1汗習環葺盤・管理面量 4.8 0.0 14.3 比3~UUruUMUUUUUMMMMru 包 1.8 

B-2.自曽淘' 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0ωM  M M M M M M M M M M ~ 21 1.0 

11-3.重樽壇場臨覇轍 ωωωωωω1瓜0ωωω1瓜0.0ω1瓜o 1飢o 1飢0ωωωω 11 5.0 

11-4.m提携働曹醐凪 00.0 00.0ω 00.0 1瓜o 00.0 0.0 00.0ωωωωωω 00.0ωωωωω  21 4.0 

~.畑田 M M M M M M M M M M M M M M M M M M M M 11 1.0 
ーーー，ーー..ー.--.-.ーー...-------骨・・..・・..ー・・ー・ー・p・・._.-.----ー-ー-.-------ーーーーーー・・・ー・ー -.---ー・ 4匹_.

!}-1.紹曽・管糧却聾 :n.3 :n.3 :n.3 :n.3 EIi. 7 :n.3 0.0 街.7ωωωωωω :n.3 0.0ωωωω  31 3.3 
~自曽襲埠暑 0.0 0.0 6.7 13.3 a.0 6.7 a.0 :n.3 6.7 0.0 6.7 a.0 6.7 13.3 6.7 6.7 0.0 0.0 0.0 2IJ.7 151 1.9 
bト&労働艶甥 11.1 0.0 11.1 11.1 ω :n.3ωωωω11.1  11.1ωω11.1 ωωωω 弘4 91 1.6 

C自盛期蛾 比 6.9 7.8 9.8 12.7 :n.3 14.7 10.8 2.0ω 8.8 5.9 4.9 3.9 2.9 5.9 1.0ω 1.0 :E.4 tal 1.9 

ι1.自首卿. 15.4 7.7 4.6 10.8 10.8 29.2 Zl.1 6.2 0.0 0.0 10.8 6.2 0.0 3.1 3.1 4.6 1.5 0.0 1.5 Ji.4 ffil 1.7 

C~安定明脚搬 16.7 5.6 16.7 11.1 12.2 $.6 0.0 12.2 11.1 0.0 5.6 11.1 1且 5.6 5.6 11.1 ω0.0ω 12.2 181 2.4 

C-3.1'曹提携雌蝿 18.2 9.1 18.2 且1 18.2 4i.5 0.0 Z1.3 0.0 0.0 9.1 0.0 18.2 9.1 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 Ji.4 111 2.3 

Cト4揖剤" M M M M M M M M M M M M M M M M M M 札o 25.0 81 1.0 
ーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーー・---・------ー怯.ーーーー・ーーーー・ーー・---ーーーーーー・---ーー・ーーーーーーーーー ーー，ーー

c-1.鯉曽・官量規 。
c-2.自曽現場 15.4 6.4 10.3 11.5 弘8 :D.8 弘1 10.3 2.6ω7.7  7.7 5.1 3.8 2.6 6.4 1.3ω  1.3 29.5 781 1.8 

民主費郷横却聾 12.5 8.3 0.0 4.2 12.5 41.7 甜.7 12.5 0.0 0.0 12.5 0.0 4.2 4.2 4.2 4.2 0.0 0.0 0.0 41.7 2111 1.9 

D.揖棋院雌幽嘗 甜.9 5.8 且7 11.0 10.4 :fI.7 3.2 12.3 1.9 己6 1.9 3.9 11.0 11.0 6.5 11.7 5.2 0.6 1.3 19.5 154 己O

Dト1.安惣恨繍鱒儲量 19.5 5.9 且.9 13.6 12. 7 42.4 3.4 10.2 2.5 3.4 1. 7 5.1 11.0 11.9 6.8 13.6 5.9ωω Zl.7 U81 2.1 

此平噴出静盟勘雷撤 3>.0 13.3 6.7 6.7 6.7 53.3 6.7 4i.7 0.0 0.0 0.0 0.0 2IJ.7 a.0 13.3 13.3 6.7 0.0 6.7 13.3 151 2.6 
]}-3.揖欄・ M M M M M M M M M M U M M M M M M U M M n 1.0 
-ーーー・ーー・・ー-----・・ー---ー-ーー・・ー.値・.世-----・------骨・・・p・・・--ー，ー-----------._-ー---.--ーーー・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーー--.-ーー 4匹・舟--ー世--・F

dト1.組曽・管理想聾 12.2ω :n.3 12.2 11.1 $.6ω 12.2 11.1 0.0 11.1 0.0 12.2 12.2 :n.3 12.2 11.1ωωω  91 3.0 
d-l.自曽嫡却奇 17.9 5.1 10.3 10.3 14.1 :fI.2 3.8 14.1 1.3 0.0 1.3 5.1 3.8 9.0 2.6 7.7 3.8 0.0 1.3 211.4 781 1.9 

d-3.型旗康坦奇 比 7.5 6.0 1且4 6.0 Ji.8 3.0 9.0 1.5 6.0 1.5 3.0 17.9 11.9 7.5 比 6.0 1.5 1.5 16.4 671 1.9 

口事提携鵬由嘗 7.8 5.9 7.8 3.9 9.8 濁.2 己o 13. 7 2.0 0.0 5.9 11.8 7.8 9.8 7.8 11.8 5.9 2.0 0.0 Zl.5 日 1.9 

Eト1.耳琴震安蝿膚晦晶 乱 7.0 9.3 4. 7 11.6 4i.5 2.3 16.3 2.3 0.0 7.0 14.0 9.3 11.6 且3 弘o 7.0 2.3 0.0 Zl.3 43 己1

E~揖剖圃 M M M M M M M M M M M M M M M M M M M ~ 81 1.0 
-ーー--ー--・・ー--匹司_.--司司----・・p・ー・・---・ 4降・・・--ーー・--司・ーーーー・・--ー・・・・ーー.-----.------・・ー・・ーーー. -----，骨骨--
令1.車芭・管量出聾 且0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 IIll.O 1.0 

c-2.自輔却膏 6.9 0.0 10.3 0.0 6.9 31.5 3.4 3.4 3.4 0.0 0.0 13.8 3.4 6.9 6.9 1札 6.9 3.4 0.0 a.7 291 1.6 
~3.費蝿膚仕昏 且5 14.3 4.8 9.5 弘3 47.6 0.0 28.6 0.0 0.0 14.3 9.5 14.3 14.3 9.5 14.3 4.8ω 0.0 Zl.8 n 己4

F需剖駐野 M M M M M M M M M M M M M M M M M M M 比3 n 1.0 

f-1.自慢購却聾 且 M M M M M M M M M M M M M M M M M M U 131 1.0 

f~望組蝿埠普 M M M M M M M M M M M M M M M M M M M ~ 81 1.0 

合 計 払 5.3 9.1 10.1 11.5 :E.8 6.4 12.0 2.4 1.1 4.5 6.4 7.5 8.0 5.3 8.8 3.2 0.5 0.8 211.0 :fI5 1.9 

再骨 安想慎重・管響繊 5.9 0.0 Zl.5 Zl.5 17.6 29.4 0.0 5.9 11.8 0.0 0.0 11.8 5.9 11.8 0.0 11.8ωω 0.0 17.6 171 1.8 

不買議蛍・傷事繊 4.8 0.0 14.3 比3 14.3 19.0 9.5 Zl.8 4.8 0.0 4.8 19.0 4.8 4.8 4.8 0.0 0.0 0.0 0.0 :n.3 n 1.8 
個 印甥帽 比 7.2 4.3 11.6 11.6 29.0 21.7 7.2 0.0 0.0 10.1 5.8 0.0 2.9 2.9 4.3 1.4 0.0 1.4 Ji.2 伺1.7

人 盟問脚搬 却1.0 5.8 12.4 13.1 13.9 43.8 3.6 11.7 3.6 己2.9 5.8 11.7 11.7 7.3 13.9 5.1 0.0 0. 7 Zl.4 l:fI 己1

階 ヰ事担棚閥輸量 比1 9.9 9.9 7.0 弘1 47.9 己8 25.4 1.4 0.0 5.6 8.5 比1 12.7 9.9 12.7 5.6 1.4 1.4 12.5 百2.3

級 "・・ M M M M M M M M M M U M M M M M M U M ~ 田1.0

ー-----------------.-・p・・-----.ー・・ー-------------------------------------.--.----ーーーーーーーーー_____0・------------------------------・------・ー

出 鰻曽・管量出聾 1且 6.3 25.0 1且8 18.8 43.8ω25.0 6.3ω6.3ω 12.5 18.8 25.0 12.5 6.3 0.0ω 12.5 16 己6

自輔甥 13.1 4.1 10.0 10.0 12.7 :D.3 8.1 11.8 2.7 0.0 3.6 7.7 4.1 6.8 3.2 7.2 2.7 0.5 0.9 211.9 m 1.8 
身 労働翫燭 11.6 7.2 5.8 9.4 8. 7 Ji.5 4.3 10.9 1.4 己 5.8 5.1 1牛8.7 6.5 10.9 3.6 0.7 0.7 Zl.9 tlI 1.9 

-74-



表5-10本人甜東肢澗姐6砲

料、危険制'fp残帯労働寺貸師資金休日が輔が雌跡仕掛層帯人網仕配錦肪個性仕漕向職融制也特に N 平埼

ゆ多い間動、安い繰り弘湖、多い多い少晶、平野主関係者酒生方針軽視が晶、ぃ なし 週間聞

A安世間・轡重野 3.6 3.6 7.1ω 3.6 孔3ωωωωω 14.3 3.6 3.6 0.0ωuωω 比3 281 1.3 

A-1虫慰慎重雪・管理轍 ωωωωωωωωωω 0.0ωωωωω 0.0ωω1瓜O 1 1.0 
H.自嘗.. ωω 臥 0.0ω ro.oωωωωωωωωωωωωωω 21 1.0 
A-3.安定京担鋼擁朝轍 a.oω a.o 0.0 a.o a.o 0.0ωωωω a.o a.oωωω a.oωω a.o 51 1.6 
A-4.耳苦器製鋼擁暁繊 ω16.7ωωω 33.3 0.0ωωωω ro.oω16.7 0.0ωωωω 33.3 61 1.7 
A-5.揖剤" u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u 141 1.0 
-~ --------・・...ーーー 、--------ーーーーー----.ーーーーーー・ーーー..匹ーーーーーー・...・・ーー園、ー・・・ー・・ーーーーーーーー・『トーーーーーーーー・..ーーーーーーー---------‘・ ー...ー ーーーーー

1r1.鰻曽・管理却聾 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 札o u u u u u u u u u u u u u u 21 1.0 
~自盤機却曽 u u u u u u u u u u u u u u u u u u u ~ 且 1.0 
1r3.型観膚仕傍 u u ru u u ~ u u u u u ~ u u u u u u u u 日 1.5 

B.袴環壷盤・管喧塑普 3.4 0.0 6.9 0.0 6.9 瓜3 3.4 6.9 0.0 0.0 3.4 0.0 3.4 0.0 3.4 0.0 0.0 6.9 0.0 Z1.6 却1.2

ι1.穆離宮・管層圏厳 ωω ro.oωωω 札0ωωωωωωωωωωωω ro.o 21 1.0 
11-2.自嘗嫡. a.oωωω 4>.0 a.0 0.0 a.0ωωωωωω a.oωωωωω  51 1.2 
11-3.重量軍ltrJ'蝿膚陽画 ω0.0 33.3ωω 忽.3ωωωω 33.3ωωωωωωωω 33.3 31 1.3 
H.平曹提携鰭膚尚量 ω0.0ωωω a.oω a.oωωωωωωωωωωω 瓜O 51 1.2 
1Hi.揖珊帽 u u u u u u u u u u u u u u u u u 弘0.0 比3 141 1.3 
'ー..・--.-ーーーーー-------------.ーーーー----ー----------ー・----ー--------・...ーーーーーーーーーーーー----園、・.------ー'ー・ー---------・..・p・・・------------ー-----ー---------ーーー -----
~1.緑豊雪・管哩却号 ωωωωω 4>.0ωωωω a.oωωωωωωωωω  51 1.2 
Itl.自嘗襲却普 5.6ω5.6ωω5.6ω5.6ωωωωωω5.6ωω5.6ω J1.9 131 1.1 
~3.労備出磨 ωω 甜.7ω 33.3 帥国.7 鍋.7ωωωω 16.7ωωωω 盟.7ω 16.7 61 1.7 

C自盛期埠曹 5.7 1.9 Z.8 1.9 1.9 弘 5.7 1.9ωω5.7  Z.8 5.7 5.7 0.9 Z.8 3.8ω 0.9 34.9 邸1.3

ι1.1当期帽 乱4.8μω 4.8 箇.7 比Z.4ωω 9.5 4.8 Z.4 7.1 0.0 0.0 4.8 0.0 Z.4 57.1 <21 1.4 
日気韻恨働俸調匝 14.3 0.0 0.0 弘0.0 14.3 0.0 0.0 比3 0.0 0.0 0.0 比3 0.0 0.0 弘3 0.0 0.0 0.0 4Z.9 71 1.3 
日耳苦聞沼健明轍 5.6 0.0 11.1 5.6ω J1.9ω5.6ωω11.1 ら6 22.2 16.7 5.6 11.1 11.1 ωω 33.3 131 1.8 
C-4.揖稲田 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 札o 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 n3 :DI 1.0 
司ー・p・...ー---------ーー..-----ー------・砂骨骨ー・ーーー-----・・-ーーーーー、----ーーーーー-ーーーーーーーーー幽ー・・・ーー園、ーーーーー自画ー・ー・..ーーーーーーーーー・・・・胃帽ーーーーーーーーーーーーー姐・・ー-・ーーー・ーーーーーーー・ ----ー

c-1.鯉曽・管理却署 ωωωωωω 札0ω 比3ωωωωωω 比3ωωω 弘3 71 1.1 
c-z.自醐埠 且1 1.4 4.1 己7 1.4 14.9 1.4 Z.7ωω 己Z.7 4.1 5.4 1.4 Z. 7 4.1ω 0.0 33.8 下41 1.3 
c-3.費蝿婿仕野 ω 4.0ωω 4.0 16.0 a.Oωωω 箇.0 4.0 12.0 8.0 0.0ω 4.0ω 4.0 位。 251 1.4 

D.直覧表世鮪閣 且 1.9 4.3 3. 7 5.0 33.1 1.2 8.7ωω 4.3 9.3 12.4 5.0 7.5 8.7 3.1 1.2 0.6 15.5 組 1.6 

Iト1.重層域調陣織 11.6ω11.6 9.3 9.3 34.9 Z.3 11.6ωω 4. 7 9.3 Zl.3 7.0 4.7 a.9 7.0 Z.3 Z.3 Zl.3 (¥1 Z.O 
lJ-2.平蹴蝿膚繊 15.5 5.2 3.4 3.4 6.9 4>.6 1.7 15.5ωω 8.6 19.0 17.2 8.6 17.2 8.6 3.4 1. 7ω a.7 581 z.1 
1}-3.揖- u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u 001 1.0 
回-------ーーー・『降『匹・・・・・ 司』咽ドー--------・..ー・...ーーーーーーー・ー.---ーーーーーーーー..・ー----------司ーーー------------ー..・-ーーーーー...ーー・ーーー------ーーーーーーーーー・・・・‘.--- ーー...

ι1.鯉嘗・管壇場署 ωω 比3ωω14.3ωωωω14.3ωωω 0.0 28.6ωωω 28.6 71 1.3 
品~自曽策却聾 12.5 1.6ωω7.8  a.3ωn9ωω 4.7 9.4 9.4 4.7 7.8 6.3 1.6 0.0 0.0 17.2 641 1.5 
41-3.費雌膚仕働 6.7 己6.7 6.7 3.3 温.1 己 7.8 0.0 0.0 3.3 no 15.6 5.6 7.8 8.9 4.4 Z.2 1.1 13.3 釦1.7

E布慰鮪阻害 7.9 3.2 1.6 0.0 1.6 28.6 1.6 乱0.0 0.0 3.2 7.9 7.9 3.2 0.0 1.6 1.6 0.0 0.0 17.5 邸1.4

E-1.袴帯噛幌軍服 1λ5.3 Z.6 0.0 己6 (/.4 Z.6 15.8 0.0 0.0 5.3 13.2 13.2 5.3 0.0 Z.6 Z.6ωω 28.9 :111 1.6 
H.郷帽 u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u 25 1.0 
回.ーー・-----・啓司匹・ーーーーーー ・、..・.-------・..岨-.---------ーも...・---------.・・---.-------司 E幽ー場亭ーーーーーーーーーーー-ーーーーー・...・ー・・ーー-----------曲・ーー----ー -----
令1.鯉嘗・管壇場普 ω0.0ωωω 33.3ωωωωω 33.3 33.3ωωωωωωω  31 1.3 
~z.自閉館 乱 6.5 3.2 0.0 3.2 目A 0.0 9.7 0.0 0.0 0.0 3.2 6.5 3.2 0.0 3.2 0.0 0.0 0.0 16.1 温 1.4 
e.乱費働者出費 u u u u u ru u ~ u u u ~ u u u u u u u ru al 1.3 

F.費補陸軍普 札 u u u u u u u u u u u u u u u u u u u 221 1.0 

f-1.自自粛却費 u u u u u u u u u u u u u u u u u u u u 121 1.0 
f-Z.型鶴盾仕貨 札 u u u u u u u u u u u u u u u u u u u 101 1.0 

合 計 6.6 己3.7 Z.O 3.4 a.O Z.4 5.9 0.2ω 3.9 6.6 8.1 4.2 3.4 4.4 幻 1.0 0.5 a.8 411 1.4 

司書 宣息切週富・管響曲級 ωωω 0.0ω0.0ωωωωωωωωωωωωω1瓜O 1 1.0 
布詫間・管事鰍 0.0ω ro.oωωωω 0.0ωωωωωωωωωωω ro.o 21 1.0 
個 自盛綱 10.2 4.1 4.1ω 8.2 18.4 12.2 4.1ωω 8.2 4.1 己6.1 Z.Oω 4.1ωω 4l.0 411 1.4 
入量贈恨鰭鱒働量 12.1 0.0 12.1 8.6 8.6 31.0 1. 7 8.6 1.7ω5.2 8.6 a. 7 5.2 3.4 17.2 6.9 1. 7 1.7 25.9 国1.8
階 平資穆鰻虜踊量 12.0 4.8 4.0 Z.4 4.0 44.0 1.6 13.6 0.0ω7.2 路.0 15.2 8.8 8.8 6.4 4.0ωω 28.0 lzi 1.8 
級 無闇冒 0.0 札0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 1.1 乱 5.2 1百 1.0 
.祖国ー.ーー----.--------ー守・・‘ーー-----------------.-----------------------ーーー...ーーー..ーーーーー・ 4‘ーー-ー...・・・・ー・・・ーーーーーーーーーー・・ー・----ーーー -ーーー曲

出鱈嘗・管量潰 ωω 4.2ωω16.7ωω 4.2ω 8.3 4.2 4.2ωω 12.5ωωω 12.5 aI 1.2 
噛帳場 8.6 1.9 z.4 1.0 3.3 弘0.5 6.2ωω 己4 4.3 5.2 3.8 3.3 3.3 1.9 0.5 ω 34.3 210 1.3 
身 労僻出身 5.1 Z.3 5.1 3.4 4.0 33.9 5.1 6.3 0.0 0.0 5.1 9.7 12.0 5.1 4.0 4.6 4.0 1. 7 1.1 17.7 115 1.6 
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表5-11封孟江口咽側句

漏初自分の自分の自師寺子民J子ども子ども子出親の窺梯D団ちん親l:fJ)子回夫婦7)(苦I'V-l隣覇地車主そ¢地特に N 

普Lð健康転職即し￠鮪@酵伺嚇制問子扶養健康志S晶、不和不和不和者ヲ~ OJ塀海軍費 なし

A気習慣聖書・管霊園帯 3).0 ]).0 W.O 10.0 15.0 笥.0 3).0 0.0 1l.0 1l.0 <!i.0 5.0 0.0 W.O 3).0 10.0 5.0 5.0 W.O m 

A-1.車問場建・管理搬 Zl.5 li.3 11.8 担.8 17.6 a.4 Zl.5 0.0 li.3 li.3 Zl.5 5.9 0.0 11.8 17.6 5.9 0.0 5.9 5.9 17 

H.自曽鶏曹 M M M M M M M M M M U M M M U U U M M z 
A-3.安麹tD.錨膚憎量 。
H 有印掴醐級 。
Mi.欄帽 ωωωωωωωωωωωωωωωωωω1飢O 1 
-・..・ーーー『圃・・ーー・ーーーーーー-.圃』・・ーーーーーーーーーー・ーーーー・・-----------------ー----ーー-----ーーーーー・ーーーーーーーーー・ーーー------・ーーーーーーーーーー・・・・ー.-----

a-1.鯉曽・管理想聾 33.3 33.3ωωω 札o 33.3ω 33.3 33.3 箇.7 33.3ω 33.3 33.3ωωω 33.3 3 

a-Z.自曽麹却身 ~~~~M~MM~~MMM~~~~1己0.0 8 
aァJ.費制膚仕跨 ω :?'l.2 11.1 11.1 33.3 41.4 33.3ω 41.4 33.3 33.3ωωω11.1  0.0 0.0 0.0 11.1 9 

B.布曜豊富・管壇埠普 7.1 53.6 u ru ~ ru u u ru ~ ~ U M U ru U U 3.6 14.3 お

Bー1.耳苦碇抱暫・管漕鶴k 4.5 54.5 4.5 1且2 13.6 1主4.5 4.5 :?'l. 7 4>.9 13.6 9.1 0.0 4.5 18.2 0.0 4.5 4.5 13.6 2 
B-l.自首鶏冒 ω1飢0ωωωωω 0.0ω1臥0ωω0.0ωωωω 0.0ω z 
1f.3.貴闘恨繍膚燭量 ωωωω100.0ωωωω1瓜o 1!D.0ωω0.0  0.0ωωωω  1 

H 不堕提携蝉蹴 ro.O ro.O ro.O ro.oωω 0.0ωω 臥o 0.0ωωω0.0  ro.Oωω 瓜O z 
防.楕鴫帽 M M M M M M M M M M M M M M1瓜0.0 0.0 0.0 0.0 1 

ー-ー・ 4酔...砕・司..押ー・..・ 4匹亭事宇 a圃』・・.-------------------------ー-ーー‘ーー.崎・・-ー・-------------------------ーー・ーーーー-.----・ーー..・・ー ..・..

1>-1.組豊富・管理卦!t 33.3 33.3 33.3 33.3ωωωωω fIi.7ωωωωω 33.3ω 33.3 33.3 3 
b-2.自曽損仕身 ι7 53.3 6.7 3).0 お.7 1止 u u ru ru ~ ru M U ru M U M U 15 
1>-3.望組膚仕理署 ωω~Oω1且o 0.0 W.O 0.0 0.0 1l.0 00.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1l.0 0.0 0.0 0.0 lD.O m 

C.自曽鶏甥 19.8 43.4 4. 7 14.2 11.3 5.7 5.7 0.0 7.5 27.4 7.5 0.9 0.9 2.8 16.0 己1.9 2.8 27.4 100 

C-1.自嘗鱒. :lI.6 <<i.4 4.3 15.9 7.2 5.8 7.2 0.0 7.2 27.5 5.8 0.0 0.0 1.4 3).3 2.9 2.9 4.3 Zl.2 回

C~重量事技館瀞湖量 日.1 27.8 5.6 16.7 33.3 11.1 5.6 0.0 16.7 27.8 11.1 0.0 0.0 5.6 5.6 5.6 0.0 0.0 33.3 18 

C-3.布陣鋸擁輯繊 18.2 :Ji.4 9.1 9.1 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0 1且 9.1 9.1 9.1 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 :Ji.4 U 
C-4.揖珊帽 札O 包 M M M M M M M ~ ~ M M ~ ~ M M M ~ 8 
ー------ー-ー-----ーー-ー.ーー...・ー-----------------------------------------・ーーー・ー---------------------------------ー-----圃ーーー----.・--.-ー・・..帽

c-1.結曽・管理卦脅 。
c-2.自曽難場 18.3 39.0 3. 7 15.9 9.8 6.1 3.7ω 8.5 :lI.4 7.3 1.2 1.2μ 12.2 1.2 1.2 3.7 1l.5 包

c-3.労働翫出身 <!i.0 弘8.3 8.3 箇.7 4.2 12.5 札4.2 37.5 8.3 0.0 0.0 4.2 a.2 8.3 4.2 0.0 1且7 M 

D.安贈域創鰭陣普 :?'l.4 37.5 6.6 14.5 19.7 12.5 11.2 2.0 11.2 27.0 己3.3 2.0 2.0 9.2 2.6 4.6 1.3 3).4 ta 

I比重量型被鋼醐甑 払9 33.3 6.8 17.9 :lI.8 13.7 9.4 1.7 12.0 28.2 3.4 4.3 2.6 2.6 且4 3.4 6.0 1.7 18.8 117 

Iト日哩聞鋼掃踊量 33.3 33.3 6.7 6.7 0.0 13.3 33.3ωU  ru M M M M M M M M ~ 笛

If.3.揖輔冊 u U U M U U U U ~ U M M M M 箇.0 0.0 0.0 0.0 <!i.0 m 
ーー-------骨守骨...・ー----.-------ーーーーーーーーーーーー・・・・・・・--------.ー・・ー-ー ーーーー.

dト1.鯉~.管理封身 :?'l.2 33.3ω :?'l.2 33.3ωωωω11.1  0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 ωω11.1 :?'l.2 9 
dト己自彊業場 Zl.4 42.9 7.8 15.6 16.9 14.3 14.3 3.9 9.1 a.9 2.6 2.6 2.6 1.3 7.8 1.3 5.2 0.0 笛.6 TI 
<1-3.労働者仕野 21.2 担.8 6.1 12.1 21.2 t己1 9.1 札o 15.2 <!i.8 3.0 4.5 1.5 3.0 W.6 4.5 4.5 1.5 <!i.8 fIi 

E布提携鮪障害 34.0 34.0 3).8 9.4 9.4 3.8 7.5ω 3.8 3!.1 7.5 0.0 1.9 3.8 5.7 5.7 5.7 1.9 :lI.5 日

ι1.平輝明蹄搬 ~ ru ~ ~ ~ << U M << ru U M U << U U U U ~ 4i 
E-2.需棚田富 ~ ~ ~ M M M M M M ~ M M M M M M M M U 8 

ー・----------------・-ー-----.-.・ 4匹・--.---------------------・ E・・・・h・..・・----・---------------------‘...・ーーーーーー--------. 

~l.e雪・管霊場 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1!D.0 Iω 0.0 1瓜0.0 1!D.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1∞1.0 1瓜0.0 0.0 1 
c-2.自曽鶏封身 ai.7 :Ji.7 低7 10.0 10.0 3.3 6.7 0.0 3.3 1l.0 6.7 0.0 3.3 6.7 3.3 0.0 0.0 3.3 ai.7 ]) 

~3.費雌樹却聾 4i.5 且.8 27.3 9.1 且1 札4.5 0.0 0.0 :Ji.4 4.5 0.0 0.0 0.0 9.1 乱1 9.1 ω :?'l.7 2 

F.揖珊佐野 14.3 包4ωωωωωωω 39.1 ωωωω9.5ω 4.8 0.0 33.3 n 

ι1.自曽鶏封身 7.7 61.5ωω 0.0ω0.0ωω 39.5ω 0.0 0.0ω15.4 0.0ωω 1l.8 日

f-2.望組樹品目F ~ ~ M M M M M M M ~ M M M M M M 弘0.0 37.5 8 

合 計 21.6 4>.3 7.9 t2.9 14.2 9.2 8.4 1.1 10.0 1l.0 6.6 2.4 1.3 2.9 11.8 3.4 3.9 2.1 :?'l.6 耳目

再骨 努普場聖書・管雪国儀 ru~UUru~ruM~~ruUMUruUMUU 17 

平賀意書・管曹司極 4.5 弘4.5 18.2 13.6 1止4.5 4.5 :?'l. 7 4>.9 13.6 9.1 乱4.5 1且0.0 4.5 4.5 13.6 2 

個 部場開 :>3.3 <<i.6 4.1 15.1 6.8 5.5 6.8 0.0 6.8 28.8 6.8 0.0 0.0 1.4 lD.5 4.1 4.1 4.1 21.9 73 

入資歯切鋪鱒搬 :?'l.1 3!.4 6.6 17.6 ai.5 1止8.8 1.5 12.5 28.7 5.1 3.7 2.2 2.9 8.8 3.7 5.1 1.5 3).6 m 
階不努号鍋鱒踊量 34.2 34.2 17.8 11.0 8.2 5.5 12.3 0.0 4.1 27.4 6.8 1.4 2. 7 己 5.5 5.5 4.1 1.4 :lI.7 73 

級締帽 且5 弘3.4ω 1.7 1.7 1.7 1.7 3.4 3!.2 1.7 0.0 0.0 1.7 11.9ω 1.7ω 33.9 国

ーーーーーーーー---_.-骨骨 e・ーーー・・ー・・ー・・・・ーーーーーーーーーー...ーーー・・-ー-ー・ーーー-----------------------ー司・.-._---_.---ーー".

出縄曽・管理接寄 <!i.0 且.3 6.3 18.8 1且 6.3 12.5 0.0 12.5 25.0 1且 6.3 0.0 6.3 12.5 12.5 6.3 12.5 <!i.0 16 
自曽農場 3).4 42.2 7.1 14.2 12.4 8.9 7.6 u u ~ u u u ~ m u ~ 2.2 :?'l.2 窃

身 労働艶蛾 Zl.0 39.1 9.4 W.1 16.5 W.1 9.4 ω 12.9 33.1 5.8 2.2 0.7 2.2 14.4 5.0 5.0 0. 7 Zl.0 131 
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表5ー12虫邑肢澗鱈制空3

毅↑の自分の自分の自師寺子ども子凶子団子ども親の窺換。団ちん親回子との対骸〉位置D陽新地提そ哨特に N 
苦[忌健康転職随bし Z鞍宵￠濫芋￠穂積 α肝扶養健康が晶、不利不和不和者'j(~ <l関車溶剤唖 なし

A.重野犠豊富・惇盤事普 17.2 Z7.6 3.4 10.3 'JJ.7 Z7.6 aJ. 7 0.0 17.2 Z7.6 6.9 3.4 3.4 3.4 1札3.4 6.9 0.0 aJ. 7 m 

A-1.重荷犠蛍・管理搬 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

A-Z.自盤鶏曹 回.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 fiJ.0 0.0 0.0ω 0.0 0.0ω0.0  0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 z 
A-3.富輝恨鍋膚搬 aJ.0 ~O aJ.0 ~O aJ.0 ~O aJ.0ω aJ.0 'JJ.O 0.0 0.0ω aJ.0 ~O 0.0 0.0 0.0 0.0 5 

A-4.市琶湖脚蹴 ω14.3ωω 42.9 a.6 42.9ωω a.6ωωωωωωωω 2Jl.6 7 

k石.揖精細 21.4 Ji.7 0.0 7.1 14.3 14.3 7.1 0.0 21.4 Ji.7 14.3 7.1 7.1 0.0 7.1 7.1 14.3ω 2Jl.6 14 
ー・ 4酔・ーーーーーーーーー・・ーー・ーーーーーーーーー------.・・・・・ーーーーーーーー-ー------ー-ー・ーー---ー，ーー・ーーーー，ー司ー・

合1高理雪・曾豊田聾 回.0ωM M M M M M M M M M M M M ~ ~ M ~ 2 

品自輔副膏 0.0 Z7.3 0.0 0.0 Z7.3 9.1 18.2 0.0 1ι2 Ji.4 9.1 0.0 9.1 0.0 9.1 0.0 9.1 0.0 Z7.3 U 
... 3.型蝿積出費 15.0 且.3 6.3 18.8 18.8 43.8 15.0 0.0 18.8 15.0 6.3 6.3 0.0 6.3 12.5 0.0 0.0 0.0 12.5 甜

B.有曙濫・管理甥 16.7 33.3 3.3 6.7 13.3 aJ.0 Jo.O 0.0 6.7 16.7 3.3 0.0 0.0 0.0 13.3 3.3 Jo.O 3.3 ai.7 Jl 

BトL平苦覧葺盤・管理踊量 ω fiJ.0ωωω fiJ.0ωωωωω 0.0ωωωωωω fiJ.0 z 
B-2.自曽鶏曹 aJ.0 ~Oω~O 0.0 ~O aJ.0ωω~Oωωωω~Oω aJ.0 aJ.0 0.0 5 

8-3.宣淀FE鋤醐量 ω 33.3ω0.0  33.3ω0.0  0.0ω 33.3 0.0ωωωωωωω 33.3 3 

B-4.不問僻縦 33.3 16.7ωω 33.3 33.3 33.3ω16.7ωωωωω16.7  16.7 1ι7ω 鍋.7 6 

8-5.欄幅 14.3 Ji.7 7.1 0.0 7.1 7.1 0.0 0.0 7.1 14.3 7.1 0.0 0.0 0.0 7.1 札 7.1 0.0 Ji.7 14 

-ー----ーー----ー司 ・・ーーーーーーーーーー・----・.-ー・ーーー-ーーー・------------------------------ー---------ーーーー， ーーーーー

1>-1.鰻豊富・管理却聾 0.0ωωω aJ.0 aJ.0 aJ.0ωωωωωωω aJ.0ω aJ.0 0.0 60.0 5 

1>-2.自曽鶏場 16.7 臥0.0 5.6 11.1 11.1 11.1 0.0 5.6 22.2 5.6 0.0 0.0 0.0 11.1 0.0 5.6 5.6 16.7 18 
1>-3.費制膚社傍 2Jl.6 比3 比3 14.3 14.3 42.9 0.0 0.0 14.3 比0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 14.3 14.3 0.0 2Jl.6 7 

C自営鶏欝 11.2 ~2 4.7 12.1 10.3 8.4 2.8ω 3. 7 2Jl.0 1.9 3. 7 2.8 1.9 8.4 0.9 4.7 0.9 15.2 WI 

C-1.自曽鶏曹 9.1 :Jl.6 4.5 22.7 9.1 13.6 4.5 札 9.1 Z7.3 0.0 2.3 己0.0 4.5 己4.5 ω aJ.5 44 

C-z.安想恨鰭静観世 ω 33.3ω 路.7 33.3 16.7ωωω16.7 0.0ω0.0ω16.7ωωω 33.3 6 

c→3.平事徒歩鰭樺踊量 11.1 33.3 11.1 5.6 16.7 5.6 5.6 0.0ω 弘4 5.6 11.1ω5.6 5.6ω5.6 5.6 33.3 m 
C-4.揖鴫帽 白.4 fi.2 2.6 2.6 5.1 2.6 札2.6 0.0 Zl.1 己6 己 5.1 己6 12.8ω5.1 乱o 15.6 濁

--・ー・--------------- ー・・・・ 4峰---骨ー--------.ーーーーー・------------・------晶司匹・・ー・・----------------ーーーー----------“.-----ーー---.--ーーー.-.匹--ー

c-1..聖書・曾豊田聾 加.7 0.0 低 0.0 16.7 甜.7ω1ι7ωωωω16.7ω16.7 凶.7ωω 33.3 6 
c-2.白鞘埠 Jo.5 43.4 5.3 Jo.5 7.9 6.6 1.3 0.0 3.9 温.6 2.6 3.9 2.6 2.6 5.3 札 6.6 1.3 22.4 胃

c-3.費鰻宿世揖 12.0 ~O 0.0 aJ.0 16.0 弘8.0ω 4.0 ?A.Oω 4.0 0.0ω16.0 0.0ωω~O 5 

D.虫穏恨鍋摘間嘗 15.0 33.1 8.8 15.0 16.3 1且6 5.6 1.3 6.3 31.9 3.8 1.3 1.3 0.6 12.5 2.5 5.0 1.9 15.6 160 

Eト1.重荷恨鱒鱒鴎量 7.0 aJ.9 4. 7 aJ.9 11.6 4. 7 2.3 0.0 4. 7 33.2 7.0 0.0 2.3 0.0 18.6 0.0 0.0 0.0 15.6 43 

D-l.不安定規胸搬 Z7.6 31.5 aJ. 7 13.8 22.4 22.4 10.3 3.4 5.2 29.3 3.4 3.4 1.7 1.7 12.1 5.2 6.9 3.4 17.2 国

Eト主婦瑚冒 且5 ~7 0.0 11.9 1止3.4 3.4 0.0 8.5 Ji.6 1. 7 0.0 0.0 0.0 8.5 1.7 6.8 1.7 33.9 国
-----_.陣争---骨崎宇晶晶圃 -・・守干----"晶圃』・・ a・・・ーーーーーーーー +“ーーーーーー------・・-----・・_.---・ー守・------ー

止1.鯉曽・管理法華 0.0 2Jl.6ωω14.3ωωωω 2Jl.6ωωωωωωωω 2Jl.6 7 

d-2.自曽鶏並聾 踊9 Ji.9 6.2 15.4 15.4 13.8 12.3 3.1 3.1 Jl.8 3.1 1.5 3.1 0.0 12.3 1.5 7.7 1.5 お.2 6 

d-3.労働翫卦暑 比8 Jl. 7 11.4 15.9 17.0 9.1 1.1 0.0 9.1 33.0 4.5 1.1 0.0 1.1 13.6 3.4 3.4 2.3 15.0 邸

E.司哲w.錦繍間帯 15.4 44.4 9.5 7.9 'JJ.6 12. 7 7.9 3.2 12. 7 33.3 4.8 6.3ω 3.2 11.1 3.2 4.8 1.6 22.2 臼

E-1.司琴震ヲ鋼需事鴎量 担.6 お.8 I札5 Jo.5 1止2 15.8 7.9 5.3 1且5 Ji.8 5.3 5.3 0.0 0.0 13.2 2.6 2.6 2.6 zl. 7 38 
E-z.需珊膚 16.0 邸~ u ~ u U U M U U ~ U M U U ~ U M ~ 5 

・・._---ー・・・・・・・・ーーー守・晶一ーー-----------------_.圃 千.干 4・--・・ー・ー・ーー-_.匹・ー-ーー・.---ー，

~1.組:!!t.管理想普 33.3 33.3ωω0.0  33.3ωωω 33.3ωω0.0  0.0 缶.7 33.3ωω 33.3 3 

品自曽鶏却費 22.6 <<i.2 9.7 9.7 29.0 19.4 6.5 0.0 12.9 15.8 3.2 6.5 0.0 6.5 12.9 3.2 3.2 0.0 16.1 温

~3.労働婿仕望号 Z7.6 弘8 10.3 6.9 13.8 3.4 10.3 6.9 13.8 41.4 6.9 6.9 0.0 0.0 3.4 0.0 6.9 3.4 Z7.6 m 

F.揖輔世野 9.1 77.3 0.0ωω 0.0 0.0 0.0ω1且2 13.6ω0.0ω 4.5ωω 4.5 1主6 2 

f-l.自曽期出身 8.3 古~ M M M M M M M U M M M M M M M M U 立

f-z.労働設協普 1且o 60.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 Jl.O Jl.0 0.0 0.0 0.0 Jo.O 0.0 0.0 Jo.O 0.0 m 

合 E十 15.6 :Jl. 7 6.6 11.4 14.6 11.7 6.3 1.2 7.1 29.0 4.1 己7 1.5 1.5 10.7 2.2 5.1 1.7 ?A.1 411 

碍司 努首涜聖書・管警徹 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 I∞~ M M M M M M M M M M 1 

有識欝・管響機 0.0 fiJ.0 0.0 0.0 0.0 田.0 0.0 0.0 0.0 0.0ω0.0  0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 fiJ.0 2 

個 自曽輔 11.8 J1.3 3.9 Zl.5 7.8 泊目6 7.8 0.0 7.8 Z7.5 0.0 2.0 2.0 0.0 7.8 己 5.9 2.0 17.6 51 

入量悶恨鰻膚極量 7.0 ?A.6 5.3 21.1 15.8 8.8 3.5 ω5.3 2Jl.1 5.3 0.0 1.8 1.8 四'.3ω 0.0ω 弘6 57 
階 不務管鋤瀞闘世 15.2 33.1 14.2 10.2 'JJ.5 18.9 11.8 3.1 6.3 ~3 3.9 4.7 0.8 1.6 11.0 3.9 5.5 3.1 22.0 1zl 

級 輯珊幅 也7 48.0 2.3 5.8 12.1 4.6 2.9ω  7.5 Z7.7 5.2 己3 1.7 1.7 8.7 1.7 6.4 1.2 Z7.2 173 

ー・----------<骨・p・圃』司匹圃---‘一---・・---・・------------ーー・・・・骨骨世亭・・・・ーー・・咽・・ E・圃ーー-ー-ーー・F岨唾-----・・F骨量・ーー・ー-・--ー+ーー.

出 砲撃雪・智査団聾 1主o 13.0 4.3 0.0 仏o 13.0 4.3 4.3 0.0 13.0 0.0 0.0 4.3 0.0 17.4 13.0 8. 7 0.0 39.1 お

齢場駈傍 14.1 43.2 5.2 Jo.3 14.1 Jo.8 7.0 0.9 5.6 2Jl.6 3.3 2.8 己1.9 8.9 0.9 6.1 1.4 22.5 213 

身 労働艶甥 17.7 Ji.6 8.6 14.3 15.4 12.6 5.7 1.1 止7 且.4 5.7 2.9ω 1.1 12.0 2.3 3.4 2.3 ?A.O 115 
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一方、生活上の問題についてみると、表5-1 1、表5-12のように、男女とも自分の健康か家族の

健康が、世帯、個人、出身を問わず、ほとんどの階級において、もっとも多くあげられている(女性の経

営・管理出身者は「とくになし」がもっとも多い)。ここから、階級の違いを超えた健康への意識の強さ

と他の領域での問題の少なさが浮き彫りになる。その中で、特徴的なことは、不安定労働者世帯の男性や

男性の個人階級としての不安定労働者階級で、自分の健康と同じ割合で家計の苦しさが生活上の問題とし

てあげられていることである。ただし、同じ不安定労働者階級であっても、自営業世帯の場合には、家計

の苦しさをあげる者の割合が少なく、安定的労働者世帯、不安定労働者世帯の不安定労働者階級とは異な

っている。安定的労働者世帯であれば、それに属する不安定労働者階級が家計の苦しさをあげたとしても、

「個人の財布」のことを意識している可能性が高い。これに対し、不安定労働者世帯の場合、不安定労働

者階級のいう「家計の苦しさ」は、彼らが主たる家計支持者であるため、文字どおり世帯の家計に関して

の指摘に他ならない。したがって、このことは、不安定労働者階級の場合には、すでに見た仕事上の「賃

金の安さ」の問題は他の階級とは異なり、たんに賃金が仕事に見合っていないだけではなく、家計を維持

する上でも十分ではないことを意味している。

第2項 労働一生活世界の満足度

以上、仕事上の問題点、生活上の問題点から、日常生活の評価を明らかにしてきた。だが、日常生活の

評価は以上のような現状に対する問題点の指摘からだけではなく、現状に対する満足度からも検討する必

要がある。

そこで、日常生活、いいかえれば労働一生活世界の諸側面ごとの満足度をまとめたのが、表5-13、

表5-14である。このうち、仕事の内容、勤め先が労働世界、学歴、余暇活動、住宅、地域環境が生活

世界、収入が両者を媒介する領域を示し、それらをトータルに捉える項目として生活全般が位置づけられ

る。

ここから、男性全体の特徴として、収入と学歴に満足している者が少なく、ぞれ以外の項目で満足して

いる者が多いことがわかる。しかし、これを個人階級別に見ると、階級毎に異なる傾向が見られる。まず、

安定的経営・管理階級に属する人々の場合、仕事の内容、勤め先といった労働世界に関する項目に対して

満足感を持っている者が76.4%、82.3%ときわめて高く、逆に収入や生活世界に関わる項目に対して、満

足派は30%台と少なくなっている。そのため、生活全般も満足派は35.3%にとどまっている。仕事内容や

勤め先には満足しているものの、ぞれ以外の点では必ずしも満足していない者が多数派であることがうか

がえる。逆にいえば、労働世界にしか満足感をえられない者の多さがこの階級の特徴といえる。安定的経

営・管理階級は、その社会的地位の高さにもかかわらず、生活世界ではけっして満足をえられない者が多

数派を構成していることが明らかになる。これに対し、同じ経営・管理階級であっても、不安定経営・管

理階級の場合には、仕事の内容、勤め先だけでなく、収入以外のいずれの項目でも過半数の者が満足感を

持っている。なかでも、仕事の内容、勤め先、住宅、生活全般が70%以上で満足感を持っている者がきわ

めて多くなっている。したがって、この階級に属する者たちは、安定的経営・管理階級とは対照的に労働

一生活世界に関しての満足感が高いといえる。自営業層になると、全体的に不安定経営・管理階級に近い

傾向を示すものの、学歴に満足する者の割合が過半数を割り、 7割を超える項目がなくなる点で異なった

特徴が見いだせる。したがって、自営業層の場合、安定的経営・管理階級と不安定経営・管理階級の中間

に位置していると考えられる。これが、安定的労働者階級になると、まったく異なる特徴が見られるよう

になる。満足派が50%を超えるのは仕事の内容、勤め先と地域環境のみとなる。しかも、それもすべて50

%台にとどまっている。したがって、この階級は生活世界に満足できない者が多いだけでなく、労働世界

に満足できる者もそれほど多いわけでもない。そのうえ、収入などは19.0%の者が満足しているにすぎな

い。つまり、全体として現状に満足する者の割合が少ないといえる。だが、同じ労働者階級でも、不安定

労働者階級になると、さすがに勤め先に満足している者が5割を切るものの、住宅、地域環境、生活全般

で過半数を超える満足派が見いだせる。とくに住宅では70.5%の者が満足であるとしている。それゆえ、

この階級では安定的労働者階級よりも満足感が高い者が多いと考えられる。なお、労働世界のない無職層
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の場合には、労働世界以外の項目すべてで満足派が過半数に達している。

以上のような個人階級ごとの特徴はそれぞれの個人階級と同ーの階級的位置をもっ世帯階級の場合にも

ほぼ共通している。逆にいえば、ぞれは世帯階級が異なっても、個人階級が同ーの場合、労働一生活世界

に関する満足感は共通していることを意味している。

ただし、不安定労働者階級だけは、彼らの属する世帯階級によって大きく異なる特徴が見いだせる。ぞ

れは、不安定労働者階級のうち、安定的労働者世帯や不安定労働者世帯に属する者は60%が仕事の内容に

満足しているのに対し、自営業世帯に属する者だけは36.4%しかいない点に示されている。しかも、自営

業世帯に属する不安定労働者階級は、収入でも満足している者が9.1%と極端に少なしこの点でも他の

世帯階級に属する不安定労働者階級とは大きく異なっている。

一方、出身階級で見ると、自営業出身の場合、収入、学歴以外の項目で過半数の満足派がおり、経営・

管理出身→労働者出身になるにしたがって満足派が過半数の項目が少なくなっている。ただし、学歴の項

目を除けば、各項目とも出身階級聞の満足派の割合にはそれほど大きな違いが見られないことも事実であ

る。なお、学歴の項目は、自営業出身と労働者出身の満足派が3割台(それぞれ37.1%、38.9%)である

のに対し、経営・管理出身は62.5%になっている。また、世帯階級と出身階級の関係を見ると、自営業世

帯のように、ほぼいずれの項目でも自営業出身よりも労働者出身に満足感を示す者が少ないといった事実

も見られる。そこには、過去の生活の歩みの違いが少なからず反映しているといえる。

これに対し、女性の場合、全体の特徴として、収入、学歴、余暇活動に満足している者が少なく、それ

以外の項目で満足している者が多いことがわかる。個人階級別に見ると、自営業層の場合、収入と学歴以

外は満足している者の方が多い。とくに生活全般では、 71.8%が満足派に属している。これに対し、安定

的労働者階級では、学歴で満足派が57.9%となり、すべての階級の中で最高となる。逆に、仕事内容、余

暇では満足派が50%を切るようになる。これは満足できる学歴がありながら、仕事内容がそれに見合った

ものでなく、余暇も仕事の拘束のため十分にとれないと感じていることを示している。さらに不安定労働

者階級になると、仕事の内容に満足する者の割合は安定的労働者階級よりも増加し50%を超える (52.4%)

が、勤め先、学歴、住宅に関して満足できる者が50%を切るようになる。その結果、過半数が満足派にな

っているのは、仕事の内容、地域の環境、生活全般の3項目のみになる。しかも、この3項目とも50%台

にとどまっている。それだけ、この層に労働一生活世界に満足できない層が多いことがうかがえる。なお、

労働世界のない無職層も過半数の者が満足しているのは、住宅、地域環境、生活全般の3項目に限られて

いる。

だが、世帯階級で見ると、男性の場合と異なり、無職層がそれぞれの世帯階級に数多く存在しているた

め、個人階級の特徴と必ずしも同一にはならない場合もでてくる。たしかに、自営業世帯は、自営業層と

同じ傾向が見られるが、安定的労働者世帯では、満足する者が過半数の項目は安定的労働者階級とは異な

り、住宅、地域環境、生活全般の3項目に限られる。それは、むしろ無職層と同じ傾向であるといえる。

不安定労働者世帯も満足派が過半数になるのは地域環境のみとなり、不安定労働者階級とは大きな違いが

見られる。さらには、無職世帯の場合にも、生活全般が4割を切る点で無職層と大きく異なっている。な

お、個人階級がほんのわずかしかいなかった安定的経営・管理層、不安定経営・管理層は収入、余暇活動

で満足する者が50%を切る以外は、すべての項目で満足する者が過半数に達している。こうした事実は、

各世帯に属する無職層の動向が世帯階級の特徴を基本的に規定していることを示している。逆にいえば、

どの世帯階級に属するのかによって、同じ無職層でも、満足をえている項目に違いがあり、その違いが結

果として世帯階級の特徴の相違をもたらしていると考えることができる。その意味で、女性の場合、ここ

でも無職層の動向が大きな意味をもっていることが明らかになる。なお、出身階級でみると、男性と異な

り、経営・管理出身の満足度の高さが際だち、それに自営業出身→労働者出身が続く形になっている。
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表5ー 13 労働一生活世界における満足感(満足+どちらかといえば満足) (男性)

仕事の 動め先 収入 学歴 余暇 住宅 地域 生活 N 
内容 活駒 環境 全般

A.安定的経営・管理世帯 78.9 84.3 36.8 45.0 47.3 45.0 45.0 45.0 20 

A-1.安定的絞首・管理階級 76.4 82.3 35.3 35.3 37.5 35.3 35.3 35.3 17 
A-2.自嘗業層 100.0 100.0 50.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 2 
A-3.安定的労働者階級 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 。
A-4.不安定労働者階級 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 日

A-5.無職周 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 1 
ー・ーー ・. ーーーーーーー ー，・ーーー・・ 4・崎ーーー・・・.ー

a-1.経営・管理出身 100.0 1OO.0 50.0 100.0 100.0 100.0 100.0 66.6 3 
a-2.自曽業出身 87.5 87.5 37.5 37.5 37.5 37.5 37.5 50.0 8 
a-3.労働者出身 66.6 77.7 33.3 33.3 37.5 33.3 33.3 33.3 9 

B.不安定経営・管理世帯 70.4 73.1 42.9 51.8 57.2 71.4 57.2 75.0 28 

E・1.不安定経償・管理階級 77.3 71.4 45.5 52.4 54.5 77.3 54.6 72.7 22 
8-2.自営業層 50.0 100.0 50.0 50.0 50.0 0.0 100.0 100.0 2 
8-3.安定的労働者階級 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
8-4.不安定労働者階級 50.0 50.0 50.0 100.0 50.0 100.0 50.0 50.0 2 
B嗣5.無職膚 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 l 
---.・ー..抽明・ー・・ a・・ーー・. 帽・・ a・ -ーー・-----ーー-ーーーー・ー ----ー

b-1.経曾・管理出身 66.6 33.3 66.6 100.0 66.7 100.0 33.3 66.6 3 
b-2.自省業出身 73.3 73.3 46.6 40.0 53.4 73.4 53.3 66.6 15 
b-3.労働者出身 66.6 87.5 30.0 55.5 60.0 60.0 70.0 90.0 10 

c.自首業世帯 57.2 48.9 27.0 42.9 56.2 55.6 55.5 52.8 91 

C-1.自営業層 60.9 50.0 31.2 47.4 63.3 58.1 55.7 58.1 62 
C-2.安定的労働者階級 56.3 43.8 18.8 28.5 35.3 43.8 62.5 37.6 16 
C-3.不安定労働者階級 36.4 50.0 9.1 40.0 54.6 60.0 54.6 54.5 11 
C-4.無職膚 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 2 
ーーーーーーー・・-.-- --------- --------ー -----・ -----ーー.

c-1.経曽・管理出身 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 。
c-2.自首業出身 60.8 51.4 26.4 42.7 58.3 59.8 59.7 57.5 73 
c-3.労働者出身 41.1 38.9 29.4 43.8 47.0 38.9 38.9 33.4 18 

D.安定的労働者世帯 50.8 58.0 24.6 34.3 46.7 52.2 53.2 48.5 140 

0-1.安定的労働者階級 49.6 59.6 19.1 34.2 43.0 47.0 50.8 46.9 115 
0-2.不安定労働者階級 60.0 46.7 40.0 20.0 57.2 73.3 60.0 46.7 15 
0-3.無職層 0.0 0.0 75.0 62.5 77.7 80.0 70.0 70.0 10 
-ー---------------・..ーー・・----- ーー-ー・...匹ー・...ー.-----ーー ------.ーー

d駒1.経営・管理出身 33.3 33.3 11.1 44.4 22.2 33.3 44.4 33.3 9 
d-2.自首業出身 61.0 66.1 26.9 27.3 43.1 57.3 56.7 43.3 67 
d-3.労働者出身 42.4 53.6 24.2 40.4 53.9 49.2 50.8 56.2 64 

E.不安定労働者世帯 60.0 46.4 23.4 30.4 45.6 69.5 63.1 58.7 46 

E-1.不安定労働者階級 60.0 46.4 24.5 31.8 45.4 70.4 63.7 59.1 44 
E-2.無職層 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 50.0 50.0 2 
ーーー------------・ E -・・ー・---- ・.---ー ー-ーー-ー・・ 'ー
e-1.経曽・管理出身 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
e-2.自営業出身 59.1 55.6 30.4 36.3 54.5 81.8 77.3 63.7 22 
e-3.労働者出身 59.1 36.4 17.3 26.0 39.1 60.8 52.1 56.5 23 

F.無職世帯 0.0 0.0 50.0 57.2 61.6 69.3 57.2 61.6 13 

f-1.自嘗業出身 0.0 0.0 60.0 71.4 83.4 83.3 71.5 66.7 B 
f-2.労働者出身 0.0 0.0 42.9 42.9 42.9 57.2 42.9 57.2 7 

合 計 57.4 56.7 28.2 39.0 50.6 57.3 55.2 53.5 338 

再掲 安定的経嘗・管理階級 76.4 82.3 35.3 35.3 37.5 35.3 35.3 35.3 17 
不安定経営・管理階級 77 .3 71.4 45.5 52.4 54.5 77.3 54.6 72.7 22 

個 自曽業層 61.8 53.0 32.3 49.2 64.0 57.6 58.4 60.6 66 
人 安定的労働者階級 50.0 58.0 19.0 33.4 42.5 46.9 52.6 46.2 132 

階 不安定労働者階級 56.1 47.0 26.0 32.4 49.3 70.5 61.1 55.5 72 
級 無職層 0.0 0.0 54.2 51.8 66.6 69.0 56.7 62.1 29 
ー..匹・ー. ---------ーー・..・ 4匹・・ー ーー------ー・値ーーー..斗，ー・・，司p・....・..・..

出 経営・管理出身 53.4 46.7 26.6 62.5 43.8 56.3 50.0 43.8 16 
自営業出身 62.8 60.6 30.0 37.1 52.2 62.3 59.7 53.9 191 

身 労働者出身 49.1 52.2 25.8 38.9 49.3 50.0 49.3 54.2 131 
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表5-1 4 労働一生活世界における満足感(満足+どちらかといえば満足) (女性)

仕事の 動め先 収入 学歴 余暇 住宅 地域 生活 N 
内容 活動 環境 全般

A.安定的経嘗・管理世帯 64.3 61.6 48.1 51.8 48.1 62.9 62.9 74.1 27 

A-1.安定的経曽・管理階級 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
A-2.自営業層 50.0 50.0 0.0 100.0 50.0 100.0 50.0 100.0 2 
A-3.安定的労働者階級 40.0 40.0 60.0 100.0 20.0 60.0 40.0 80.0 5 
A-4.不安定労働者階級 83.3 80.0 33.3 50.0 66.7 50.0 100.0 66.7 6 
A-5.無職層 0.0 0.0 53.9 30.8 46.2 61.6 53.9 69.2 13 

E・------<降----------ー・.ーーーー・ーーーーーー ・E・ーー ・・ー・ ----ーー ---ーーーー----・・ーーーーー ーー ---・.ーー--ーーー---ー.

a-1.経営・管理出身 0.0 0.0 0.0 100.0 50.0 100.0 50.0 0.0 2 
a-2.自嘗業出身 100.0 100.0 60.0 30.0 60.0 50.0 80.0 関.0 10 
a-3.労働者出身 54.6 50.0 46.7 60.0 40.0 66.6 53.3 80.0 15 

B.不安定経嘗・管理世帯 60.0 66.7 48.2 66.6 42.3 59.2 59.2 60.7 28 

ト1.不安定経曽・管理階級 50.0 50.0 100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 2 
s-2.自管業眉 80.0 75.0 60.0 75.0 50.0 40.0 50.0 100.0 5 
s-3.安定的労働者階級 50.0 100.0 33.3 100.0 33.3 66.7 66.6 66.7 3 
s-4.不安定労働者階級 50.0 50.0 16.7 66.7 33.4 66.7 33.3 33.3 6 
s-5.無職層 0.0 0.0 53.9 58.3 45.5 63.7 75.0 58.3 12 
--・・・--------------------------・ー 一ー・--・--・ ---・--・酔畢 骨骨ー・・・ a・ー

b-1.経曽・管理出身 50.0 100.0 40.0 100.0 50.0 75.0 50.0 75.0 4 
b-2.自信業出身 62.5 62.5 47.0 62.5 43.8 64.7 68.8 64.7 17 
b-3.労働者出身 60.0 60.0 57.2 57.2 33.3 33.3 42.9 42.9 7 

C.自嘗業世帯 62.1 52.5 31.4 46.5 56.7 60.5 61.9 64.4 90 

C-1.自曽業層 61.5 51.3 38.5 35.1 53.9 67.5 67.5 66.6 39 
C-2.安定的労働者階級 71.5 83.3 42.9 66.6 71.4 71.5 100.0 85.7 7 
C-3.不安定労働者階級 61.1 42.9 17.7 53.0 58.8 47.0 58.8 58.8 17 
C-4.無職眉 0.0 0.0 26.9 53.9 55.5 55.5 46.5 59.2 27 
ーーーーー---ーー.-.--- ------ーー， ー----------凶.・ー・ ーーーー----<・ --------

c-1.経嘗・管理出身 100.0 100.0 20.0 80.0 60.0 20.0 60.0 80.0 5 
c-2.自営業出身 63.0 51.3 29.7 45.1 61.0 60.9 61.6 60.9 64 
c-3.労働者出身 55.5 50.0 40.0 42.2 42.9 68.2 63.7 71.5 21 

D.安定的労働者世帯 46.5 48.4 32.8 49.6 42.0 56.9 58.5 56.5 140 

D-1.安定的労働者階級 43.2 58.2 41.8 48.9 36.4 61.4 61.4 59.1 44 
D-2.不安定労働者階級 50.0 41.2 24.6 50.9 42.6 47.3 52.7 56.4 55 
D-3.無職膚 0.0 0.0 35.3 48.7 47.5 65.0 63.5 53.6 41 
ー.ーーー・-------------------------‘F・-ー.------ -----ー・・. ---.・ー ーーーー----・ --------

d-1.経営・管理出身 60.0 60.0 71.4 42.9 28.6 71.5 57.2 85.7 7 
d-2.自省業出身 48.7 48.5 39.2 49.1 43.4 56.6 55.6 55.5 54 
d-3.労働者出身 43.8 47.4 25.0 50.6 42.3 55.7 60.8 54.4 79 

E.不安定労働者世帯 47.2 45.2 27.8 43.4 42.8 41.8 54.5 47.2 55 

E-1.不安定労働者階級 47.2 45.2 23.7 38.9 47.3 43.2 45.9 43.2 37 
E-2.無職層 0.0 0.0 37.5 52.9 33.3 38.9 72.2 55.6 18 
ー-------ーーーーーーーーーー・ーーーー---------- -ー---圃 -・--値ーーー+ 圃』ー・』ー ・ー----ー--・・

e-1.経曽・管理出身 50.0 50.0 33.3 33.3 100.0 66.7 66.7 66.7 3 
e-2.自営業出身 46.7 50.0 33.3 39.1 30.7 44.0 60.0 40.0 25 
e-3.労働者出身 47.4 41.2 22.2 48.1 48.1 37.0 48.1 51.9 27 

F.無職世帯 0.0 0.0 41.6 45.5 50.0 50.0 53.9 38.5 13 

f-1.自嘗業出身 0.0 0.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 8 
f-2.労働者出身 0.0 0.0 25.0 33.3 50.0 50.0 60.0 20.0 5 

合 計 52.8 50.9 34.5 49.3 46.7 55.8 59.0 58.1 353 

再掲 安定的経曾・管理階級 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
不安定経営・管理階級 50.0 50.0 100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 2 

個 自蛍業層 63.1 53.5 39.1 41.8 53.3 66.0 65.2 71.8 46 
人 安定的労働者階級 46.5 61.4 43.1 57.9 38.9 62.7 64.4 64.5 59 
階 不安定労働者階級 52.4 44.9 23.4 48.3 47.1 47.1 52.9 52.1 121 
級 無職層 0.0 0.0 38.6 49.1 47.1 57.0 60.0 55.7 124 
.-------陣ー・ーーーー・・--・-------- ーー〒・ ー-._----・ ーーー・・・・・ F ー.---.ーーー

出 経嘗・管理出身 63.6 72.7 40.9 66.7 52.3 61.9 57.1 71.4 21 
自営業出身 56.2 52.1 37.4 46.5 49.2 56.5 60.7 57.3 178 

身 労働者出身 48.2 47.6 30.2 50.0 43.0 54.2 57.5 57.1 154 

。。



第3項 労働一生活世界の多面的評価

人々は、客観的な日常生活を評価する時、様々な視点を用いる。過去の労働一生活世界と比較して現在

の日常生活を評価する場合もあるし、同時世界と比較する場合もある。同時世界といっても、身の回りの

人々から諸外国の人々の労働一生活世界まで、その範囲はきわめて広い。しかも、どのような視点を用い

るかによって、日常生活の評価は大きく異なってくる。客観的に)つの現実しかない日常生活に対して、

多面的な評価が下される可能性が存在しているのである。

この点を検討するため、日常生活を職場での生活、家庭での生活、ものの豊かさ、心の豊かさの4つの

領域にわけ、それぞれを自分自身の過去の生活との比較、身の回りの人々との比較、東京に住む人々との

比較、アジア諸国の人々との比較、アメリカ合衆国の人々との比較という 5つの視点からの評価について

質問した。その結果を比較の視点と領域の二つの側面から検討してみよう。その際、いずれの領域のいず

れの視点からの評価も「悪い」ないし「非常に悪い」というマイナスの評価はきわめて少なく、 「ふつう」

か「よいJ r非常によい」というプラスの評価が基本になっている。そのため、以下では、とくに各領域

ごと、各視点ごとのプラスの評価(rよいJ+ r非常によいJ)について見ていく。
まず、過去の労働一生活世界と比較して現在の日常生活を評価した結果を見てみると、男性の場合、全

体としてものの豊かさに対する評価がもっとも高く、心の豊かさに対する評価がもっとも低くなっている

(表5-1 5)。これを、個人階級別に検討すると、いずれの階級においても、ものの豊かさに対する評

価がほぼ40%-50%台でもっとも高く、家庭生活に対する評価がほぼ同じ割合でこれに続く。しかし、も

っとも評価の低いものは階級によって異なっている。不安定経営・管理階級、安定的労働者階級、不安定

労働者階級、無職層では、心の豊かに対する評価がもっとも低く、 30%を超える階級はない。とくに安定

的経営・管理階級の心の豊かさに対する評価の低さ (5.9%)が目につく。これに対し、不安定経営・管

理階級、自営業層の場合、職場生活が最低の評価になっている。ただし、不安定経営・管理階級、自営業

層では、各領域の中で職場生活の評価が最低とはいえ、他の階級と比べると、職場生活の評価は上位1、

2位 (36.3%、34.9%)であり、決して低いものではない。しかも、この二つの階級では、心の豊かさが

各領域の中で、職場生活についで評価の低い領域になっている。その意味で、過去と比べた場合、ものの

豊かさや家庭生活の評価の相対的な高さと心の豊かさの評価の相対的な低さは、いずれの個人階級にも、

ほほ共通しているといえる。こうした傾向は、世帯階級、出身階級の場合にもほぼ共通している。ただし、

無職世帯で心の豊かさ (8.3%)とともに、ものの豊かさに対する評価が低く (25.0%)、自営業世帯の

不安定労働者階級でこころの豊かさに対する評価が高くなる反面 (45.5%)、ものの豊かさに対する評価

(27.3%)が低くなっている。このうち、前者は、明らかにかつて家族成員のいずれかが働いていたと思

われる無職世帯の過去と比べた経済的基盤の弱さを反映しているが、後者の場合、その要因は必ずしも明

確ではない。

女性の場合にも、ものの豊かさに対する評価は個人階級、世帯階級、出身階級のほぼすべてにわたって

高くなっている。家庭生活に対する評価もこれに準じている。しかも、男性と異なり、心の豊かさに対す

る評価も必ずしも低くない。女性全体で見て、心の豊かさに対するプラスの評価は39.0%で、個人階級の

うち、不安定労働者階級が30%台 (32.0%)である以外は、すべて40%以上である。世帯階級では心の豊

かさに対する不安定労働者世帯 (29.6%)と無職世帯(18.2%)の評価が3割を切り低くなっているが、

各領域で最低の評価になっているのは無職世帯のみである。女性の場合、過去と比べ、ものや家庭生活だ

けでなく、心も豊かになったと感じる者が男性よりも相対的に多いということである。その中で、目につ

くのは、無職世帯の全般的な評価の低さと、不安定労働者階級、および不安定労働者世帯に属する人々の

職場生活に対する評価の低さである。このうち、無職世帯はものの豊かさ、家庭生活が過去よりも良くな

ったとこたえた者は25.0%しかおらず、心の豊かさに歪つてはすでに見たように18.2%になっている。さ

らに、個人的に見れば同じ無職層でも、他の世帯階級の無職層と大きく異なっている。とくに不安定労働

者世帯以外の無職層では、各領域のいずれかにほぼ50%以上の高い評価を与えており、これらの層との違

いが大きい。これに対し、不安定労働者世帯の場合、職場生活に対する高い評価を与えるのは16.7%しか
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表5-15 過去の生活との比較{非常によい+よい)

男 性 女 性

職場家庭ものの心の N 職場家庭ものの心の N 
生活生活豊かさ豊かさ 生活生活豊かさ豊かさ

A.安定的経曽・管理世稽 36.9 45.0 45.0 15.0 18 40.0 46.5 55.5 51.8 27 

A-1.安定的経曾・管理階級 29.4 41.2 41.2 5.9 16 100.0 100.0 100.0 100.0 
A-2.自省業層 100.0 100.0 100.0 100.0 2 100.0 50.0 100.0 50.0 2 
A-3.安定的労働者階級 0.0 0.0 0.0 0.0 。50.0 75.0 100.0 25.0 4 
A-4.不安定労働者階級 0.0 0.0 0.0 0.0 。0.0 28.6 57.2 42.9 7 
A-5.無職層 0.0 0.0 0.0 0.0 。0.0 42.9 30.8 61.5 13 
・ーーーー・ーー・ーー・ ーーーーーーーーーーーーーーー・---------------ー----骨甲 ーー・ーーーー・.ーーーーーーーーーー-------ー-ー・ーーーーーー・ーーーーーー司ー， ーーーーー...

a-1.経営・管理出身 50.0 33.3 66.6 33.3 2 0.0 50.0 0.0 0.0 2 
a-2.自管業出身 37.5 62.5 62.5 25.0 7 50.0 36.4 50.0 70.0 10 
a-3.労働者出身 33.3 33.3 22.2 0.0 9 37.5 53.3 66.6 46.7 15 

B.不安定経曾・管理世帯 33.3 42.8 50.0 42.9 26 43.8 58.6 62.1 48.2 27 

8-1.不安定経曾・管理階級 36.3 50.0 54.6 45.4 20 50.0 50.0 0.0 50.0 2 
8-2.自省業層 0.0 0.0 0.0 0.0 2 60.0 80.0 80.0 80.0 5 
8-3.安定的労働者階級 0.0 0.0 100.0 100.0 66.7 33.3 66.7 33.3 3 
8-4.不安定労働者階級 50.0 0.0 0.0 0.0 2 16.7 66.7 83.4 50.0 6 
8-5.無臓周 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 53.9 53.9 38.5 11 
ーーーーー・ーーー.ー..司.------ーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーー-._---骨岨 -ーーーー・ー ーーーーーーーーーーーーーー自由ーーーー-----ーーーーーーーー・ーーーーー ーー'・・・ー.
b幽1.経曽・管理出身 66.7 33.3 33.3 33.3 3 50.0 60.0 60.0 60.0 5 
b-2.自嘗業出身 26.7 26.7 53.3 33.3 14 44.4 47.1 58.8 35.3 15 
b-3.労働者出身 33.3 70.0 50.0 60.0 9 40.0 85.7 71.4 71.4 7 

c.自管業世帯 33.7 34.7 43.7 36.5 92 43.8 41.0 51.0 42.3 88 

C・1.自嘗業周 33.9 37.9 43.2 36.4 65 48.6 50.0 55.0 45.0 36 
C-2.安定的労働者階級 31.3 18.8 50.0 29.4 14 71.4 57.1 57.1 57.1 5 
C-3.不安定労働者階級 36.4 36.4 27.3 45.5 11 20.0 16.7 47.1 23.5 16 
C-4.無理韓層 0.0 50.0 100.0 50.0 2 0.0 39.4 47.1 45.4 31 
------・ーー・ーー'ー・ーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーー・・ーーーーー---------------'ーー・ーーーー.ーーーー幽ーーーーーーーー-ーー岨ーーーーーーー・_.ー.ーーーーーーーーー ーーーー.---
c-1.経嘗・管理出身 0.0 0.0 0.0 0.0 。100.0 42.9 57.2 57.2 7 
c-2.自管業出身 32.9 37.8 44.7 39.5 73 42.1 43.4 53.6 36.8 62 
c-3.労働者出身 37.5 23.8 40.0 25.0 19 41.2 33.3 40.9 54.5 19 

D.安定的労働者世帯 33.6 51.7 51.3 22.9 140 30.5 48.6 52.0 38.0 138 

D-1.安定的労働者階級 35.4 55.6 50.5 24.3 112 31.8 50.0 61.3 40.9 44 
0-2.不安定労働者階級 20.0 33.3 46.7 14.2 15 29.4 44.8 46.6 33.4 51 
0-3.無職層 0.0 40.0 64.2 18.2 13 0.0 52.2 50.0 40.9 43 
ー・--------ーーーーー...・ーーー-ーー -ー・ー'ーーーーー・...・ーーー...ーーーーーーーーー ーー.------4降・・・・ーーー-ーーーーー-----司+・ー・ーー...・・ーーーーーーーーー

d-1.経曽・管理出身 11.1 66.7 44.4 11.1 8 20.0 42.9 57.1 42.9 7 
d-2.自曽業出身 31.8 48.0 54.3 26.9 70 29.4 45.6 52.7 39.3 52 
d-3.労働者出身 39.0 53.9 49.3 20.3 62 32.2 51.2 51.2 36.6 79 

E.不安定労働者世帯 28.9 36.0 40.8 26.0 46 16.7 32.2 32.8 29.6 59 

[-1.不安定労働者階級 28.9 37.0 42.2 28.2 44 16.7 38.5 29.0 29.0 37 
E-2.無職層 0.0 25.0 25.0 0.0 2 0.0 21.7 39.1 30.4 22 
-ーー・ E・・ーー------------------------------ー.--.・_.. ーー..ー・..

e-1.経曾・管理出身 100.0 0.0 0.0 0.0 50.0 66.7 33.3 100.0 3 
e-2.自営業出身 30.4 38.4 38.4 23.0 23 14.2 33.3 34.4 20.6 28 
e-3.労働者出身 23.8 34.8 45.4 30.4 22 15.0 27.5 31.0 31.0 28 

F.無職世帯 0.0 46.2 25.0 8.3 12 0.0 25.0 25.0 18.2 1! 

f-1.自省業出身 0.0 50.0 20.0 0.0 5 0.0 0.0 14.3 0.0 7 
f-2.労働者出身 0.0 42.9 28.6 14.3 7 0.0 60.0 40.0 50.0 4 

d口.. 計 33.1 43.6 46.4 27.7 334 33.0 43.8 48.8 39.0 350 

再掲 安定的経首・管理階級 29.4 41.2 41.2 5.9 16 100.0 100.0 100.0 100.0 
不安定経首・管理階級 36.3 50.0 54.6 45.4 20 50.0 50.0 0.0 50.0 2 

個 自省業層 34.9 38.6 43.7 37.1 69 51.3 53.0 59.6 49.0 43 
人 安定的労働者階級 34.6 50.7 50.8 25.6 127 39.6 51.8 63.7 41.4 56 
階 不安定労働者階級 28.8 35.2 39.7 27.4 72 22.3 39.1 43.6 32.0 117 
級 無職膚 0.0 41.7 47.1 16.2 30 0.0 41.1 43.9 40.1 131 

ー..ーー・ 4・---------.-----------.・ a・・・ー ...ーーーーーー ------------------------.ーーー-----.".・..骨ー・・・・ー.

出 経瞥・管理出身 33.4 50.1 43.8 18.8 14 45.5 50.0 50.0 54.2 24 
自管業出身 31.8 42.0 48.0 31.0 192 33.7 40.9 49.2 35.3 174 

身 労働者出身 35.1 45.2 44.3 24.0 128 31.1 46.3 48.2 40.9 152 
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いないが、個人階級としての不安定労働者階級でも22.3%にとどまっている。したがって、不安定労働者

階級の場合、どの世帯階級に属していてもこの傾向は基本的に変わらない。その意味では、世帯階級との

関わりで見た場合、個人階級としての不安定労働者階級と無職層には少なからぬ違いがあることがわかる。

不安定労働者階級はどんな世帯に属していても、みずからの個人的な階級的位置に規定された評価の枠組

みがあるのに対し、無職層の評価の枠組みは基本的に世帯階級に規定されていることが浮き彫りになる。

一方、周囲の人々との比較で各領域の評価を見ると(表5-1 6)、男女とも全体として見れば、各領

域閣の評価の違いが少なくなる。男性の合計、女性の合計ともいずれの領域もほぼ30%台になっている。

これは、どの領域も「ふつう」という評価が多くを占めていることにもとづいている。その意味では、す

でに見た中流意識の強さが、この点にも反映していることがうかがえる。

しかし、階級別に見ると、男性では安定的経営・管理階級/世帯のもの(12.5%、15.8%)と心の豊か

さ(12.5%、21.0%)、不安定労働者世帯のものの豊かされ8.8%)、無職世帯のもの (8.3%)と心の

豊かさ(16.7%)に対する評価の低さが際だつ。このうち、不安定労働者世帯と無職世帯の場合、他の階

級と比べた客観的な経済的基盤の弱さを反映していると考えられる。しかし、安定的経営・管理階級/世

帯の場合、とくにものの豊かさの評価の低さは、むしろ客観的な経済的基盤のあり方とかけ離れたものと

なっている。

これに対し、女性では、安定的経営・管理世帯の評価は各領域とも高いが、不安定労働者世帯と無職世

帯では男性と同様、ものの豊かさに対する評価が14.5%、0%と極端に低くなっている。しかも、不安定

労働者世帯は4つの領域の評価すべてが3割を切り、無職世帯では心の豊かさに対するプラスの評価が25.

0%、家庭生活が0%にとどまっている。したがって、女性の場合には、周囲の人々との比較による評価の

枠組みは、基本的に客観的事実を反映したものとなっていると考えられる。

しかし、東京に住む人々との比較で見ると(表5-1 7)、男女とも、全体として各領域閣の評価に少

なからぬ違いが見られるようになる。ただし、それは過去と比べた場合とは異なり、ものの豊かさに対す

る評価と心の豊かさに対する評価がほぼ逆転する形をとる(職場生活や家庭生活に対する評価は、過去と

比べた場合とあまり変わらない)。事実、男女とも合計で東京に住む人々よりも心の豊かさがあると評価

した者が約50%で各領域中もっとも高く(男性=47.9%、女性=50.3%)、逆にものの豊かさが20%台で

もっとも低くなっている (26.0%、22.8%)。現状の評価は比較の対象をどこにとるかによって明らかに

違いが出てくることがわかる。

これを、階級別に見ると、女性の場合、無職世帯で心の豊かさも含めてすべての領域が低い評価になっ

ている点を除けば、個人階級、世帯階級、出身階級のいずれにおいても、全体の傾向とまったく同様、心

の豊かさに対する評価がすべての領域の中でもっとも高く、ものの豊かさに対する評価がもっとも低い。

だが、男性の場合、たしかにほとんどの階級でものの豊かさに対する評価がもっとも低く(経営・管理

出身者のみ職場生活に対する評価が最低になっている)、心の豊かさに対する評価も高いが、それ以上に

高い評価が与えられている項目も存在する。たとえば、安定的経営・管理階級/世帯の職場生活や家庭生

活、不安定経営・管理階級/世帯の家庭生活の場合、いずれも約6割の高い評価が与えられ、心の豊かさ

に対する評価を大きく上回っている。

したがって、男女、階級の如何を問わず、東京に住む人々と比較した場合、ものの豊かさに対する評価

がもっとも低くなり、心の豊かさに対する評価が高くなるが、男性の経営・管理階級/世帯だけは心の豊

かさ以上に職場生活や家庭生活に対する評価が高くなることが明らかになる。ここから、太田市に住む人

々にとって東京はものは豊かだが、心の豊かさを求められるところではなく、太田市で条件の良い仕事を

えられる立場の人々にとっては、職場生活、家庭生活さえも充実したものとはなりえない場としてイメー

ジされていることが浮き彫りになる。
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表5-1 6 周囲の人々との比較(非常によい+よい)

男 性 女 性

職場家庭ものの心の N 職場家庭ものの心の N 
生活生活豊かさ豊かさ 生活生活費かさ豊かさ

A.安定的経蛍・管理世帯 44.5 36.9 15.8 21.0 18 63.6 46.4 40.7 48.1 27 

A-1.安定的経管・管理階級 43.8 37.5 12.5 12.5 16 100.0 100.0 100.0 100.0 
A-2.自管業層 50.0 50.0 50.0 100.0 2 100.0 50.0 0.0 0.0 2 
A-3.安定的労働者階級 0.0 0.0 0.0 0.0 。75.0 50.0 75.0 50.0 4 
A-4.不安定労働者階級 0.0 0.0 0.0 0.0 。40.0 42.9 57.1 42.9 7 
A-5.無職周 0.0 0.0 0.0 0.0 。0.0 42.9 23.1 53.9 13 
--・骨圃』ーーーーーーーー-----・_.----ーーーーー ーーー・--・ーーーーーーーーーーーーー園、ーー ーーーー----ー -------------ーーーーー'・---司・ーーーーーーーーーーーー ー-ーー・+櫨斗

a-1.経嘗・管理出身 50.0 33.3 33.3 33.3 2 0.0 50.0 0.0 0.0 2 
a-2.自嘗業出身 57.1 57.1 28.6 42.9 7 66.6 45.5 30.0 60.0 10 
a-3.労働者出身 33.3 22.2 0.0 0.0 9 62.5 46.7 53.3 46.6 15 

B.不安定経嘗・管理世帯 33.3 46.4 42.8 35.7 26 31.3 44.8 51.7 41.4 27 

s-1.不安定経営・管理階級 36.4 54.6 45.5 40.9 20 50.0 50.0 50.0 50.0 2 
s-2.自営業層 0.0 0.0 0.0 0.0 2 40.0 60.0 40.0 80.0 5 
s-3.安定的労働者階級 100.0 0.0 100.0 0.0 66.7 66.7 66.7 33.3 3 
s-4.不安定労働者階級 0.0 0.0 0.0 0.0 2 0.0 33.3 50.0 33.4 6 
s-5.無職層 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 38.5 53.9 30.8 11 

4悼・圃--・・-----------------骨-----ーーーー ------・-.-----------------ーーー.---------ー----------.------------ー・-------ーーーー ー』・ー---司

b-1.経曽・管理出身 33.3 33.3 33.3 33.3 3 50.0 60.0 40.0 60.0 5 
b-2.自首業出身 40.0 40.0 46.7 33.4 14 33.3 41.2 58.8 29.4 15 
b-3.労働者出身 22.2 60.0 40.0 40.0 9 20.0 42.9 42.9 57.2 7 

c.自首業世帯 23.5 29.9 36.5 35.1 92 39.0 34.6 37.9 39.6 88 

C-1.自省業眉 24.1 29.4 34.9 32.9 65 44.4 40.4 43.2 47.4 36 
C-2.安定的労働者階級 6.3 12.5 35.3 18.8 14 57.2 42.9 42.9 42.9 5 
C-3.不安定労働者階級 45.5 45.5 36.4 54.5 11 20.0 22.2 35.3 29.4 16 
C-4.無職層 0.0 100.0 100.0 100.0 2 0.0 32.4 32.4 35.3 31 
ーーーー・ーーーー・・ー・・-----------ーーーーー・ .---ー・・---------・ー・---ー・.-----------ー--------ーーーー ーーー・・・・---匹・・・・ーーーーーーーーーー-----・ー・---ーー・ ーーーーーーーー

c-1.経嘗・管理出身 0.0 0.0 0.0 0.0 。100.0 42.9 42.9 57.2 7 
c-2.自営業出身 26.0 31.6 39.5 37.9 73 30.0 37.1 39.4 32.9 62 
c-3.労働者出身 12.5 23.8 25.0 25.0 19 52.9 25.0 31.8 54.6 19 

D.安定的労働者世帯 28.2 34.0 32.7 25.7 140 28.4 37.0 29.0 32.8 138 

D-l.安定的労働者階級 30.2 35.9 33.9 27.2 112 25.0 29.5 34.0 38.6 44 
D-2.不安定労働者階級 13.3 20.0 20.0 20.0 15 31.3 37.9 20.6 22.8 51 
D-3.無職層 0.0 33.4 35.7 18.2 13 0.0 43.2 34.9 40.0 43 
圃・ー--・・・・・ーーーーーーーーー・・----------------・-----------------------・酔宇---- .干・_.------------・ーー--・------ー------------ー・-----

d-l.経曽・管理出身 22.2 33.3 33.3 22.2 8 20.0 28.6 42.9 0.0 7 
d-2.自首業出身 28.6 32.9 30.0 28.4 70 32.4 35.7 34.5 42.9 52 
d-3.労働者出身 28.8 35.4 35.4 23.5 62 26.8 38.5 24.1 28.9 79 

E.不安定労働者世帯 31.8 28.6 18.8 30.6 46 27.0 21.3 14.5 26.7 59 

E-l.不安定労働者階級 31.8 28.9 20.5 33.3 44 27.0 26.3 17.9 24.3 37 
E-2.無職層 0.0 25.0 0.0 0.0 2 0.0 13.0 8.7 30.4 22 
・------ーー守+争・・ーーー・守一ー .“・・・ー・ーー・・・・ 4・喝』・・・・・----.酔-- ーー・・・・-・---・ 4匹・・・ーー・ーーーー・ー・世---.ーーーー

e-1.経曽・管理出身 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 66.7 33.3 66.6 3 
e-2.自曽業出身 31.8 24.0 20.0 32.0 23 28.6 20.7 20.0 25.0 28 
e-3.労働者出身 28.6 34.8 18.1 30.4 22 19.0 17.2 6.9 24.1 28 

F.無職世帯 0.0 30.8 8.3 16.7 12 0.0 0.0 0.0 25.0 11 

f-1.自管業出身 0.0 16.7 0.0 20.0 5 0.0 0.0 0.0 0.0 7 
f-2.労働者出身 0.0 42.9 14.3 14.3 7 0.0 0.0 0.0 60.0 4 

メ日ミ 計 28.9 33.1 30.8 29.3 334 32.9 34.0 30.6 35.1 350 

再掲 安定的経嘗・管理階級 43.8 37.5 12.5 12.5 16 100.0 100.0 100.0 100.0 
不安定経営・管理階級 36.4 54.6 45.5 40.9 20 50.0 50.0 50.0 50.0 2 

個 自営業層 24.2 29.1 34.3 33.8 69 45.2 42.9 40.9 48.9 43 
人 安定的労働者階級 27.8 32.8 34.6 26.0 127 34.5 34.5 39.7 39.6 56 
階 不安定労働者階級 29.2 .28.8 22.2 32.9 72 27.2 32.3 25.1 25.8 117 
級 無職層 0.0 36.1 26.5 25.1 30 0.0 31.7 27.7 36.4 131 
...ー‘.--.・ーーーーーーーーーーーー-------------・---<酔#・..-匹・・・ーーー-----.- ーーーー-------------------ーーーー・ー------------ーーーーー・ー

出 経曽・管理出身 33.3 31.3 31.3 25.0 14 54.6 45.8 37.5 37.5 24 
自管業出身 30.1 32.1 32.8 33.2 192 31.6 33.7 34.6 34.6 174 

身 労働者出身 26.3 34.8 27.8 24.1 128 31.8 32.7 25.0 35.4 152 

p
h
d
 

口
δ



表5ー 17 東京に住む人々との比較(非常によい+よい)

男 性 女 性

職場家庭ものの心の N 職場家庭ものの心の N 
生活生活豊かさ豊かさ 生活生活豊かさ豊かさ

A.安定的経嘗・管理世帯 64.7 61.2 33.4 44.4 18 守54.6 55.5 26.9 61.6 27 

A-1.安定的経嘗・管理階級 60.0 60.0 26.7 40.0 16 100.0 100.0 100.0 100.0 
A-2.自首業膚 100.0 100.0 100.0 100.0 2 100.0 50.0 0.0 50.0 2 
A-3.安定的労働者階級 0.0 0.0 0.0 0.0 。50.0 50.0 75.0 75.0 4 
A-4.不安定労働者階級 0.0 0.0 0.0 0.0 。40.0 42.9 14.3 42.9 7 
A-5.無職層 0.0 0.0 0.0 0.0 。0.0 61.5 16.7 66.6 13 

-ーーーー・ーー---------ー-----_."ーー・・ーーー-----ーー ーーーーーーーー・ーー・ーーーーーーーーーーーーーートーー-----

a-1.経営・管理出身 50.0 33.3 33.3 33.3 2 0.0 50.0 0.0 50.0 2 
a-2.自省業出身 66.7 83.3 66.7 83.4 7 33.3 60.0 22.2 66.7 10 
a司3.労働者出身 66.7 55.6 11.1 22.2 9 62.5 53.4 33.3 60.0 15 

B.不安定経嘗・管理世帯 38.4 59.2 33.3 44.4 26 37.6 42.8 28.5 46.4 27 

8-1.不安定経質・管理階級 42.8 57.2 33.4 42.8 20 50.0 50.0 50.0 50.0 2 
8-2.白曽業層 0.0 50.0 50.0 0.0 2 40.0 40.0 20.0 60.0 5 
8-3.安定的労働者階級 100.0 100.0 100.0 100.0 66.7 66.7 66.7 33.3 3 
8-4.不安定労働者階級 0.0 50.0 0.0 50.0 2 16.7 50.0 16.7 50.0 6 
8-5.無職周 0.0 100.0 0.0 100.0 l 0.0 33.4 25.0 41.6 11 
ーーーーーーーーー--守俳.ーー ーー--ヤ守・._---ー---------・--ー--ー・ーーーーー・ーーーー ーーー・ーーーーー・ー------・ーー-----・・・陸自.

b-1.経曽・管理出身 33.3 66.6 33.3 66.6 3 50.0 60.0 0.0 60.0 5 
b-2.自嘗業出身 50.0 57.2 35.7 42.8 14 33.3 31.3 25.1 31.3 15 
b-3.労働者出身 22.2 60.0 30.0 40.0 9 40.0 57.2 57.2 71.4 7 

c.自曽業世帯 39.7 38.9 29.4 51.1 92 43.1 39.2 29.0 53.7 88 

C-1.自嘗業層 35.1 38.8 33.9 47.6 65 45.7 43.6 33.4 57.9 36 
C-2.安定的労働者階級 46.7 13.3 11.8 53.3 14 42.9 42.9 28.6 85.7 5 
C-3.不安定労働者階級 54.6 72.8 27.3 63.7 11 40.0 38.9 23.5 47.1 16 
C-4.無職層 0.0 50.0 50.0 66.6 2 0.0 33.3 27.3 45.4 31 
------・ーー------.-ーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー----ーーーー ーー・，司---‘-- ー・・ー・ー--ーーーー--・ー-----.-ーーーーーーー

c-1.経曽・管理出身 0.0 0.0 0.0 0.0 。100.0 57.2 28.6 85.7 7 
c-2.自曽業出身 43.2 41.9 33.4 54.2 73 38.5 38.9 27.7 47.0 62 
c-3.労働者出身 25.1 28.5 15.0 40.0 19 47.1 34.8 33.4 63.6 19 

D.安定的労働者世帯 34.9 48.3 25.3 49.6 140 33.0 47.9 21.1 52.2 138 

D-1.安定的労働者階級 36.9 52.1 24.8 51.8 112 41.9 55.8 27.9 60.5 44 
D-2.不安定労働者階級 20.0 40.0 26.7 46.7 15 25.0 41.8 16.3 38.2 51 
D-3.無職潤 0.0 26.7 28.5 33.3 13 0.0 47.8 20.4 61.4 43 
ーーーーーーーー・ーーーーー・---ー___0・ー-------・--昼時 a骨ー.-.-.ー----骨匹ー・・--・ーーーーー. ー・ーーーー・ー.曹関ーーーーー・--・--ーーー， --ー・. 司---

d-1.経酋・管理出身 25.0 75.0 50.0 62.5 8 60.0 71.4 14.3 42.9 7 
d-2.自首業出身 32.2 47.2 21.7 53.0 70 33.3 42.3 23.0 48.1 52 
d-3.労働者出身 39.0 46.1 26.2 44.4 62 30.4 49.4 20.5 55.4 79 

E.不安定労働者世帯 38.6 50.0 18.7 45.9 46 33.3 32.8 13.1 43.3 59 

E-1.不安定労働者階級 38.6 48.9 20.0 46.7 44 33.3 31.6 15.8 45.9 37 
E-2.無職層 0.0 66.6 0.0 33.3 2 0.0 34.8 8.7 39.1 22 
骨宇 a・・・・・・・-.--.---------------ーーー ー・・・ーー・ーーーー・・ーーーー・ー ー・-ー一---←干 a時---.匹・・・晶-----------ーーーーー-ーーーーーーーー

e-1.経嘗・管理出身 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 100.0 
e-2.自曽業出身 40.9 44.0 24.0 40.0 23 42.9 37.9 13.8 37.9 28 
e-3.労働者出身 38.1 59.1 13.6 54.6 22 20.0 20.7 13.8 42.8 28 

F.無職世帯 0.0 30.8 8.3 25.0 12 0.0 9.1 18.2 18.2 11 

f-1.自管業出身 0.0 33.3 0.0 20.0 5 0.0 0.0 14.3 0.0 
f-2.労働者出身 0.0 28.6 14.3 28.6 7 0.0 25.0 25.0 50.0 4 

合 計 38.8 46.8 26.0 47.9 334 37.1 42.0 22.8 50.3 350 

再掲 安定的経蛍・管理階級 60.0 60.0 26.7 40.0 16 100.0 100.0 100.0 100.0 
不安定経曽・管理階級 42.8 57.2 33.4 42.8 20 50.0 50.0 50.0 50.0 2 

個 自営業眉 36.1 40.9 36.1 47.7 69 46.3 43.5 30.3 57.8 43 
人 安定的労働者階級 38.5 48.1 23.6 52.4 127 43.9 54.4 33.4 63.2 56 
糟 不安定労働者階級 36.1 50.7 21.9 49.3 72 30.0 38.8 17.0 42.6 117 
級 無職層 0.0 34.3 18.2 34.4 30 0.0 39.0 20.0 48.9 131 
ー』圃--.--.------・_._---ーーーーーーーーーーーー ・ーーーーーーーーーーー・・ F畠ーー 一-----_.悼---・b・h併ー_.----・・.圃ーーーーーーーーー

出 経嘗・管理出身 28.6 60.0 40.0 53.3 14 72.7 66.6 12.5 66.6 24 
自首業出身 40.4 46.2 28.3 51.1 192 36.4 38.6 23.0 43.6 174 

身 労働者出身 37.7 46.2 21.0 42.8 128 33.9 42.2 23.9 55.4 152 
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しかし、比較の対象をアジアに求めると(表5-1 8)、これまでの結果と比べ、どの領域でもプラス

の評価が格段に高くなる。男女、階級の違いに関わりなく、ほとんどすべての領域で50%を超えるプラス

の評価がなされている。その中で、一貫して最高の評価が加えられているのがものの豊かさであり、男性

の場合どの階級でもプラスの評価がほぼ80%を超え、女性では90%を超える階級も少なくない。ものの豊

かさについで高い評価を受けている職場生活や家族生活も男女ともほぼすべての階級において、 70%をこ

えている。

さらに、すでに述べたように、すべての階級でほぼ一貫して最低の評価である心の豊かさも、男性の安

定的経営・管理世帯(18.8%、27.8%)、男女の無職世帯 (25.0%、27.3%)を除けば、男女ともほぼど

の階級でも、 50%を超えるプラスの評価が与えられている。その意味で、アジアと比較すれば、ものの豊

かさだけでなく、職場生活、家庭生活、さらには心の豊かさでさえ、現状を高く評価できるという考え方

が男女や階級的立場の違いをこえて支配的になっていることが明らかになる。一般に、わが国においては、

ものの豊かさが達成された段階で、いかに心の豊かさを獲得するのかが課題になっているといわれるが、

少なくともアジア諸国と比べれば、ものの豊かさだけでなく、すでに心の面でも豊かさを達成しえている

という認識がうかがえる。いいかえれば、これが対象者たちのアジアの見方であり、それが肯定的な現状

認識につながる可能性をもっていると考えられる。

しかし、同じ外国であっても、アメリカに住む人々と比較すると(表5-1 9)、まったく異なった結

果が現れる。

男女とも全体で見ると、これまでの様々な比較の視点と比べ、すべての領域でプラスの評価が最低にな

っている。男性では、すべての領域でプラスの評価が3割を切り、女性の場合にも最高の心の豊かさでも

33.5%にとどまっている。様々な領域でアメリカに住む人々の生活レベルにはまだまだ遠く及ばないとい

う生活実感が彼らの中に強く存在することがうかがえる。その中で、階級別に見ると、男女の無職世帯と

ともに、男性の安定的経営・管理階級、安定的経営・管理世帯における全体的な評価の低さが目立つ。こ

のうち、無職世帯では、男性の場合、家庭生活に対するプラスの評価が25.0%、ものの豊かさが18.2%、

心の豊かさが9.1%、女性の場合、心の豊かさが9.1%でそれ以外はすべて0%になっている。ここから、

無職世帯に属する人々は、アメリカに住む人々にはるかに及ばない生活現実の中でくらしているという実

感が他の階級以上に強いことがうかがえる。一方、安定的経営・管理階級の場合、職場生活は37.5%がア

メリカに住む人々と比ベプラスの評価をしているものの、家庭生活=6.3%、ものの豊かさ=12.5%で、

心の豊かさにいたっては0%になっている。安定的経営・管理世帯もほぼこれに近い。客観的にもっとも

有利な社会的立場にある人々の評価が、無職世帯に属する人々を除いて、もっとも厳しくなっている。そ

れは、一方で、この層がアメリカに対する過大ともいえる高い評価をもち、他方で、現状に対して必ずし

も十分に満足し切れていないことを物語っている。こうした事実は、この層の場合、すでに見たように、

仕事の内容や勤め先以外ではそれほど高い満足感をもっていなかったことの主観的な基盤になっているだ

けでなく、仕事の内容や勤め先に対する満足感も「とりあえず」の満足感に過ぎない可能性があることを

も示唆していると考えることができる。

こうして、人々の現状に対する評価は、比較する基準によって大きく異なることが明らかになる。しか

も、ぞれは無職世帯のようにある程度客観的な現実を反映している場合もあるが、男性の安定的経営・管

理階級/世帯のように、比較する対象に対する主観的な価値づけの違いによって、客観的な現実とはかけ

離れた評価になっている可能性がある場合も少なからず見られた。
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表5-18 アジアに住む人々との比駿{非常によい+よい)

男 性 女 性

職場家庭ものの心の N 職場家庭ものの心の N 
生活生活豊かさ豊かさ 生活生活豊かさ豊かさ

A.安定的経曽・管理世帯 77.8 61.1 83.3 27.8 18 90.9 85.2 92.3 57.7 27 

A-1.安定的経曽・管理階級 75.1 56.3 81.3 18.8 16 100.0 100.0 100.0 100.0 
A-2.自営業層 100.0 100.0 100.0 100.0 2 100.0 50.0 100.0 0.0 2 
A-3.安定的労働者階級 0.0 0.0 0.0 0.0 。100.0 100.0 100.0 50.0 4 
A-4.不安定労働者階級 0.0 0.0 0.0 0.0 。80.0 71.5 85.8 42.9 7 
A-5.無職層 0.0 0.0 0.0 0.0 。 0.0 92.3 91. 7 75.0 13 
-----・ーー・ー・ー・--------_.-・ー---ーー・・ー ー.骨ー・・・・・b・岨--ーー-----------------ーーーー・. ーーーーー・・ーーーーーーーーーーーーーーーーーー・--------.・F骨ー ー

a-1.経曽・管理出身 100.0 50.0 100.0 50.0 2 0.0 100.0 100.0 100.0 2 
a-2.白曽業出身 100.0 57.2 71.4 14.3 7 66.6 80.0 88.8 44.4 10 
a-3.労働者出身 55.5 66.6 88.9 33.3 9 100.0 86.7 93.3 60.0 15 

B.不安定経曽・管理世帯 76.9 77.7 85.1 55.6 26 75.0 89.3 92.8 60.7 27 

B-1.不安定経営・管理階級 81.0 80.9 90.4 61.9 20 100.0 100.0 100.0 50.0 2 
B-2.自嘗業層 50.0 50.0 50.0 50.0 2 80.0 80.0 80.0 40.0 5 
B-3.安定的労働者階級 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 66.6 3 
B-4.不安定労働者階級 50.0 50.0 50.0 0.0 2 50.0 83.4 83.4 50.0 6 
B-5.無職層 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 91.7 100.0 75.0 11 
ー・ーーーーーーー・ー・・h・-----ー・----------司 ーー・--・-・'ー---・ー ーー--世，・ーー

b-1.経曽・管理出身 66.6 66.6 66.7 33.3 3 100.0 100.0 100.0 60.0 5 
b-2.自営業出身 86.6 86.6 86.6 73.3 14 66.6 87.5 87.6 56.3 15 
b-3.労働者出身 62.5 66.6 88.9 33.3 9 80.0 85.7 100.0 71.4 7 

c.自営業世帯 77.1 74.8 83.0 56.8 92 72.4 69.4 75.0 61.9 88 

C-1.自営業層 73.2 74.3 81.2 64.0 65 72.2 66.7 72.9 70.2 36 
C-2.安定的労働者階級 88.2 87.5 93.8 26.6 14 100.0 100.0 100.0 100.0 5 
C-3.不安定労働者階級 80.0 70.0 80.0 60.0 11 60.0 70.6 81.3 50.1 16 
C-4.無織層 0.0 33.3 75.0 50.0 2 100.0 65.6 68.8 50.0 31 
ーーーーーーーーーー・ーーーーーー---------.----ー・-------・--・・ーー・・・ー・・ー・ーーーーーーー--ーー・・・・--・ ーーー-----------ー-----ー・ー・・ a・a・ーー・・-------ー---ー・._-

c-1.経曾・管理出身 0.0 0.0 0.0 0.0 。100.0 71.5 85.7 57.2 7 
c-2.自首業出身 77 .9 81.0 86.4 59.4 73 67.5 64.2 69.9 57.1 62 
c-3.労働者出身 73.4 52.3 70.0 47.3 19 81.3 83.3 86.4 77 .3 19 

D.安定的労働者世帯 76.6 78.8 83.4 53.3 140 80.5 81.1 91. 7 58.1 138 

D-1.安定的労働者階級 75.3 80.6 84.0 49.5 112 79.6 81.8 91.0 45.5 44 
D-2.不安定労働者階級 86.7 80.0 86.7 73.3 15 81.3 78.1 90.9 55.5 51 
D-3.無職層 0.0 64.3 75.0 66.7 13 0.0 84.1 93.2 74.4 43 
---------ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーー.・---ー，ーー・ーーーー-----------ーーー-----ー-----------ー・・・・・ーーー.--.-.---------ー・ーーー・ーー

d-1.経曽・管理出身 50.0 87.5 87.5 25.0 8 80.0 71.4 85.8 42.9 7 
d-2.自首業出身 79.1 77.8 87.0 53.7 70 81.3 81.5 94.5 67.9 52 
d-3.労働者出身 77.6 79.0 79.0 56.6 62 80.0 81.7 90.2 53.1 79 

E.不安定労働者世帯 77.2 77.1 85.4 48.9 46 77.1 71.1 79.6 54.3 59 

E-1.不安定労働者階級 77.2 77.8 86.7 50.0 44 77.1 70.3 83.8 59.4 37 
E-2.無職眉 0.0 66.6 66.7 33.3 2 0.0 72.7 72.7 45.4 22 
-.--._--------・--ー・._-・_._.・ーーー骨--- 4・・・-----------ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーー---ー・ ーー・-----
e-l.経曽・管理出身 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 3 
e-2.自首業出身 81.8 80.0 80.0 54.2 23 76.9 75.0 78.6 53.5 28 
e-3.労働者出身 71.4 72.7 90.9 40.9 22 75.0 64.3 78.6 50.0 28 

F.無職世帯 0.0 58.3 61.5 25.0 12 0.0 36.4 36.4 27.3 11 

f-1.自営業出身 0.0 60.0 66.7 40.0 5 0.0 0.0 14.3 0.0 7 
f-2.労働者出身 0.0 57.1 57.2 14.3 7 0.0 100.0 75.0 75.0 4 

d口h 計 76.9 75.7 82.9 51.3 334 77.5 76.0 83.9 57.7 350 

再掲 安定的経曽・管理階級 75.1 56.3 81.3 18.8 16 100.0 100.0 100.0 100.0 
不安定経曽・管理階級 81.0 80.9 90.4 61.9 20 100.0 100.0 100.0 50.0 2 

個 自管業層 73.3 74.3 80.9 64.6 69 73.8 67.4 75.0 63.7 43 
人 安定的労働者階級 77.1 81.6 85.3 47.2 127 84.2 86.2 93.1 53.5 56 
階 不安定労働者階級 78.8 76.4 84.7 54.9 72 75.2 74.6 86.8 55.0 117 
級 無職周 0.0 60.7 69.7 40.7 30 50.0 75.3 79.7 59.8 131 
ーーーーー. ーーー・ーーーーーーー曲. ----------------------------.-ー・_.-“--.---“ー -・・ーーーーー-------.------------------ーーーーー ------・ー

出 経省・管理出身 64.3 78.6 85.8 35.7 14 91.0 83.4 91. 7 62.5 24 
自首業出身 80.5 78.8 84.7 55.6 192 72.5 71.5 79.1 56.8 174 

身 労働者出身 73.0 70.7 79.9 46.8 128 80.8 80.0 88.0 57.9 152 
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表5-1 9 アメリカに住む人々との比較(非常によい+よい)

男 性 女 性

職場家庭ものの心の N 職場家庭ものの心の N 
生活生活豊かさ豊かさ 生活生活豊かさ豊かさ

A.安定的経曽・管理世帯 38.9 11.2 16.7 11.1 18 63.6 42.8 40.7 48.1 27 

A-1.安定的経蛍・管理階級 37.5 6.3 12.5 0.0 16 100.0 100.0 100.0 100.0 
A-2.自首業層 50.0 50.0 50.0 100.0 2 100.0 50.0 0.0 50.0 2 
A-3.安定的労働者階級 0.0 0.0 0.0 0.0 。75.0 75.0 75.0 75.0 4 
A-4.不安定労働者階級 0.0 0.0 0.0 0.0 。40.0 28.6 14.3 28.6 7 
A-5.無職層 0.0 0.0 0.0 0.0 。0.0 35.7 46.2 46.2 13 

ー----------・ー---・・・>---‘ーーーー・ d砂+・._---ー 事ーーー・-- 司-----------.-.-.--.ーーーーーーーーーーーーーーーーー， ーー-._---

a-1.経省・管理出身 50.0 50.0 50.0 50.0 2 0.0 50.0 0.0 100.0 2 
a-2.自信業出身 28.6 0.0 0.0 14.3 7 66.6 27.3 50.0 30.0 10 
a-3.労働者出身 44.4 11.1 22.2 0.0 9 62.5 53.4 40.0 53.3 15 

B.不安定経営・管理世帯 28.0 26.9 19.2 34.6 26 31.3 37.0 33.3 48.1 27 

B-1.不安定経嘗・管理階級 35.0 25.0 20.0 35.0 20 50.0 50.0 50.0 50.0 2 
B-2.自営業眉 0.0 0.0 0.0 0.0 2 20.0 40.0 40.0 40.0 5 
B-3.安定的労働者階級 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 33.3 3 
B-4.不安定労働者階級 0.0 50.0 50.0 0.0 2 50.0 33.3 16.7 50.0 6 
B-5.無職眉 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 45.5 45.5 54.6 11 
----・ー-ーーーー.-----ーーーーーーーーーーーーーー 守一、---・骨骨守 -----・守・---・F骨争開--トーー-.-.-・----------ー・---ー守ーーー---

b-1.経曽・管理出身 33.3 66.7 66.7 33.3 3 0.0 .60.0 40.0 60.0 5 
b-2.自信業出身 21.4 14.3 7.1 35.7 14 33.3 20.0 20.0 33.4 15 
b-3.労働者出身 37.5 33.3 22.2 33.3 9 40.0 57.2 57.2 71.5 7 

C.自嘗業世帯 20.1 20.6 28.3 25.9 92 36.9 28.3 31.1 39.8 88 

C-1.自管業層 21.8 21.6 28.5 27.5 65 38.9 34.2 37.8 50.0 36 
C-2.安定的労働者階級 7.1 7.1 20.0 14.2 14 60.0 33.4 50.0 60.0 5 
C-3.不安定労働者階級 27.3 27.3 18.2 27.3 11 20.0 17.7 18.8 25.1 16 
C-4.無職層 0.0 50.0 100.0 50.0 2 0.0 25.8 25.8 32.3 31 

ーー------------ー・・ 4・ーー・----母・‘4・ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・

c-1.経償・管理出身 0.0 0.0 0.0 0.0 。100.0 42.9 42.9 42.9 7 
c-2.自嘗業出身 22.8 20.6 29.7 26.8 73 32.5 26.9 31.8 35.5 62 
c-3.労働者出身 7.1 21.1 22.3 22.3 19 40.0 27.3 25.0 52.6 19 

D.安定的労働者世帯 26.7 25.0 24.6 25.0 140 26.1 31.2 29.9 27.5 138 

D-1.安定的労働者階級 27.7 26.7 26.1 27.0 112 27.3 36.4 36.4 27.3 44 
D-2.不安定労働者階級 20.0 13.3 13.3 6.7 15 25.0 23.5 23.5 21.5 51 
D-3.無職層 0.0 23.1 25.0 30.0 13 0.0 34.9 30.9 34.9 43 

ーーーーーーー・ー・ーー.------島宇 F晶圃』・・ー・ーー ---------ーーーーーー・・---・._--ー，帽・司司---司司--------ー-------

d-1.経笛・管理出身 12.5 25.0 25.0 25.0 8 20.0 14.3 14.3 14.3 7 
d-2.自営業出身 23.0 24.3 23.5 19.4 70 23.3 26.9 35.3 25.0 52 
d-3.労働者出身 32.8 25.8 25.8 31.2 62 28.3 35.4 27.8 30.4 79 

E.不安定労働者世帯 43.2 39.2 21.7 34.8 46 28.6 24.1 20.4 28.8 59 

E-1.不安定労働者階級 43.2 38.7 22.7 36.3 44 28.6 27.8 24.3 27.0 37 
E-2.無職層 0.0 50.0 0.0 0.0 2 0.0 18.2 13.6 31.8 22 
--字国・ーーーーーーーーーー・・ ーー-------ャーー‘・----・---・ー.帽ーー -----------------骨骨骨・ーーー・._----・ーー・ー・ー・.ーーー-ーー-ー

e-1.経嘗・管理出身 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 66.6 33.3 66.7 3 
e-2.自営業出身 59.1 43.5 21.7 34.8 23 23.1 25.0 17.9 32.2 28 
e-3.労働者出身 28.5 36.3 22.7 31.8 22 25.0 18.5 21.5 21.4 28 

F.無職世帝 0.0 25.0 18.2 9.1 12 0.0 0.0 0.0 9.1 11 

f-1.自首業出身 0.0 20.0 0.0 0.0 5 0.0 0.0 0.0 0.0 7 
f-2.労働者出身 0.0 28.6 28.6 14.3 7 0.0 0.0 0.0 25.0 4 

合 計 28.2 25.2 24.1 26.0 334 31.8 29.6 28.8 33.5 350 

再掲 安定的経嘗・管理階級 37.5 6.3 12.5 0.0 16 100.0 100.0 100.0 100.0 
不安定経嘗・管理階級 35.0 25.0 20.0 35.0 20 50.0 50.0 50.0 50.0 2 

個 自曽業眉 22.1 21. 7 28.4 28.8 69 38.1 35.5 36.4 48.8 43 
人 安定的労働者階級 25.2 24.4 25.2 26.2 127 32.2 36.9 38.6 34.0 56 
階 不安定労働者階級 34.8 31.9 20.9 27.8 72 27.7 24.7 22.2 25.6 117 
級 無職層 0.0 30.0 27.5 23.0 30 0.0 28.0 27.0 34.3 131 
骨骨司p・p・.ー--.-ーーーーーーーーーー.-------ーーー・ーーーー-ーーー---・・--ーー・・----ーーー. ーーーーーーーーーーー値・----------骨'ー・・・・・・・・・・F骨骨 -・・-----

出 経嘗・管理出身 21.4 35.7 35.7 35.7 14 45.5 41.7 29.2 45.8 24 
自嘗業出身 27.7 23.4 23.1 24.7 192 29.2 25.1 29.3 29.9 174 

身 労働者出身 30.0 26.6 24.4 27.0 128 32.7 33.1 28.1 35.5 152 
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第4節不公平感の階級・階層的特徴

だが、こうした現状に対する評価のあり方は、様々なことがらに対する公平感・不公平感と結びついて

いることも忘れてはならない。そこで、次に、この点を検討してみよう。

表5-20、表5-21は、この点を明らかにするため、性別の扱い、年齢の扱い、学歴の扱い、職業

の扱い、貧富の差の扱い、家柄の扱い、地域差の扱い、思想の違いの扱い、国籍の扱いという 9つの項目

に関する不公平感をまとめたものである。なお、この表は各項目について「公平である」、 「だいたい公

平である」、 「あまり公平でない」、 「公平でない」の4つの選択肢のうち、 「公平でない」と「あまり

公平でない」の合計を示したものである。

ここから、男性の場合、全体として、不公平感がもっとも強いのは国籍の違い (71.1%)で、学歴の扱

い (66.8%)がこれに続き、逆にもっとも不公平感が弱いのが地域差 (35.7%)、それにつぐのが思想の

扱い (40.2%)に関してであることがわかる。こうした傾向は、上位、下位それぞれの 1、2位の順序の

違いはあるものの、個人階級、世帯階級、出身階級のいずれで見ても、ほぼ一貫している。

その中で、特徴的なことは、第一に、学歴の扱いに関する不公平感の階級間格差がすでに見た学歴の階

級間格差と見事なほど一致していることである。つまり、もっとも高等教育達成者比率の高い安定的経営

・管理階級/世帯(高等教育達成者比率=64.7%、60.0%、不公平感=82.3%、80.0%)あるいは経営・

管理出身(高等教育達成者比率=62.5%、不公平感=80.0%)の場合、学涯の扱いに関する不公平感がも

っとも強い。そして、高等教育達成者比率が下がるに従って不公平感も低下、もっとも学歴水準の低かっ

た無職層・無職世帯(高等教育達成者比率=19.7%、23.8%、不公平感=56.3%、42.1%)あるいは自営

業出身(高等教育達成者比率=22.5%、不公平感=61.8%)で学歴に対する不公平感がもっとも弱くなっ

ている。いいかえれば、学歴に関して有利である高学歴者の多い階級ほど学歴の不公平感に対して敏感で

あり、学歴に関して不利な立場にある者の多い階級ほど学歴の不公平感を感じていないということである。

ただし、学歴そのものと学歴の不公平感の聞には明確な関連が見られないことも事実である(表5-22)。

したがって、ここで見られた結果は、高学歴者のうちとくに学歴に対する不公平感の強い人々が社会的に

有利な階級になっていることを示していると考えなければならない。これは、高学歴者の多い安定的経営

・管理階級/世帯の場合でも、学歴に対して満足している者が5割を切っていたことと結びついており、

これらの人々がいわゆる「タテ」の学歴では高学歴であっても、 「ヨコ」の学歴では満足できず、それを

パネにして現在の地位を達成した結果なのかもしれない。だが、今回のデータでは、この点をたしかめる

ことは不可能なので、あくまで仮説的な表現しかできない。

これと対照的に、第二に、安定的経営・管理階級/世帯の場合、他の諸階級と比べ、家柄の扱いに関し

て不公平感が格段に弱い。個人階級でみても世帯階級で見ても他の諸階級では、家柄の扱いに関して不公

平感をもっ者がほぼ4割から 5割台であるのに対して、安定的経営・管理階級/世帯では3割を切ってい

る (23.5%、25.0%)。しかも、この階級の場合、他の項目と比べても家柄の扱いに関する不公平感の弱

さが際だち、全項目の中で最低の水準になっている。他の諸階級が地域差の扱い、思想の扱いで最低の不

公平感になっているのと対照的である。その意味で、すでに見た「業績」としての学歴の扱いに対する不

公平感の強さと家柄という「属性」の扱いに対する不公平感の弱さがこの階級に固有の特徴であることが

うかがえる。

第三に、安定的労働者世帯に属する不安定労働者階級が、他の世帯階級に属する不安定労働者階級と比

べ、学歴の扱いに関してとくに強い不公平感をもっていることである。自営業世帯の不安定労働者階級の

不公平感が54.6%、不安定労働者世帯の不安定労働者階級の不公平感が67.4%であるのに対し、安定的労

働者世帯に属する不安定労働者階級の場合、学歴の扱いに不公平感をもっ者は80.0%に達している。たし

かに、この三者の聞には高等学歴達成者比率のある程度の違いがあるため、これが一つの原因になって不

公平感の違いが生まれていると考えることができる(自営業世帯の不安定労働者階級=18.2%、不安定労

働者世帯の不安定労働者階級=28.3%、安定的労働者世帯の不安定労働者階級=13.3%)。しかし、この

違いだけでは学歴の扱いに関する不公平感の相違を説明しきれない。なぜなら、この三者の客観的な学歴
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表 5-20 様々な領域に関する不公平感{公平でない+あまり公平でない) (男性)

性別の年齢の学歴の職業の貧富の家柄の地域差思想の国籍の N 
扱い扱い扱い扱い扱い扱いの扱い級い扱い

A.安定的経酋・管理世帯 50.0 45.0 80.0 47.4 55.0 25.0 35.0 35.0 75.0 20 

A-1.安定的経曽・管理階級 58.8 53.0 82.3 50.1 58.9 23.5 35.3 41.2 76.4 17 
A-2.自首業周 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 2 
A-3.安定的労働者階級 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 。
A-4.不安定労働者階級 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 。
A-5.無理量眉 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 

~. ~ --ーーーーーーー---ーーーーーーー・ -・.--------<・，司・・・ーーー--・----------‘.-.-ーーーーーーーーーーー---ーーーー、------ーーーーー司--ーーーーー-----ーーーー ー.ー・・・.-ー

a働1.経瞥・管理出身 33.3 33.3 66.7 66.7 66.6 66.6 66.7 33.3 66.6 3 
a-2.自首業出身 37.5 50.0 100.0 57.2 75.0 37.5 50.0 37.5 100.0 8 
a-3.労働者出身 66.6 44.4 66.6 33.3 33.3 0.0 11.1 33.3 55.5 9 

B.不安定綬首・管理世帯 62.9 59.2 74.0 70.4 59.2 48.1 29.6 33.3 74.0 27 

s-1.不安定経曽・管理階級 57.1 52.4 71.4 66.7 52.3 38.1 28.6 28.6 71.4 21 
s-2.自蛍業眉 50.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 2 
s-3.安定的労働者階級 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1 
s-4.不安定労働者階級 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 2 
s-5.無職眉 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 1 
-ーーー--怯----.-------・鴨---------・， ーー・ a町ーーーーー，ー・ーー------園田ーーーーー-ー・晶ー-.--------ー・ーーー-ー・ー.ーーーーーーー・--ーーーーーーー -._-----
b-1.経賞・管理出身 100.0 66.7 100.0 100.0 100.0 66.6 100.0 66.7 100.0 3 
b-2.自首業出身 53.3 53.3 66.7 60.0 46.7 40.0 33.3 20.0 66.7 15 
b-3.労働者出身 66.6 66.7 77.7 77.8 66.6 55.5 0.0 44.4 77.7 9 

c.自首業世帯 41.9 44.2 56.3 53.4 46.6 46.6 33.9 37.9 64.1 105 

C-1.自営業眉 42.0 47.1 58.2 50.8 44.8 49.2 35.8 38.8 64.2 69 
C-2.安定的労働者階級 47.0 41.2 52.9 64.7 47.0 35.3 35.3 17.7 76.5 17 
C-3.不安定労働者階級 54.6 36.4 54.6 63.7 63.7 54.6 36.4 63.7 63.7 11 
C-4.無職層 12.5 37.5 50.0 37.5 37.5 37.5 12.5 37.5 37.5 8 
“・・・・・ーーー.ーー・・--ー・ a・・ー曹、ー』・----ーーー ー・一一・・ーーーー・曹、ーーー・・.-・・ーーー齢、.-・.--ーーーーー・ー.ー・-ーーーーー・ー、..----------.ーーー---------ー・.----ー『ー_.・ー・ー

c-1.経営・管理出身 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 。
c-2.自営業出身 42.6 42.0 55.6 50.6 42.0 41.9 33.4 38.3 62.9 82 
c-3.労働者出身 39.1 52.2 59.1 63.6 63.7 63.7 36.4 36.4 68.2 23 

D.安定的労働者世帯 55.7 52.3 72.9 63.2 60.7 54.1 36.2 38.5 73.5 149 

D-1.安定的労働者階級 56.9 52.6 74.3 65.5 65.8 60.9 38.8 39.3 79.2 116 
D-2.不安定労働者階級 66.7 66.6 80.0 60.0 60.0 33.3 40.0 50.0 53.4 15 
D-3.無職層 38.9 38.9 57.9 50.0 27.8 27.8 16.7 23.6 52.9 18 
-・・ーーーーーー・・--・"---ーーーー--ー----ー ー--・-------<与------ーーーー・--------ーー・、----------------ーーーーー・----------・『圃--・ーーーーーーーー・・ーーーー ----ー・--
d-1.経賞・管理出身 100.0 75.0 75.0 87.5 100.0 87.5 75.0 75.0 100.0 8 
d-2.自首業出身 48.6 47.3 65.3 57.5 57.3 48.7 34.7 38.0 68.5 74 
d-3.労働者出身 58.2 55.2 80.9 66.7 59.7 56.1 33.3 34.4 75.7 67 

E.不安定労働者世帯 56.9 49.1 69.8 56.8 71.1 54.9 43.1 57.2 78.5 51 

ト1.不安定労働者階級 53.4 44.5 67.4 53.4 71.7 53.3 40.0 58.1 77.8 45 
E-2.無職層 83.4 83.3 85.7 83.4 66.7 66.7 66.7 50.0 83.4 6 
ー・ 4酔李副・・・ーーーー・由『圃晶・・--------ー ーー・---・ーー.祖国---ー守・・ーーーーー------ー、・ーー-ーーーー・-----・ーーーーー---------ーー.ー・---.--------ー・----ー園田ーーーー・.

e-1.経営・管理出身 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
e-2.自管業出身 53.6 46.4 65.5 64.3 71.4 53.5 50.0 53.6 67.8 28 
e同3.労働者出身 59.1 50.0 73.9 45.5 69.5 54.6 31.8 60.0 90.9 22 

F.無職世稽 42.1 33.3 42.1 38.9 47.4 50.0 30.0 38.9 61.2 19 

f-1.自営業出身 41.7 45.5 41.7 54.5 66.7 72.7 33.3 54.6 81.8 12 
f-2.労働者出身 42.9 14.3 42.9 14.3 14.3 14.3 25.0 14.3 28.6 7 

辺日、 計 51.5 48.8 66.8 58.1 57.1 49.9 35.7 40.2 71.1 371 

再掲 安定的経営・管理階級 58.8 53.0 82.3 50.1 58.9 23.5 35.3 41.2 76.4 17 
不安定経曽・管理階級 57.1 52.4 71.4 66.7 52.3 38.1 28.6 28.6 71.4 21 

個 自瞥業層 41.1 47.2 59.2 50.8 45.0 49.3 33.8 36.7 64.7 73 
人 安定的労働者階級 55.9 50.8 71.1 65.0 62.9 57.1 38.1 36.2 78.2 134 
階 不安定労働者階級 57.5 49.3 68.9 57.6 68.9 50.7 41.1 58.6 71.2 73 
級 無職燭 41.5 42.3 56.3 50.0 43.4 44.3 27.8 35.3 58.8 53 
ー・ -----------"匹・園、・ーーーー-_.-ー ー--司---ー・ E・4・-----------.ーー・ー----一司.--------・・ー-----.幽 F暢ーーー幽ー・_.---------・.__.-ー園田ーーー・ーー

出 綬営・管理出身 86.6 66.7 80.0 86.7 93.4 80.0 80.0 66.7 93.4 15 
自営業出身 46.5 45.7 61.8 55.8 53.9 47.0 36.6 39.7 68.0 219 

身 労働者出身 55.5 51.8 73.2 58.5 58.4 51.1 29.4 38.1 73.4 137 

Q
J
 



表5-2 1 様々な領域に関する不公平感(公平でない+あまり公平でない) (女性)

性別の年飴の学歴の職業の貧富の家柄の地域差思想の国籍の N 
銀い掻い怨い扱い扱い扱いの扱い緩い綾い

A.安定的経嘗・管理世帯 71.4 71.5 92.9 66.6 57.2 57.1 32.1 46.5 78.6 28 

A-1.安定的経嘗・管理階級 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
A-2.自嘗業膚 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 50.0 50.0 50.0 100.0 2 
A-3.安定的労働者摺級 75.0 25.0 75.0 50.0 50.0 25.0 0.0 25.0 75.0 4 
A-4.不安定労働者階級 57.2 71.4 100.0 57.2 57.1 71.4 28.6 57.1 71.4 7 
A-5.無職層 78.6 85.7 92.9 7s.9 57.1 64.3 42.9 50.0 85.7 14 
ーー・ーーー・ー，ーーーー..-.--------------ーー ーーーーー・』・ーーーー・ーーー・ーーーー--------------ーー-ーーー・ー---------ーー・・---------._-------.-・帽甲ー・ーー------明・ー・ーー・.

a-1.経曾・管理出身 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 50.0 100.0 100.0 2 
a-2.自嘗業出身 72.8 81.8 100.0 80.0 54.6 63.7 54.6 54.6 81.9 11 
a-3.労働者出身 66‘7 60.0 86.7 53.3 53.3 46.7 13.3 33.3 73.3 15 

B.不安定経質・管理世帯 71.4 57.2 82.1 70.3 66.7 55.5 33.3 26.9 70.3 28 

s-1.不安定経賞・管理階級 50.0 50.0 50.0 100.0 100.0 50.0 0.0 50.0 100.0 2 
s-2.自信業周 60.0 20.0 60.0 60.0 60.0 60.0 20.0 20.0 80.0 
s-3.安定的労働者階級 66.7 66.7 100.0 66.6 66.7 33.3 66.6 33.3 66.7 3 
s-4.不安定労働者階級 100.0 100.0 100.0 80.0 80.0 80.0 60.0 40.0 80.0 6 
s-5.無臓周 66.7 50.0 83.3 66.7 58.4 50.0 25.0 18.2 58.3 12 
.-ーーーーー----------ー-ー-ーーーーーー ------‘ー-ーーーー・ーー・ー----.・ーーー-ー・-----ーーー..明.----.-.-----------------ーーーーーー・・ーーーーーー-ーーーーーーー

b-1.経嘗・管理出身 50.0 25.0 100.0 50.0 50.0 25.0 25.0 0.0 75.0 4 
b-2.自首業出身 70.6 70.6 82.3 68.8 62.5 56.3 43.8 33.3 56.3 17 
b-3.労働者出身 85.7 42.9 71.5 85.7 85.7 71.4 14.3 28.6 100.0 7 

c.自営業世帯 51.5 57.4 56.2 65.3 50.5 58.9 41.3 54.5 71.1 95 

C・1.自首業層 52.4 56.4 41.5 60.0 42.5 53.8 35.0 41.0 61.5 42 
C-2.安定的労働者階級 42.9 28.6 57.2 57.2 57.2 57.1 71.4 71.4 100.0 7 
C-3.不安定労働者階級 64.7 58.8 76.4 77.8 64.7 70.6 47.1 68.8 76.4 17 
C-4.無職層 44.8 64.5 64.5 66.7 51. 7 59.4 39.3 60.7 74.0 29 

-----------ー.---------・・・..ーー-------・ F・----ーー・・・...・ーー-------・ーーー-------ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 曹明ー

C・1.経曽・管理出身 28.6 42.9 85‘7 71.4 71.5 71.4 42.9 57.1 100.0 7 
c-2.自首業出身 49.2 61.5 50.0 62.1 48.5 60.6 39.7 56.4 67.2 65 
c-3.労働者出身 65.2 50.0 65.2 72.7 50.0 50.0 45.4 47.6 72.7 23 

D.安定的労働者世帯 70.5 65.2 73.6 65.5 65.8 61.4 42.6 54.7 82.3 156 

D-1.安定的労働者階級 69.7 60.5 69.8 67.5 58.1 57.1 44.2 54.8 83.8 43 
D-2.不安定労働者階級 70.2 66.0 68.5 66.1 66.1 61.8 42.8 55.6 78.2 57 
D-3.無職層 71.4 67.8 81.4 63.5 71.4 64.3 41.1 53.7 85.5 56 
..ー...ーー・..ーー-ーーー・ーーーー-ーー...ー-ー ー幽-----.・・怯・・・ーー・・・押・・・・'‘・，・ー・ーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーー『ーーーー自由ーーー----------ーーーー

d-1.経嘗・管理出身 66.7 83.3 100.0 83.4 50.0 50.0 33.3 33.4 66.7 6 
d-2.自省業出身 65.1 60.3 65.6 56.0 63.5 52.5 42.8 49.2 80.3 63 
d-3.労働者出身 74.7 67.4 77.5 71.1 68.6 68.6 43.0 60.0 84.9 87 

E.不安定労働者世帯 64.0 65.0 76.7 69.0 68.3 63.3 40.7 48.3 69.5 61 

E-1.不安定労働者階級 67.5 67.5 78.3 67.5 75.6 62.1 40.5 51.3 72.9 37 
E-2.無職周 58.4 60.9 73.9 71.4 56.5 65.2 40.9 43.5 63.7 24 
ー・--------------・ーーーー』ーーーーーーーーーーー ---------ーーーーーー・ーー・・ E・_.ーーーーーー・ー・・・・ーー・・ー---------ーー-----------------ーーーーーーー------ーーーーーーーーー

e-1.経曾・管理出身 66.7 66.7 66.7 100.0 33.3 66.7 66.7 33.3 33.3 3 
e-2.自管業出身 66.6 68.9 75.9 66.6 69.0 55.1 41.3 41.3 69.0 30 
e-3.労働者出身 60.7 60.7 78.6 67.8 71.4 71.4 37.0 57.2 74.1 28 

F.無職世帯 50.1 47.1 61.1 64.7 58.8 47.1 41.1 44.4 52.9 16 

f-1.自嘗業出身 44.4 40.0 63.6 60.0 60.0 40.0 40.0 30.0 50.0 9 
f-2.労働者出身 57.1 57.2 57.2 71.5 57.2 57.2 42.9 62.5 57.2 7 

合 計 64.1 62.3 71.2 66.3 61.5 59.7 40.5 50.5 75.1 384 

再掲 安定的経嘗・管理階級 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
不安定経嘗・管理階級 50.0 50.0 50.0 100.0 100.0 50.0 0.0 50.0 100.0 2 

個 自嘗業層 55.1 54.4 45.8 61.7 46.8 54.3 34.0 39.1 65.2 49 
人 安定的労働者階級 66.7 54.4 70.2 64.9 57.9 53.6 45.7 53.6 84.2 57 
階 不安定労働者階級 69.4 67.5 75.8 68.4 68.9 64.5 42.6 55.4 76.1 124 
級 無職層 62.2 64.0 75.8 66.9 61.4 60.4 39.6 49.3 74.1 151 
-----ー ー...・ーー--------------------ー・ーーーーー・ー-ーーーーー------------ー司令.-----------ーーー・，ーー・・ーーーーーーーーーーーー-ーーーーーー・p・_.ー・・・ー・..

出 経曽・管理出身 54.6 59.1 90.9 77.2 59.1 59.1 40.9 40.9 77.2 22 
自管業出身 60.0 63.1 65.1 62.2 58.4 55.9 42.2 48.4 70.7 195 

身 労働者出身 70.1 61.8 75.7 69.7 65.4 64.3 38.4 54.3 79.8 167 
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表5-22 学歴の扱いに対する不公平感
(男女別学歴別) 単位:%

不公平感 N 
最終学歴

男性 女性 男性 女性

義務教育 64.1 73.5 78 68 
高 校 70.9 66.7 165 186 
専修学校 73.1 74.6 26 55 
短 大 65.0 74.5 20 51 
大学・院 60.0 77.1 95 35 
J日A 計 66.7 70.7 384 396 

注)不公平感=公平でない+あまり公平でな

い

水準と学歴に対する不公平感は必ずしも一致していなし、からである。したがって、そこでは、同じ家族成

員との比較で学歴の扱いに対する不公平感がさらに強化されているという考え方も検討する必要がでてく

る。実際、安定的労働者世帯の高等学歴達成者が28.4%に達していることをふまえれば、こうした見方が

必ずしも的外れではないと考えられる。それは、一つの世帯階級の中に学歴水準の異なる多様な個人階級

が存在することによって、必然的に生み出される事態であるといえる。

第四に、出身階級で見た場合、経営・管理出身者の一貫した不公平感の強さも見逃すことができない。

不公平感が最低の年齢や思想の扱いに関しても、 66.7%という高い水準に達している。これは自営業出身

者の不公平感の最高水準(国籍=68.0%)に匹敵するものである。しかも、年齢や思想の扱い以外の項目

ではすべて8割を超え、最高水準の貧富や国籍の扱いに関する不公平感は93.4%に達する。データが少な

くなるので明確なことはいえないが、こうした傾向は、いずれの世帯階級の場合にもほぼ共通し、同じ世

帯階級の中ではほぼいずれの項目に関する不公平感においてもつねに他の二つの出身階級より高い水準に

なっている。ただし、安定的経営・管理世帯の経営・管理出身者の場合、その傾向が比較的弱くなってい

る。この結果は、出身階級が「恵まれている」者の場合、自らの現実の立場がどうあれ、社会に対する不

公平感が強いことを物語っている。しかし、すでに見たように、現状に対する満足度に関して経営・管理

出身者が他の階級出身者と比べとく際だった特徴をもっていたわけではない。したがって、この点を考慮

すると、ここで明らかになった経営・管理出身者の社会に対する不公平感の強さは、社会的現実の認識の

あり方が他の出身階級と異なっていることを意味していると考えた方が妥当であろう。それは、経営・管

理出身者の生活史の中で形成された一つの「ハビトゥス」といってもよく、そうした「ハピトゥス」をも

ちながら「恵まれた」階級的位置に到達できない場合、現状への満足感に大きな影響を与えるまでにいた

らないものの、不公平感がより強く表面イじすると考えることもできる。いずれにしても、この点について

は、より詳細な分析が必要なため、一つの見方として提示するにとどめざるをえない。

これに対し、女性の場合、いずれの階級においても、国籍の違いや学歴の扱いに関して不公平感が強く、

地域差や思想の扱いに関して不公平感が弱い点、安定的経営・管理世帯・不安定経営・管理世帯に学歴の

扱いに関する不公平感の高さが際だっている点などで男性と同様の傾向が見られる。だが、他の点では男

性で見られた傾向は見いだせない。それは、女性の場合、階級聞の相違にもかかわらず、男性と比べ、社

会に対する不公平感が似通っていることを示唆していると考えられる。

第5節政党支持の状況

以上のように、人々の日常生活に対する評価は必ずしも客観的な現実をストレートに反映したものでは

なかった。それでは、以上のような日常生活に対する評価をもっ人々の政治に対する意識はどうなってい

るのであろうか。

この点をとりあえず、政党支持のあり方から検討してみると(表5ー 23、表5-24)、なによりも

まず、男女問わず個人階級、世帯階級、出身階級のいずれにおいても、階級の違いに関係なく、支持政党
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なしがトップであることがわかる。とりわけ女性の場合、支持政党なし派の割合が高く、ほとんどの個人

階級、世帯階級、出身階級で50%を超えている。政党不信の状況は男女、階級の別なく一貫していること

が明確になる。

さらに、支持政党なしを除く、各政党に対する支持率を見ると、自民党支持層が男女ともほとんどの階

級でもっとも高く、この点でも男女の別、階級の別なくほぼ共通した傾向が見いだせる。ただし、自民党

の場合であっても、その支持率は多くの場合、 2割から3割にとどまり、中には1割台の階級も見られる。

それは、とくに女性に多く見られ、男性で自民党支持率が1割台の階級が経営・管理出身のみであるのに

対し、女性では個人階級で安定的労働者階級、不安定労働者階級、世帯階級で安定的経営・管理世帯、安

定的労働者世帯、出身階級で労働者出身が1割台の自民党支持率にとどまっている。すでに見たようにい

ずれの階級においても満足感をえられない共通の領域や独自の領域が少なからず存在し、各階級ごとに共

通の不公平感や固有の不公平感が数多く見られたにもかかわらず、こうした状況が生み出されている。

したがって、この結果は、保守王国群馬であっても、自民党支持率がかなり低下し、それにかわって、

現状に対する不満や不公平感があったとしても政党不信としての支持政党なし派が圧倒的多数派になって

いることを示している。

ただし、その中にあって、男性の個人階級としての自営業層、不安定経営・管理階級の自民党支持率の

高さが目につく。両階級とも、自民党支持率が支持政党なし層を10%上回っており、この点で他の諸階級

と異なる結果が現れている。その意味で、主に、このこつの階級によって現在の保守王国群馬の政治状況

がかろうじて支えられていることが浮き彫りになる。
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表5-23 支持政党(男性)

自民党新進党社会党さきが共産党その他支持政 N 
け 党なし

A.安定的経営・管理世帯 30.0 10.0 10.0 0.0 0.0 0.0 55.0 20 

A-1.安定的経曾・管理階級 29.4 5.9 11.8 0.0 0.0 0.0 58.8 17 
A-2.自信業層 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2 
A-3.安定的労働者階級 。
A-4.不安定労働者階級 。
A-5.無職層 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 
---・-ー・ーー，ーーー-ーーーーー------_._-ー.

a-1.経営・管理出身 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 3 
a-2.自省業出身 62.5 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 37.5 8 
a-3.労働者出身 11.1 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 66.7 9 

B.不安定経曾・管理世帯 35.7 21.4 3.6 0.0 0.0 0.0 39.3 28 

B-1.不安定続賞・管理階級 45.5 18.2 0.0 0.0 0.0 0.0 36.4 22 
B-2.自曽業層 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 2 
B-3.安定的労働者階級 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
B-4.不安定労働者階級 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 2 
B-5.無職層 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
----.ー・司.---------------------- ーーー・ 4ー・ー・ 4蜘・・ーー.._-----ーー・---------ー-ー---・----------ー・・+・・・ーーーーー----_.ーーー・・ーーー

b-1.経賞・管理出身 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 3 
b-2.自曽業出身 33.3 20.0 6.7 0.0 0.0 0.0 40.0 15 
b-3.労働者出身 40.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0 10 

c.自嘗業世帯 41.3 7.7 10.6 1.0 1.0 0.0 40.4 104 

C-1.自曽業層 50.0 8.8 5.9 1.5 1.5 0.0 33.8 68 
C-2.安定的労働者階級 17.6 0.0 29.4 0.0 0.0 0.0 58.8 17 
C-3.不安定労働者階級 18.2 18.2 9.1 0.0 0.0 0.0 54.5 11 
C-4.無積層 50.0 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 37.5 8 
ーーー・・--.-・・・ーー，ー・・ーー，ー・ーーーーーーーー・ー -ーーーー・ーー・・・ー・・ーー・ーーー・._---ーー-ーーー-ー-ーー--_.圃・・・・・ー・・・・・・ーーー・ーーーーーーーー・ー・・・ーー--

c-1.経曽・管理出身 。
c-2.自嘗業出身 40.7 6.2 12.3 1.2 0.0 0.0 40.7 81 
c-3.労働者出身 43.5 13.0 4.3 0.0 4.3 0.0 39.1 23 

D.安定的労働者世帯 24.7 5.8 18.2 0.0 1.3 0.6 49.4 154 

D-1.安定的労働者階級 22.0 5.9 17.8 0.0 1.7 0.8 51. 7 118 
D-2.不安定労働者階級 13.3 6.7 13.3 0.0 0.0 0.0 66.7 15 
D-3.無職層 47.6 4.8 23.8 0.0 0.0 0.0 23.8 21 
‘圃'ー.ー・・--------・曲・・・ー・ーー ーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーー.--.・・・.--..時曙骨'ーー，ー・ーーーーーーーーーーー，ー・・----・ーー司ー._.-

d-1.経嘗・管理出身 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 77.8 9 
d-2.自管業出身 32.5 5.2 16.9 0.0 1.3 0.0 44.2 77 
d-3.労働者出身 17.6 5.9 22.1 0.0 1.5 1.5 51.5 68 

E.不安定労働者世帯 25.0 7.7 1.9 0.0 0.0 0.0 65.4 52 

E-1.不安定労働者階級 29.5 9.1 2.3 0.0 0.0 0.0 59.1 44 
E-2.無職層 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 8 
-------------------ー-ーーー・.-------ーーーー・・ーーーーーーーーー・・ a・・.---.------・・・ーーーーーーー・ーーーーー----------.-_.-・・.ーー・.-

e-1.経嘗・管理出身 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 
e-2.自営業出身 24.1 13.8 3.4 0.0 0.0 0.0 58.6 29 
e-3.労働者出身 27.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 72.7 22 

F.無職世帯 28.6 0.0 4.8 0.0 0.0 4.8 61.9 21 

f-1.自曽業出身 46.2 0.0 7.7 0.0 0.0 0.0 46.2 13 
f-2.労働者出身 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 87.5 8 

d口h 計 30.6 7.7 11.6 0.3 0.8 0.5 49.3 379 

再掲 安定的経嘗・管理階級 29.4 5.9 11.8 0.0 0.0 0.0 58.8 17 
不安定経営・管理階級 45.5 18.2 0.0 0.0 0.0 0.0 36.4 22 

個 自首業周 48.6 9.7 5.6 1.4 1.4 0.0 34.7 72 
人 安定的労働者階級 21.3 5.1 19.9 0.0 1.5 0.7 52.2 136 
階 不安定労働者階級 23.6 11.1 5.6 0.0 0.0 0.0 59.7 72 
級 無職層 33.3 3.3 11.7 0.0 0.0 1.7 50.0 60 
-・ー，ー・ーー，司・ー・ーーーーーー.ー--・.--ー・p・p・--・---・F帽・+ー.ー・・h・・-_.・....ー・ーーーー-______0・・ a・--値・.-・ a・ーーー._.-ーーーーーーーーーーーーーーー

出 絞首・管理出身 12.5 18.8 0.0 0.0 0.0 0.0 68.8 16 
自E言葉出身 36.3 7.2 12.1 0.4 0.4 0.0 44.4 223 

身 労働者出身 23.6 7.1 12.1 0.0 1.4 1.4 55.0 140 
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表5-24 支持政党(女性)

自民党新進党社会党さきが共産党その他支持政 N 
け 党なし

A.安定的経営・管理世帯 10.7 7.1 7.1 0.0 0.0 0.0 75.0 28 

A-l.安定的経営・管理階級 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
A-2.自曽業屑 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 2 
A-3.安定的労働者階級 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 80.0 5 
A-4.不安定労働者階級 33.3 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 50.0 6 
A-5.無職層 7.1 0.0 7.1 0.0 0.0 0.0 85.7 14 
ー・・ー..・-_.---ーー・『匹鴨 a押・.ー -ーーー・..・------ー・.-.__.--.----.---------------ーー・・ー・・・ーーー・ーー・..

a-1.経首・管理出身 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 2 
a-2.自曽業出身 9.1 9.1 18.2 0.0 0.0 0.0 63.6 11 
a-3.労働者出身 13.3 6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 80.0 15 

B.不安定経営・管理世帯 31.0 3.4 10.3 0.0 0.0 0.0 55.2 29 

s-1.不安定経曾・管理階級 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 2 
s-2.自省業層 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 60.0 5 
s-3.安定的労働者階級 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 3 
s-4.不安定労働者階級 16.7 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 66.7 6 
s-5.無職層 38.5 0.0 15.4 0.0 0.0 0.0 46.2 13 
ー・----------------------・ ..・・ー・・・・・・・・_____0・--------______0・-------------ーーーー守'・・ー-------・

b-1.経蛍・管理出身 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 60.0 5 
b-2.自信業出身 35.3 0.0 11.8 0.0 0.0 0.0 52.9 17 
b-3.労働者出身 14.3 14.3 14.3 0.0 0.0 0.0 57.1 7 

c.自営業世帯 31.7 11.5 7.7 0.0 0.0 1.0 49.0 104 

C-1.自管業眉 27.3 11.4 9.1 0.0 0.0 0.0 52.3 44 
C-2.安定的労働者階級 28.6 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 57.1 7 
C-3.不安定労働者階級 11.1 16.7 5.6 0.0 0.0 0.0 66.7 18 
C-4.無職層 48.6 11.4 5.7 0.0 0.0 2.9 34.3 35 

ー-----ー ーーーー・・------ーー------ー----ー.値ーーーーーーーーーー-ーー----・----ーーーー...ー.-幽・-----ーー・ーーーーー.

c-1.経嘗・管理出身 42.9 0.0 14.3 0.0 0.0 0.0 42.9 7 
c-2.自曽業出身 35.1 10.8 6.8 0.0 0.0 1.4 47.3 74 
c-3.労働者出身 17.4 17.4 8.7 0.0 0.0 0.0 56.5 23 

D.安定的労働者世帯 13.8 5.7 8.8 0.0 0.6 0.0 71.1 159 

D-1.安定的労働者階級 9.3 2.3 11.6 0.0 0.0 0.0 76.7 43 
D-2.不安定労働者階級 10.7 3.6 3.6 0.0 0.0 0.0 82.1 56 
D-3.無職層 20.0 10.0 11.7 0.0 1.7 0.0 56.7 60 
明・ 4博司匹--.-.ーー..司・ー.--.-----ーー.・ー...-・ーーーー・・・・・・・・・---.------------------

d-1.経曽・管理出身 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 83.3 6 
d-2.自営業出身 16.9 9.2 10.8 0.0 0.0 0.0 63.1 65 
d-3.労働者出身 12.5 2.3 8.0 0.0 1.1 0.0 76.1 88 

E.不安定労働者世帯 30.6 6.5 3.2 0.0 1.6 0.0 58.1 62 

E-1.不安定労働者階級 23.7 2.6 2.6 0.0 2.6 0.0 68.4 38 
E-2.無職層 41.7 12.5 4.2 0.0 0.0 0.0 41.7 24 
ー..・-.-------ーーー・・・・・ a・・・ー・・-----------.--ーーーーーーーーーーー・・ーーー

e司1.綬賞・管理出身 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 3 
e-2.自首業出身 34.4 6.3 6.3 0.0 0.0 0.0 53.1 32 
e-3.労働者出身 25.9 7.4 0.0 0.0 3.7 0.0 63.0 27 

F.無職世帯 23.8 9.5 9.5 0.0 0.0 0.0 57.1 21 

f-1.自営業出身 25.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 58.3 12 
f-2.労働者出身 22.2 0.0 22.2 0.0 0.0 0.0 55.6 9 

d日>. 計 22.6 7.4 7.7 0.0 0.5 0.2 61.8 403 

再掲 安定的経償・管理階級 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
不安定経営・管理階級 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 2 

個 自曽業層 27.5 9.8 7.8 0.0 0.0 0.0 54.9 51 
人 安定的労働者階級 12.1 3.4 10.3 0.0 0.0 0.0 74.1 58 
F皆 不安定労働者階級 16.1 4.8 4.8 0.0 0.8 0.0 73.4 124 
級 無職層 29.9 9.0 9.0 0.0 0.6 0.6 51.5 167 
.----- -----------・ー...司岨ー..-・・，ー---------ーーーーー----------・ー骨'・_.-.匹・...・p・争時亭-.__.-------

出 経嘗・管理出身 26.1 4.3 4.3 0.0 0.0 0.0 65.2 23 
自営業出身 27.5 9.0 8.5 0.0 0.0 0.5 55.0 211 

身 労働者出身 16.0 5.9 7.1 0.0 1.2 0.0 69.8 169 
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